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学
校
制
服
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
を
見
る
と
、
大
正
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
高
等
女
学
校
（
以
下
は
高
女
と
略
称
）
の
制
服

を
統
一
し
た
県
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
県
と
は
宮
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
岡
山
県
、
広
島
県
、

福
岡
県
で
あ
る（

１
）が
、
な
ぜ
統
一
さ
れ
た
の
か
と
い
う
理
由
や
、
ど
の
よ
う
な
指
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
か
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
に
つ

い
て
は
ま
っ
た
く
考
察
さ
れ
て
い
な
い
。
本
当
に
そ
の
よ
う
な
指
示
を
県
が
行
っ
た
の
か
、
仮
に
指
示
が
あ
っ
た
と
し
て
学
校
や
生
徒
は

そ
れ
に
従
っ
た
の
か
。
疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

セ
ー
ラ
ー
服
な
ど
の
学
校
制
服
の
研
究
を
行
う
上
で
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
統
一
指
示
を
受
け
て
学
校
側
が
セ
ー
ラ
ー
服
の
制
定
に

踏
み
切
っ
た
の
か
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
学
校
側
で
そ
れ
を
制
定
し
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
お
仕
着
せ
の
よ
う
に
上
か
ら
の
指
示
な

の
か
、
学
校
や
生
徒
側
が
自
発
的
に
定
め
た
の
か
に
よ
っ
て
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
対
す
る
位
置
づ
け
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。

　

こ
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
は
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
各
県
の
学
校
を
す
べ
て
調
査
す
る
の
は
大
変
な
労
力
を
要
す
る

作
業
で
あ
り
、
誰
し
も
そ
れ
を
忌
避
し
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
岡
山
県
の
数
校
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、
岡
山
県
全
体
が
見
え
る
わ
け

で
は
な
い
。
や
は
り
県
下
の
全
校
の
制
服
の
流
れ
を
見
な
い
限
り
検
証
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
作
業
に
は
手
を
つ
け
な
い
も
の
の
、
難
波
知
子
『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
は
各
県
下
統
一
の
理
由
を
す
べ
て
「
戦
時
体
制
へ

の
対
応
」
に
よ
る
と
断
定
し
て
い
る（

２
）。
後
述
す
る
広
島
県
か
ら
は
国
家
総
力
戦
に
よ
る
経
済
統
制
に
対
す
る
先
見
性
が
う
か
が
え
る
。
だ

が
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
日
中
戦
争
後
の
国
家
総
動
員
体
制
に
よ
り
経
済
統
制
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
以
前
の
状
況
と

を
同
じ
意
味
で
考
え
る
の
に
は
無
理
が
あ
る
。
難
波
氏
の
研
究
に
は
実
証
性
を
無
視
し
た
思
い
付
き
で
結
論
を
出
す
危
険
性
が
見
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
難
波
氏
は
学
校
制
服
を
統
一
し
た
県
が
あ
る
こ
と
を
、
先
行
研
究
か
ら
孫
引
き
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
県
が
実
際
に
そ
の
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よ
う
な
指
令
を
出
し
た
の
か
否
か
の
確
認
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
新
聞
な
ど
一
次
史
料
は
見
て
い
な
い
し
、
具
体
的
に
統
計
を
取
っ
て
制

服
の
内
容
を
分
析
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
先
行
研
究
を
は
じ
め
高
等
学
校
の
記
念
誌
の
記
述
を
疑
う
こ
と
な
く
、
各
県
で
統
一

の
指
示
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
は
慎
重
に
な
る
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
難
波
氏
は
統
計
的
な
検
証
も
せ
ず
、「
日
本
の
女
学
生
の
通
学
服
が
洋
装
に
切
り
替
わ
っ
た
の
は
」「
郡
立
高
等
女
学
校
が
県
立

高
等
女
学
校
に
昇
格
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
事
業
と
し
て
洋
服
に
変
え
る
ケ
ー
ス
も
多
い
」「
昭
和
天
皇
の
即
位
記
念
な
ど
も
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
、
根
拠
の
な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る（

３
）。

学
校
制
服
史
の
研
究
者
と
い
う
肩
書
で
書
か
れ
れ
ば
、
一
般
読
者
は

も
と
よ
り
服
飾
史
研
究
者
で
も
そ
の
言
説
を
信
じ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
言
説
を
放
置
す
れ
ば
、
い
つ
の
間
に
か
「
虚
像
」
が
「
実
像
」
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
本
論
は
、
そ
う

し
た
無
責
任
な
研
究
姿
勢
に
歯
止
め
を
か
け
る
意
味
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
史
で
は
各
県
の
公
文
書
類
を
一
切
使
用
し
て
い
な
い
が
、
各

県
で
学
校
制
服
の
統
一
を
図
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
学
校
側
に
指
示
し
た
公
文
書
が
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
本
論
で
は
新
発
見
史
料

で
あ
る
公
文
書
類
も
紹
介
し
な
が
ら
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
普
及
状
況
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
公
文
書
類
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究

史
で
は
見
逃
さ
れ
て
き
た
被
服
協
会
が
制
服
の
統
一
化
に
大
き
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
も
発
見
し
た
。
ま
た
従
来
の
研
究
で
は
行
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
各
県
全
高
女
の
洋
式
制
服
の
普
及
過
程
に
つ
い
て
も
一
覧
表
を
作
成
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
従
来
は
紹
介
さ
れ

て
い
な
い
山
口
県
や
富
山
県
で
も
制
服
の
統
一
が
図
ら
れ
て
い
た
と
い
う
史
料
も
発
見
し
た
た
め
、
そ
れ
ら
も
加
え
て
検
討
す
る
。

一　

福
岡
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
し
な
か
っ
た

　

セ
ー
ラ
ー
服
に
制
服
を
統
一
化
し
た
と
さ
れ
て
き
た
県
と
し
て
一
番
古
い
時
期
に
あ
た
る
の
が
福
岡
県
で
あ
る
。
そ
の
事
実
を
検
討
す
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る
に
あ
た
り
、
誤
解
を
招
く
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
朝
倉
高
等
学
校
の
記
念
誌
の
次
の
記
述
で
あ
る
。
朝
倉
高
女
は
大
正
十
年
（
一

九
二
一
）
に
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
に
ベ
ル
ト
の
制
服
を
制
定
し
た
が
、
同
十
三
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
る
。

大
正
十
三
年
、
県
下
女
学
校
生
徒
の
制
服
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
、
統
一
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
が
、
中
等
学
校
購
買
組
合
設
立
以
前
、

昭
和
五
・
六
年
頃
ま
で
は
本
校
の
制
服
研
究
時
代
と
も
云
う
べ
き
時
期
で
あ
っ
た
。
特
に
夏
服
の
白
地
は
汚
れ
や
す
い
た
め
、
或
は

カ
ラ
ー
と
カ
フ
ス
を
青
に
し
た
り
、
全
生
地
を
鼠
色
に
し
た
り
、
又
個
人
で
用
意
す
る
事
も
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
学
年
で
も
、

個
人
で
も
ま
ち
ま
ち
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
購
買
組
合
か
ら
服
地
の
配
統
を
う
け
、
こ
れ
を
上
級
生
が
縫
上
げ
て
、
半
袖
白
地

ポ
プ
リ
ン
の
セ
ー
ラ
ー
型
に
統
一
さ
れ
た（

４
）。

　

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
大
正
十
三
年
に
福
岡
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
年
に
中
等
学
校
購
買
組
合
が
設
立
さ
れ

る
ま
で
は
自
由
で
あ
り
、
組
合
設
立
後
に
生
地
の
配
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
各
自
で
統
一
さ
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
う
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
な
ん
と
も
歯
切
れ
の
悪
い
曖
昧
な
記
述
で
あ
る
。

　

事
実
、
大
正
十
三
年
に
福
岡
県
が
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
す
る
指
示
を
出
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
筑
紫
実
業
女
学
校
（
昭
和
四
年
筑

紫
高
女
と
改
称
）
を
前
身
と
す
る
福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
の
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』
に
は
、
大
正
十
五
年
六
月
に
「
県
下
女

学
校
生
徒
制
服
セ
ー
ラ
ー
型
に
改
正
統
一（

５
）」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
の
誤
り
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
正
十
五
年
六
月
に

セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
事
実
も
確
認
で
き
な
い
。

　

そ
れ
は
福
岡
県
下
の
各
高
女
の
制
服
制
定
お
よ
び
改
正
過
程
を
分
析
す
れ
ば
明
ら
か
と
な
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
の
女
学
校
で
は
、
大
正

十
年
十
二
月
に
福
岡
女
学
校
、
翌
十
一
年
に
西
南
女
学
院
が
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
て
い
た
。
だ
が
、
大
正
十
年
四
月
の
福
岡
高
女
は

紺
の
衿
と
袖
が
ビ
ロ
ー
ド
地
の
上
着
に
ベ
ル
ト
で
あ
り
、
同
十
一
年
に
九
州
高
女
は
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
に
大
黒
帽
、
門
司
高
女
は
ダ
ブ
ル
の

ボ
ッ
ク
ス
型
と
、
バ
ス
の
女
車
掌
が
着
て
い
た
よ
う
な
バ
ス
ガ
ー
ル
型
が
多
か
っ
た
。
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そ
れ
ら
と
並
行
し
て
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
大
正
十
一
年
に
香
椎
高
女
、
同
十
二
年
に
糸
島
高
女
、
若
松
高
女
、
同
十
四
年
に
折
尾
高
女
、

早
良
高
女
、
同
十
五
年
に
柳
河
高
女
と
徐
々
に
数
が
増
え
て
い
る
（
写
真
１
参
照
）。
香
椎
高
女
と
糸
島
高
女
は
県
立
高
女
と
な
っ
た
年

と
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
理
由
で
制
定
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
朝
倉
高
女
の
よ
う
に
当
初
制
定
し
た
バ
ス
ガ
ー
ル
型
か
ら
セ
ー

ラ
ー
服
へ
と
改
正
す
る
学
校
も
出
て
き
た
。
築
上
高
女
は
、
大
正
十
年
に
シ
ョ
ー
ル
カ
ラ
ー
と
チ
ェ
ッ
ク
の
ネ
ク
タ
イ
を
定
め
た
が
、
同

十
一
年
に
は
ビ
ロ
ー
ド
衿
に
変
更
し
、
同
十
五
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
て
い
る
。
大
牟
田
高
女
で
は
、
大
正
十
一
年
に
ス
テ
ン
カ

ラ
ー
に
ベ
ル
ト
を
制
定
し
た
が
、
同
十
五
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
っ
て
い
る
（
表
１
参
照
）。

　

ど
こ
の
高
女
で
も
最
初
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
和
服
か
ら
洋
服
へ
と
服
装
改
善
を
図
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
デ
ザ
イ
ン
を
模
索
し
、
最
終
的
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
行
き
つ
く
学
校
が
多
い
の
で
あ
る
。
事
実
、
福
岡
県
で
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
制
服
は
、

大
正
十
二
年
に
三
瀦
高
女
、
同
十
四
年
に
直
方
高
女
が
制
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降
増
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
正
十
五
年
十
二
月

写真 １　早良高等女学校の冬服
（『第四回卒業記念』昭和 ７年 ３月、筆者所蔵）

二
十
五
日
に
大
正
天
皇
が
崩
御
し
て
元
号
が
昭
和
に
変
わ
る
と
、

セ
ー
ラ
ー
服
の
数
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
。
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
は
福
岡
高
女
が
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
、
門
司
高
女
も
昭

和
十
五
年
ま
で
の
間
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
だ
が
、

昭
和
天
皇
の
即
位
式
の
記
念
事
業
と
し
て
昭
和
三
年
に
洋
装
化
を

行
っ
た
高
女
は
な
か
っ
た
（
表
１
参
照
）。

　

宗
像
高
等
実
業
女
学
校
（
昭
和
六
年
に
宗
像
高
女
と
改
称
）
は
、

昭
和
二
年
に
校
長
の
意
向
で
ギ
ン
ガ
ム
地
の
上
衣
と
黒
サ
ー
ジ
の
ス

カ
ー
ト
と
い
う
夏
服
を
制
定
し
た
。
そ
れ
を
着
た
生
徒
は
「
そ
の
頃
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表 １　福岡県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

久留米高女 県立

大正11年 ６ 月
紺ツーピース（冬服）、淡緑
色淡灰色交織ヘヤクロースの
上衣、紺スカート（夏服）

年月不明 セーラー服

昭和11年 セーラー服 スカートに白線 １本

小倉高女 県立 ～昭和 ４年 セーラー服

福岡高女 県立

大正10年 ４ 月 ビロード衿 上着、ベルト

昭和 ２年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本、紐ネ
クタイ

昭和 ９年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本、ネク
タイ

柳河高女 県立
大正15年 セーラー服

年月不明 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本

門司高女
県立 大正11年 ダブルのボックス型

県立 ～昭和 ３年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本、
ネクタイ

浮羽高女 郡立
～昭和 ８年 セーラー服

～昭和14年 セーラー服 衿・袖・胸当てに線 ２本、切
結び

直方高女 県立
大正14年 ステンカラー

～昭和 ８年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本、ネク
タイ

嘉穂高女 県立
大正11年 ステンカラー 前開き ３個釦

昭和 ２年 セーラー服 衿・胸当てに線 ２本、ネクタ
イ

若松高女 市立 大正12年 ４ 月 セーラー服 白衿、ネクタイ

大牟田高女 県立
大正11年 ４ 月 広衿 ベルト

大正15年 セーラー服 大阪型

八幡高女 県立
～昭和 ３年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本、

ネクタイ切り結び

～昭和11年 セーラー服

京都高女 県立 昭和 ２年 ４月 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本

田川高女 県立

大正12年 ステンカラー ベルト

昭和 ３年 ステンカラー、セーラー衿

昭和 ６年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本

築上高女 県立

大正10年 ショールカラー チェックのネクタイ

大正11年 ビロード衿

大正15年 セーラー服 白線 ２本

昭和 ４年 セーラー服 黒線 ２本、ネクタイ下方に結
ぶ
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昭和 ８年 セーラー服 黒線 ２本、紺ネクタイ上方に
結ぶ

築紫高女 県立

昭和 ４年 ４月 セーラー服 衿に白の大小 ２本線

昭和 ９年 セーラー服 衿に黒の大小 ２本線

～昭和11年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本、ネク
タイ

折尾高女 私立→県立 大正14年 セーラー服（冬服）、グレー
のワンピース（夏服）

紺衿に臙脂三本線、ネクタイ
臙脂

朝倉高女 県立
大正10年 折衿型 ベルト

大正13年 セーラー服

三瀦高女 県立

大正12年 ステンカラー 前開き ４個釦

～昭和 ５年 セーラー服 ネクタイ、大阪型

昭和 ９年～15年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ２本、ネク
タイ

八女高女 県立 ～昭和11年 セーラー服

香椎高女 県立 大正11年 セーラー服 衿・袖に黒線 ３本、胸当てに
黒線 ２本

糸島実科高女→
糸島高女 県立

大正12年 セーラー服（夏服） 縦横縞、濃紺の帽子

大正13年 セーラー服（冬服） 濃紺サージ

早良高女→西福
岡高女（昭和13
年に改称）

組合立 大正14年 ６ 月 セーラー服

（冬服）紺サージ、大黒帽
（夏服）ギンガム、衿・胸当
てに白線 ２本、黒・紺のウー
ル・絹ネクタイ

戸畑実科高女→
戸畑高女 県立

昭和 ４年 ブレザー

昭和 ５年 セーラー服 大阪型

昭和 ６年 セーラー服 衿・胸当てに線 ２本

昭和11年 セーラー服 紺衿・胸当てに白線 ２本

宗像高等実業女
学校→宗像高女 県立

昭和 ２年 ギンガム衿

～昭和15年 セーラー服

門司高女 市立 史料確認ができない

鶴城高女 廃校 史料確認ができない

九州高女 私立 大正11年 ステンカラー 大黒帽

築紫高女 私立 昭和 ２年 セーラー服

（冬服）紺衿・袖・胸当てに
白線 ３ 本、紺紐ネクタイ、
（夏服）白衿・胸当てに白線
３本、白紐ネクタイ

勝山女学館→勝
山高女 私立

大正13年 セーラー服

昭和 ６年 セーラー服 紺衿・袖・胸当てに白線 ３本

飯塚高女 廃校 史料確認ができない

鎮西高女 私立 史料確認ができない

久留米昭和高女 私立 （昭和 ４年） セーラー服 衿に白線 ３本
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大牟田高等家政
女学校、不知火
高女

私立

～大正14年 ステンカラー 大黒帽

大正15年 セーラー服

昭和11年 セーラー服 白のネクタイ

昭和12年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ３本、白の
ネクタイ

福岡女学校 私立 大正10年12月 セーラー服

西南女学院 私立 大正11年頃 セーラー服

黒木高等実業学
校→黒木高女 村立 昭和10年 セーラー服

田川高等実業学
校→田川東高女 公立 年月不明 セーラー服 花結び

福丸高等実業女
学校→福丸高女 県立 ～昭和14年 ステンカラー

大牟田高女 市立 昭和14年 セーラー服

三井高等実業女
学校→三井高女 県立 ～昭和12年 セーラー服

京都実業女学校
→豊津高女 公立→県立 昭和 ５年 ４月 セーラー服 白衿、蝶結びリボン

山門高等実業学
校→山門高女 県立

～昭和 ５年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本、
ネクタイ

～昭和11年 セーラー服 衿・袖に線 ２本

南吉富高等実業
女学校→吉富高
女

県立 昭和 ２年 セーラー服 （冬服）紺衿に線 ２ 本、黒繻
子のネクタイ、（夏服）白

福岡第一女学校
→福岡第一高女 市立 昭和 ９年 セーラー服 紺衿に白線 ２本、胸当てに校

章の刺繍

稲築高女 町立 （昭和18年） 文部省標準服

椎田高等実業女
学校→椎田高女 県立

大正15年 洋服

～昭和 ７年 セーラー服 冬は紺、夏は白、ネクタイ

二瀬高女 町立 （昭和18年） 文部省標準服

朝倉実科高女→
甘木高女 県立 史料確認ができない

戸畑高等実業学
校→戸畑高女 市立 史料確認ができない

八幡高女 市立 史料確認ができない

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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女
学
校
の
制
服
は
殆
ど
セ
ー
ラ
ー
服
で
し
た（
６
）」
と
述
べ
て
い
る
。
昭
和
九
年
の
入
学
生
は
「
新
し
い
セ
ー
ラ
ー
服
を
毎
日
着
用
出
来
る
こ

と
は
特
権
階
級
に
で
も
な
っ
た
よ
う
な
喜
び
と
誇
り
を
持
っ
て
、
胸
を
張
っ
て
着
用
し
た
も
の
で
す（

７
）」
と
証
言
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
統
計
的
な
考
察
か
ら
見
て
も
、
大
正
十
三
年
お
よ
び
十
五
年
に
福
岡
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
記
念
誌

の
記
述
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
昭
和
六
年
の
中
等
学
校
購
買
組
合
の
設
立
に
よ
っ
て
セ
ー
ラ
ー
服
は
統
一
化
さ
れ
た
の

か
。『
福
岡
県
報
』
や
『
福
岡
県
教
育
百
年
史
』
に
県
が
中
等
学
校
に
制
服
を
統
一
化
さ
せ
る
よ
う
な
指
示
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、

昭
和
五
年
九
月
四
日
付
の
『
福
岡
日
日
新
聞
』
で
は
、
福
岡
県
知
事
松
本
学
が
来
年
度
か
ら
「
中
等
学
校
男
女
生
徒
の
制
服
を
統
一
」
す

る
こ
と
に
賛
成
し
、
福
岡
県
学
務
課
が
被
服
協
会
に
「
服
地
型
等
に
就
き
照
会
」
し
て
い
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る（

８
）。

　

こ
の
問
題
は
、
昭
和
六
年
二
月
四
日
の
福
岡
県
中
等
学
校
長
会
で
協
議
さ
れ
た
。「
女
生
徒
服
装
委
員
」
に
は
、
福
岡
高
女
、
小
倉
高

女
、
直
方
高
女
、
香
椎
高
女
、
京
都
実
科
高
女
、
田
川
実
科
高
女
、
福
岡
師
範
女
学
校
の
各
校
長
が
選
ば
れ
、
女
子
の
冬
服
は
十
三
円
、

夏
服
は
六
円
と
い
う
案
が
示
さ
れ
た
も
の
の
、
決
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
冬
服
が
サ
ー
ジ
と
な
っ
た
場
合
は
、
日
本
毛
織
物
会
社

に
依
頼
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る（

９
）。

　

男
子
制
服
は
昭
和
六
年
二
月
十
日
に
久
留
米
産
の
「
大
巾
物
」
に
決
ま
り
、
学
務
課
か
ら
久
留
米
縞
組
合
に
七
十
五
校
五
千
四
百
人
分

の
生
地
が
注
文
さ
れ（

（1
（

、
四
月
か
ら
統
一
を
実
施
し
た
。
だ
が
、
女
子
の
制
服
に
つ
い
て
は
、「
県
下
に
紺
サ
ー
ジ
の
生
地
の
生
産
が
な
い

た
め
、
山
田
購
買
組
合
理
事
が
目
下
上
阪
物
色
中
で
近
く
品
質
並
に
価
格
等
が
判
明
す
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
見
送
ら
れ
た（

（1
（

。
こ
の
後
、

紺
サ
ー
ジ
の
価
格
が
確
定
し
、
そ
れ
が
示
さ
れ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
仮
に
示
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
県
下
で
セ
ー
ラ
ー

服
に
統
一
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
生
地
を
統
一
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　

購
買
組
合
理
事
が
大
阪
に
行
っ
て
紺
サ
ー
ジ
を
捜
索
し
て
い
る
の
は
、
被
服
協
会
大
阪
支
部
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
管
見
の
限

り
新
聞
紙
面
や
公
文
書
で
そ
れ
を
明
確
に
示
す
も
の
は
な
い
が
、
第
六
章
で
詳
述
す
る
宮
城
県
の
公
文
書
類
の
な
か
に
は
、
被
服
協
会
大
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阪
支
部
へ
福
岡
県
の
高
女
制
服
の
生
地
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る
内
容
が
出
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
に
は
被
服
協
会
の
協

力
を
得
て
何
ら
か
の
統
一
生
地
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

福
岡
県
で
中
等
学
校
購
買
組
合
を
設
立
し
た
の
は
、「
大
阪
府
に
於
て
已
に
服
制
統
一
の
行
は
れ
て
ゐ
る
に
刺
戟
」
さ
れ
た
こ
と
と
、

「
大
阪
被
服
協
会
支
部
の
援
助
」
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。
福
岡
県
下
の
「
中
等
学
校
服
制
の
統
一
」
の
目
的
は
、「
単
に
経
済
的
問
題
た

る
に
止
ら
ず
、
学
生
等
の
道
徳
教
育
愛
国
運
動
の
実
際
的
訓
練
」
で
あ
る
と
い
う（

（1
（

。
こ
の
記
事
は
当
時
の
中
等
教
育
の
制
服
統
一
化
を
検

討
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
昭
和
四
年
七
月
十
二
日
に
設
立
さ
れ
た
被
服
協
会
は
東
京
に
本
部
を
置
き
、
同
年
十
二
月
六
日
に
大
阪
支
部
、

昭
和
五
年
十
二
月
十
三
日
に
広
島
支
部
が
増
設
さ
れ
、
中
等
学
校
制
服
の
統
一
を
図
っ
た
。
そ
の
端
緒
が
昭
和
五
年
五
月
の
大
阪
府
男
子

中
等
学
校
制
服
の
統
一
で
あ
っ
た
。

　

被
服
協
会
が
男
子
生
徒
の
制
服
統
一
に
力
を
入
れ
た
の
も
、
当
初
は
経
済
的
な
問
題
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
次
第
に
詰
襟

学
ラ
ン
は
陸
軍
軍
服
と
同
型
で
あ
っ
た
た
め
、
戦
争
な
ど
の
非
常
時
に
す
ぐ
に
軍
服
と
し
て
利
用
で
き
る
「
軍
民
被
服
の
近
接
」
を
図
る

意
味
へ
と
力
点
が
変
化
し
て
い
っ
た（

（1
（

。
そ
れ
に
比
べ
て
女
子
中
等
学
校
制
服
は
「
経
済
的
問
題
」
に
は
効
果
的
だ
が
、「
軍
民
被
服
の
近

接
」
と
い
う
観
点
に
合
致
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
差
が
多
く
の
県
下
で
男
子
生
徒
の
制
服
が
統
一
さ
れ
る
の
に
対
し
、
女
子
生

徒
の
制
服
統
一
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

難
波
知
子
氏
は
、
朝
倉
高
等
学
校
の
記
念
誌
だ
け
を
取
り
上
げ
て
、
大
正
十
三
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
統
一
さ
れ
、
そ
れ
を
「
戦
時
体

制
へ
の
対
応
」
で
あ
る
と
断
言
す
る（

（1
（

。
だ
が
、
こ
の
記
述
が
間
違
い
で
あ
る
こ
と
は
右
に
証
明
し
た
。
も
う
一
つ
問
題
な
の
は
、
福
岡
県

で
図
ら
れ
た
制
服
の
統
一
は
「
学
用
品
経
済
化
」
が
目
的
で
あ
り
、「
戦
時
体
制
へ
の
対
応
」
で
は
な
い
。

　

早
良
高
女
（
昭
和
十
四
年
に
西
福
岡
高
女
と
改
称
）
の
記
念
誌
に
は
、「
昭
和
初
頭
に
起
っ
た
世
界
的
経
済
恐
慌
は
、
わ
が
国
の
産
業

に
も
深
刻
な
打
撃
を
与
え
、
特
に
農
村
の
窮
乏
は
目
を
掩
わ
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
。
農
村
に
囲
繞
さ
れ
た
本
校
は
、
そ
の
影
響
を
最
も
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強
く
受
け
、
在
校
生
の
中
退
者
は
勿
論
の
こ
と
、
入
学
志
願
者
は
、
創
立
当
初
の
二
・
三
年
間
を
除
い
て
、
昭
和
四
・
五
年
頃
、
著
し
く

減
少
し
た
」
と
あ
る（

（1
（

。

　

実
際
、
松
本
知
事
は
「
農
村
救
済
の
協
議
」
を
開
き
、
県
は
鞍
手
郡
か
ら
「
経
済
切
抜
策
」
と
し
て
提
出
さ
れ
た
吏
員
や
教
員
の
俸
給

削
減
を
決
議
し
、
さ
ら
に
中
等
学
校
長
会
で
は
制
服
統
一
化
と
と
も
に
教
員
の
削
減
も
検
討
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
紙
面
の
流
れ
を
見
る

と
、
右
の
記
念
誌
で
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
福
岡
県
で
生
地
の
供
給
を
一
元
化
し
、
制
服
の
統
一
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
理
由
を
考
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
世
界
恐
慌
の
影
響
に
よ
る
不
況
へ
の
対
応
が
妥
当
だ
ろ
う
。

　

昭
和
六
年
以
前
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
お
よ
び
改
正
し
た
高
女
は
二
十
一
校
に
お
よ
ぶ
。
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
昭
和
六
年
以

降
も
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
に
し
て
い
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
の
着
用
率
は
、
文
部
省
標
準
服
が
対
象
と
な
る
昭
和
十
六
年

四
月
以
前
に
開
校
し
た
高
女
四
十
五
校
の
う
ち
四
十
校
、
八
八
・
八
％
で
あ
る
。
山
門
高
女
は
衿
・
袖
・
胸
当
て
に
白
線
二
本
、
柳
河
高

女
、
福
岡
高
女
、
直
方
高
女
、
八
幡
高
女
、
京
都
高
女
は
、
衿
・
胸
当
て
に
白
線
二
本
、
福
岡
第
一
高
女
、
勝
山
高
女
が
衿
に
白
線
二
本

で
あ
っ
た
。
築
上
高
女
は
衿
に
白
線
二
本
か
ら
黒
線
二
本
へ
と
変
え
る
が
、
す
ぐ
に
衿
と
胸
当
て
に
白
線
二
本
へ
と
変
更
さ
れ
た
（
表
１
参

照
）。

　

大
阪
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
衿
や
袖
に
線
の
な
い
紺
一
色
、
ま
た
は
線
が
あ
っ
て
も
紺
地
に
紺
線
や
黒
線
で
目
立
た
な
い
も
の
に
棒
ネ
ク

タ
イ
が
多
く
見
ら
れ
る
。
本
論
で
は
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
「
大
阪
型
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
戸
畑
高
女
と
三
瀦
高
女
は
「
大

阪
型
」
を
制
定
し
た
が
、
両
校
と
も
数
年
後
に
は
衿
と
胸
当
て
に
白
線
二
本
を
入
れ
る
よ
う
に
改
正
し
て
い
る
。

　

福
岡
県
で
は
、
県
か
ら
の
指
示
を
受
け
ず
と
も
自
主
的
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
る
。
福
岡
県
で
は
昭
和
初
年
か
ら
セ
ー
ラ
ー

服
を
制
定
す
る
高
女
が
続
出
し
、
洋
式
制
服
の
制
定
の
遅
れ
た
高
女
は
周
囲
に
な
ら
っ
て
セ
ー
ラ
ー
服
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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二　

愛
知
県
に
広
が
る
セ
ー
ラ
ー
服
と
白
衿

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
九
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
全
国
で
最
初
に
制
定
し
た
の
が
金
城
女
学
校
（
昭
和
四
年
に
金
城
女
子
専
門
学
校
附

属
高
等
女
学
部
と
改
称
）
で
あ
り
（
写
真
２
参
照
）、
同
校
が
存
在
す
る
愛
知
県
は
セ
ー
ラ
ー
服
発
祥
の
地
で
あ
る
。
愛
知
県
下
で
最
初

の
高
女
で
あ
る
愛
知
第
一
高
女
が
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
の
は
、
金
城
女
学
校
に
遅
れ
る
こ
と
七
カ
月
後
の
大
正
十
一
年
四
月
で
あ
っ

た
（
写
真
３
参
照
）。
紺
サ
ー
ジ
の
冬
服
は
三
つ
釦
前
開
き
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
た
が
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
度
の
卒
業
生
は
上
か
ら

被
る
形
で
ベ
ル
ト
も
つ
け
て
い
な
い
。
ま
た
衿
と
袖
の
白
線
も
黒
線
へ
と
変
わ
っ
た
。
夏
服
は
象
牙
色
の
薄
毛
織
で
あ
っ
た
。
金
城
女
学

校
と
の
大
き
な
違
い
は
、
冬
は
黒
リ
ボ
ン
の
フ
ェ
ル
ト
帽
、
夏
は
白
ピ
ケ
地
の
帽
子
を
被
り
、
修
学
旅
行
や
儀
式
の
日
を
除
い
て
白
衿
カ

バ
ー
を
つ
け
た
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　

椙
山
高
女
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
制
服
化
で
は
遅
れ
を
取
っ
た
が
、
服
装
改
善
運
動
に
対
す
る
理
解
は
早
か
っ
た
。
大
正
九
年
四
月
二
十
七

日
に
学
校
は
父
兄
宛
て
に
服
装
に
関
す
る
通
知
を
出
し
た
。
そ
こ
で
は
「
生
徒
服
装
の
儀
純
然
た
る
洋
服
に
致
候
方
簡
易
に
し
て
経
済
上

に
も
体
育
上
に
も
利
点
多
き
こ
と
は
一
般
の
与
論
に
御
座
候
、
若
し
万
一
有
志
の
御
方
に
し
て
試
験
的
に
之
が
実
行
を
希
望
せ
ら
れ
候
御

方
有
之
候
は
ば
左
記
の
要
件
を
以
て
当
市
伊
藤
呉
服
店
（
現
・
松
坂
屋
）
に
て
調
製
納
付
す
べ
き
様
申
出
居
候
間
、
御
一
所
に
纏
め
て
注

文
致
し
て
も
宜
し
く
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
地
質
は
夏
用
の
綾
セ
ル
で
色
は
紺
か
花
色
を
指
定
し
た（

（1
（

。

　

洋
服
着
用
者
の
希
望
を
募
っ
た
の
は
、
校
長
椙
山
正
弌
が
服
装
改
善
運
動
の
理
解
者
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
の
思
い
は
大
正
十
年
に
渡

米
す
る
こ
と
で
確
信
す
る
。
椙
山
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
「
男
子
の
服
は
殆
ど
一
切
家
庭
で
作
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
、
女
子
の
服
も
多
く

は
洋
服
店
か
ら
求
め
る
、
家
庭
で
仕
立
て
る
も
の
も
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
簡
単
な
も
の
で
あ
る
、
子
供
の
服
も
同
様
で
あ

る
、
そ
れ
に
仕
入
の
服
が
、
男
子
の
も
女
子
の
も
至
極
安
価
に
求
め
得
ら
れ
る
や
う
に
な
つ
て
居
り
ま
す
」、「
仕
入
の
服
が
非
常
に
安
価
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に
求
め
得
ら
れ
る
こ
と
、
ミ
シ
ン
機
械
を
使
用
す
る
こ
と
、
型
紙
を
使
用
す
る
な
ど
が
日
本
に
比
し
て
都
合
よ
く
な
つ
て
居
る
」
こ
と
を

見
聞
し
、「
日
本
の
婦
人
は
自
分
の
衣
服
や
子
供
の
衣
服
は
勿
論
、
主
人
の
衣
服
に
至
る
ま
で
、
常
着
も
晴
着
も
、
そ
の
裁
縫
と
洗
濯
と

は
殆
ど
一
切
、
自
ら
処
理
し
て
往
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
日
本
の
婦
人
の
生
活
改
善
の
上
に
は
、
ま
だ
〳
〵
多
く
の
問
題
が
横
は
つ
て
居

る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る（

（1
（

。

　

椙
山
高
女
で
洋
服
着
用
を
推
奨
す
る
と
、
大
正
十
三
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
上
衣
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
と
い
う
組
み
合
わ
せ
を
着

る
生
徒
が
増
加
し
た
。
そ
し
て
大
正
十
五
年
五
月
に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
に
夏
は
綿
ポ
プ
リ
ン
の
七
分
袖
の
セ
ー
ラ
ー
服
、
冬
は
紺

サ
ー
ジ
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
黒
の
帽
子
と
い
う
制
服
を
定
め
た
。
こ
の
制
服
は
大
正
十
四
年
に
全
生
徒
か
ら
投
票
で
最
大
数
を
占
め
た
東
京

の
女
子
学
習
院
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。
女
子
学
習
院
で
セ
ー
ラ
ー
服
が
標
準
服
と
な
る
の
は
同
年
か
ら

で
あ
る
。
皇
族
や
華
族
の
子
女
が
通
う
女
子
学
習
院
は
高
女
の
な
か
で
も
特
別
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
ブ
ラ
ン
ド
力
と
、
セ
ー

写真 ２　金城女学校のセーラー服
（財団法人金城学院所蔵）
「名古屋衿」が確認できる

写真３　愛知県愛知第一高等女学校の冬服
（『愛知県第一高等女学校史』愛知県第一高等
女学校史刊行会、1988年）
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ラ
ー
服
の
美
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
が
魅
力
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
女
子
学
習
院
を
参
考
に
し
た
と
い
う
高
女
は
他
に
も
複
数
存
在
す
る
。

　

国
府
高
女
で
は
、
大
正
十
五
年
に
学
校
側
と
生
徒
側
の
双
方
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
い
と
い
う
希
望
の
声
が
大
き
く
な
り
、
当

時
の
二
年
生
以
下
は
洋
服
店
に
注
文
し
、
上
級
生
は
自
分
た
ち
で
縫
製
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
十
月
か
ら
全
生
徒
が
紺
サ
ー
ジ
の

セ
ー
ラ
ー
服
で
通
学
し
、
翌
昭
和
二
年
の
中
国
・
四
国
方
面
へ
の
修
学
旅
行
で
は
、「
引
卒（

マ
マ
）の
先
生
が
肩
身
が
広
く
な
っ
た
」
と
語
り
、

そ
れ
を
聞
い
た
生
徒
も
「
嬉
し
さ
で
一
杯
で
し
た
」
と
い
う（

（2
（

。

　

そ
う
し
た
想
い
は
昭
和
二
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
瀬
戸
高
女
の
生
徒
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
初
め
て
セ
ー
ラ
ー
服
に
袖
を
通
し
た

生
徒
は
、「
穿
き
馴
れ
し
、
え
び
茶
の
袴
に
、
別
れ
告
げ
、
今
日
よ
り
紺
の
、
制
服
着
た
り
」「
新
し
き
、
制
服
着
け
て
、
校
庭
の
、
桜
の

下
に
、
立
ち
て
見
る
か
な
」「
校
庭
の
、
ア
カ
シ
ヤ
の
花
、
散
り
初
め
ぬ
、
夏
制
服
と
、
衣
替
え
す
る
」
と
詠
ん
で
い
る（

（2
（

。

　

大
正
十
二
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
半
田
高
女
は
、
当
初
着
用
が
自
由
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
三
年
に
全
生
徒
が
着
る
ま

で
時
間
が
か
か
っ
た
。
学
校
に
来
た
松
坂
屋
の
店
員
に
帽
子
、
セ
ー
ラ
ー
服
、
靴
ま
で
一
式
を
注
文
す
る
と
三
十
三
円
し
た
と
い
う（

（2
（

。
だ

が
、
愛
知
県
で
も
セ
ー
ラ
ー
服
に
す
る
と
、
洋
服
店
に
注
文
せ
ず
、
被
服
の
時
間
に
自
分
た
ち
で
作
ら
せ
る
学
校
が
出
て
く
る
。

　

新
城
高
女
で
は
、
大
正
十
三
年
六
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
、
三
年
生
が
夏
服
、
四
年
生
が
冬
服
を
縫
製
し
た（

（2
（

。
岡
崎
高
女
で
は
、

大
正
十
四
年
に
紺
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
す
る
と
、
六
月
ま
で
に
白
ピ
ケ
、
十
月
ま
で
に
紺
サ
ー
ジ
の
セ
ー
ラ
ー
服

を
自
分
た
ち
で
縫
製
し
た（

（2
（

。
昭
和
二
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
稲
沢
高
女
で
も
上
級
生
が
下
級
生
の
そ
れ
を
作
っ
て
い
る（
（2
（

。

　

津
島
高
女
と
知
多
高
女
は
大
正
十
二
年
に
郡
立
か
ら
県
立
高
女
と
な
っ
た
年
に
洋
装
化
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
洋
装
の
理
由

で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
知
多
高
女
は
大
正
十
四
年
、
津
島
高
女
は
昭
和
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
に
し
た
。
昭
和
三

年
に
犬
山
高
女
が
白
衿
に
紐
リ
ボ
ン
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
と
し
、
誉
母
高
女
で
も
同
年
に
白
衿
を
つ
け
衿
に
白
線
二
本
に
紐
リ
ボ
ン
と

い
う
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
と
昭
和
天
皇
の
即
位
の
関
係
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
（
表
２
参
照
）。
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表 ２　愛知県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

愛知第一高女 県立

大正11年 ４ 月 セーラー服 白衿カバー、衿と袖に白線、ス
カートに黒線、黒フェルトの帽子

大正13～14年 セーラー服 白衿カバー、衿と袖に黒線、ス
カートに黒線、黒フェルトの帽子

昭和 ７年 セーラー服（夏服） 白ポプリン長袖

昭和11年 セーラー服（夏服） 紺サージ衿に白線 １本、七分袖

愛知第二高女 県立 大正14年 セーラー服 白衿、紐ネクタイ、スカートに白
線 １本、大阪型

知多高女→半田
高女 郡立→県立

大正12年 洋服（セーラー服）

大正14年 セーラー服

新城高女 県立 大正13年 ６ 月 セーラー服、ベルト 白衿カバー

津島高女 県立
大正12年 洋服（夏服）

～昭和 ６年 セーラー服 衿に白線 ２本、白衿

西尾高女 県立 ～昭和11年 セーラー服 白衿、棒ネクタイ

国府高女 県立 大正15年10月 セーラー服 衿に白線 １本

安城高女 県立
～昭和 ３年 セーラー服 スカートに白線 ３本

昭和 ７年 ４月 セーラー服 白衿、ネクタイに白線 ３本

丹羽高女 県立 昭和 ４年 セーラー服 白衿

刈谷高女 県立 ～昭和 ７年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本、白衿、
スカートに白線 １本

横須賀高女 町立→県立
大正13年 セーラー服 スカート襞16、白線 １本

昭和15年 セーラー服 スカートの白線が消える

瀬戸高女 町立→県立 昭和 ２年 セーラー服 白衿、紐リボン、丸帽

誉母高女 町立→県立 ～昭和 ３年 セーラー服 白衿、衿に白線 ２本、紐リボン、
丸帽（冬服）、白地（夏服）

犬山高女 町立→県立 昭和 ３年 セーラー服 白衿、紐リボン

名古屋第一高女 市立
大正11年 セーラー服

大正14年 セーラー服 白衿、紐ネクタイ、大阪型

名古屋第二高女 市立 年月不明 セーラー服 白衿、スカートに白線 １本

名古屋第三高女 市立 大正13年 ４ 月 セーラー服 白衿

名古屋女子商業
学校 私立 昭和 ２年 折衿 棒ネクタイ、（冬）紺（合服）

ローズ

豊橋高女 市立
大正11年11月

紺のステンカラー、帽子
（冬服）、白のテーラーカ
ラー、帽子（夏服）

昭和 ７年 ６月 セーラー服 衿・袖に白線 ２本、帽子（儀式）
白衿カバー

岡崎高女 市立
大正12年 ４ 月 紺のツーピース

大正14年 セーラー服 白衿、棒ネクタイ（冬は海老茶、
夏は群青）、大阪型

豊川高女 市立 ～昭和 ８年 セーラー服 （冬）紺、（夏）白、白衿、関西結
びのネクタイ
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一宮高女 市立
大正13年 セーラー服、三つ釦、ベ

ルト 白衿

大正14年 セーラー服 白衿

金城女学校→金
城女子専門学校
附属高等女学部

私立
大正 ９年 洋服着用を奨励

大正10年 ９ 月 セーラー服

愛知淑徳高女 私立

大正 ９年 紺のワンピース

大正10年 紺のツーピース、ベルト

昭和 ３年 セーラー服 白衿・紺棒ネクタイ、（冬）紺
（夏）白

椙山高女→椙山
第一高女 私立

大正 ９年 洋服着用を奨励

大正15年 セーラー服、ジャンパー
スカート

椙山第二高女→
椙山女子専門学
校附属高女

私立 年月不明 セーラー服、ジャンパー
スカート

岡崎裁縫女学校
→岡崎高等家政
女学校

私立 昭和 ６年 ４月 セーラー服 紺地の衿に白線 ３本、袖に白線 ２
本

中京高女 私立 ～昭和11年 セーラー服 白衿

名古屋高女 私立

大正 ８年 ６月 ワンピース （冬）紺、（夏）白木綿

大正12年頃 セーラー服 （冬）紺、衿・袖・胸当てに白線
２本、（夏）白

昭和 ３年 セーラー服

（冬）紺、衿・袖・胸ポケットに
臙脂 ３ 本線、（夏）白、衿・袖・
胸ポケットにグレー ３本線、黒の
スカーフ

昭和 ６年 セーラー服 （冬）紺衿に白線 ３ 本、白のス
カーフ、白衿、（夏）白

昭和 ９年 セーラー服

（冬）紺、衿・袖・胸ポケットに
臙脂 ３ 本線、（夏）白、衿・袖・
胸ポケットにグレー ３本線、黒の
リボン、後ろ衿に井桁ライン

桜花高女 私立 史料確認ができない。

稲沢高女 私立 昭和 ２年 セーラー服 白衿

瑞穂高女 私立 昭和15年 ４ 月 セーラー服 白衿

豊橋実践女学校
→豊橋高等実践
女学校→豊橋
桜ヶ丘高女

私立

～昭和 ５年 セーラー服 紺衿・袖に白線 ２本、紐ネクタイ

～昭和 ８年 セーラー服 紺衿・袖に白線 ３本、夏服は白上
衣に大型蝶結び

半田高女 市立 史料確認ができない

小牧高女 町立 （昭和17年） 文部省標準服

鳳来寺女子高等
学園 私立 昭和10年 セーラー服 白衿カバー

蒲郡実科高女→
蒲郡高女 町立 昭和 ６年 ４月 セーラー服 白衿カバー、黒の紐ネクタイ

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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安
城
高
女
で
は
、
昭
和
三
年
度
の
卒
業
生
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
る
が
、
同
七
年
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
に
よ
っ
て
、
同
校
の

象
徴
で
あ
っ
た
ス
カ
ー
ト
裾
上
の
白
線
三
本
が
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
棒
ネ
ク
タ
イ
に
白
線
三
本
を
斜
め
に
入
れ
た（

（2
（

。
愛
知
第

一
高
女
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
に
よ
っ
て
夏
服
が
長
袖
の
白
ポ
プ
リ
ン
と
な
っ
た
が
、
汚
れ
易
い
た
め
昭
和
十
一
年
に
は
七
分
袖
に

変
わ
り
、
衿
は
紺
サ
ー
ジ
に
白
線
一
本
を
入
れ
る
も
の
へ
と
変
更
さ
れ
た（

（2
（

。

　

豊
橋
高
女
は
、
周
囲
か
ら
は
洋
服
に
対
す
る
反
対
論
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
大
正
十
一
年
十
一
月
一
日
に
筒
袖
か
ら
洋
服
へ
と
制
服

を
改
正
し
て
い
る
。
冬
は
紺
の
フ
ェ
ル
ト
帽
を
被
り
、
洋
服
の
上
衣
は
紺
サ
ー
ジ
で
ビ
ロ
ー
ド
の
折
襟
の
前
開
き
四
個
釦
、
腰
に
は
ベ
ル

ト
を
締
め
、
下
衣
は
ス
カ
ー
ト
を
穿
い
た
（
写
真
４
参
照
）。
夏
は
三
河
木
綿
の
帽
子
を
被
り
、
上
衣
は
白
地
に
水
色
の
格
子
で
下
衣
は

冬
と
同
じ
ス
カ
ー
ト
で
あ
る
。
冬
服
は
大
正
末
期
に
全
国
的
に
見
ら
れ
た
バ
ス
ガ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
生
徒
た
ち
か
ら

の
評
判
は
良
く
な
か
っ
た
。
だ
が
、
豊
橋
高
女
の
そ
れ
は
カ
ー
キ
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
で
は
斬
新
的
な
デ

写真 ４　豊橋高等女学校の冬服
（『第二十七回卒業記念』昭和 ６ 年 ３ 月、筆者
所蔵）

ザ
イ
ン
と
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。
愛
知
県
下
で
セ
ー
ラ
ー
服

だ
ら
け
に
な
る
と
、
特
に
目
立
つ
存
在
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
昭
和
七
年
に
愛
知
県
で
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
る

と
、
豊
橋
高
女
の
制
服
も
改
正
が
余
儀
な
く
さ
れ
た（

（2
（

。

　

愛
知
県
で
は
昭
和
六
年
十
一
月
九
日
に
中
等
学
校
長
会

議
が
開
か
れ
、
男
女
中
等
学
校
の
制
服
を
統
一
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
被
服
協
会
の
趣
旨
を
了
解
し
、

「
県
下
男
女
に
中
等
学
校
生
徒
服
の
改
正
」
に
つ
い
て
は

「
概
ね
大
阪
府
と
同
様
こ
れ
を
統
一
す
る
」
も
の
で
あ
っ
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た（
（3
（

。
そ
し
て
昭
和
七
年
一
月
二
十
六
日
に
「
女
子
中
等
学
校
生
徒
服
装
ニ
関
ス
ル
件
」

が
通
知
さ
れ
た
。
こ
れ
は
『
愛
知
県
史
』
や
『
愛
知
県
教
育
史
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い

な
い
新
発
見
の
史
料
で
あ
る
（
写
真
５
参
照
）。

　

服
地
の
規
格
な
ど
か
ら
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
衿
や
袖
に
線
は
な
く
、
棒
ネ
ク
タ
イ
で

あ
り
、「
大
阪
型
」
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
表
地
が
紺
サ
ー
ジ
、
裏
地
が
黒
綿

繻
子
で
あ
り
、
ス
カ
ー
ト
は
両
肩
か
ら
吊
る
型
を
し
て
い
る（

（3
（

。
し
か
し
、
豊
橋
高
女
を

除
け
ば
、
昭
和
七
年
六
月
段
階
ま
で
に
自
主
的
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
お
よ
び
改
正
し

て
お
り
、
結
果
的
に
愛
知
県
の
方
針
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
規
格
と
生
地
を
統
一
し
た
だ
け

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
段
階
で
愛
知
県
が
制
服
の
統
一
化
を
図
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な

い
。
だ
が
、
同
時
期
の
愛
知
県
議
会
が
注
目
し
て
い
る
話
題
を
見
れ
ば
、
そ
の
理
由
は

福
岡
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
六
年
の
通
常
県
会
で
は
、
前
年
以
来
の

深
刻
な
恐
慌
に
よ
り
生
産
額
が
激
減
し
、
官
吏
に
準
じ
て
地
方
職
員
の
減
俸
が
検
討
さ

写真 ５　愛知県制定のセーラー服・スカート・ネクタイ
（『愛知県公報』519号、昭和 ７年 １月26日、愛知県公文書館所蔵）

れ
て
い
る（
（3
（

。
こ
う
し
た
対
応
に
鑑
み
れ
ば
、「
学
用
品
経
済
化
」
と
い
う
配
慮
に
よ
る
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

愛
知
県
で
は
愛
知
第
一
高
女
に
続
き
、
名
古
屋
第
三
高
女
、
新
城
高
女
、
愛
知
第
二
高
女
、
名
古
屋
第
一
高
女
、
岡
崎
高
女
、
瀬
戸
高

女
、
稲
沢
高
女
、
誉
母
高
女
、
犬
山
高
女
、
丹
羽
高
女
、
津
島
高
女
、
刈
谷
高
女
と
、
昭
和
七
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
統
一
さ
れ
る
以
前

か
ら
、
そ
の
衿
に
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
て
い
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
が
統
一
さ
れ
て
も
規
定
に
白
衿
カ
バ
ー
は
な
か
っ
た
た
め
、
愛
知
県
で
は

金
城
女
子
専
門
学
校
附
属
高
女
の
よ
う
に
つ
け
な
い
高
女
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
昭
和
七
年
以
降
で
も
、
安
城
高
女
、
豊
橋
高
女
、
西
尾
高
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女
、
中
京
高
女
な
ど
が
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
て
い
る
（
表
２
参
照
）。

　

こ
れ
は
愛
知
第
一
高
女
の
白
衿
カ
バ
ー
が
県
下
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
愛
知
県
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
考
え
る

と
き
に
重
要
な
点
が
「
名
古
屋
衿
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
衿
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
最
初
に
制
服
と
し
た
金
城
の

衿
が
そ
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
た
め
、
名
古
屋
で
は
「
金
城
衿
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
昭
和
戦
前
期
の
国
府
高
女
の
写
真
に
は
衿
の
小

さ
な
「
関
東
衿
」
に
混
じ
っ
て
「
名
古
屋
衿
」
が
確
認
さ
れ
る
が
、
そ
の
数
は
多
く
は
な
い（

（3
（

。

　
「
名
古
屋
衿
」
が
普
及
す
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
度
の
瀬
戸
高
等
学
校
（
瀬
戸
高

女
を
改
称
）
の
卒
業
写
真
、
同
二
十
六
年
か
ら
二
十
八
年
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
尾
北
高
等
学
校
（
丹
羽
高
女
を
改
称
）
の
集
合
写
真
で
は
、

や
は
り
「
関
東
衿
」
に
混
じ
っ
て
「
名
古
屋
衿
」
が
散
見
さ
れ
る
程
度
で
あ
る（

（3
（

。
犬
山
高
等
学
校
（
犬
山
高
女
を
改
称
）
の
昭
和
三
十
年

の
授
業
風
景
と
、
誉
母
高
等
学
校
（
誉
母
高
女
を
改
称
）
の
同
三
十
一
年
の
授
業
風
景
を
見
る
と
、
全
員
が
「
名
古
屋
衿
」
と
な
っ
て
い
る（

（3
（

。

　

こ
う
し
た
傾
向
は
、
本
家
本
元
の
金
城
学
院
も
一
緒
で
あ
る
。
金
城
で
も
戦
前
か
ら
「
名
古
屋
衿
」
の
生
徒
姿
は
確
認
で
き
る
が
、
そ

の
数
は
き
わ
め
て
少
な
い
。「
名
古
屋
衿
」
に
統
一
さ
れ
る
の
は
、
金
城
学
院
高
等
学
校
で
は
昭
和
三
十
八
年
の
卒
業
生
、
中
学
校
で
は

翌
三
十
九
年
の
卒
業
生
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
と
三
十
六
年
の
新
入
生
か
ら
「
関
東
衿
」
で
制
服
を
作
る
生
徒
が
い
な
く
な
っ
た

こ
と
が
わ
か
る（

（3
（

。

　

白
衿
お
よ
び
「
名
古
屋
衿
」
の
点
も
考
慮
す
る
と
、
愛
知
県
で
は
金
城
の
「
名
古
屋
衿
」
と
、
愛
知
第
一
高
女
の
白
衿
カ
バ
ー
と
の
影

響
を
受
け
て
、
時
間
を
か
け
な
が
ら
自
然
と
普
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
愛
知
県
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
は
、
そ
の
素
材
や
規
格
を
整

え
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
強
制
力
に
よ
っ
て
普
及
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
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口
県
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セ
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ラ
ー
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山
口
県
の
高
女
の
洋
装
化
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
宇
部
の
済
美
女
学
校
が
洋
式
制
服
を
定
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
紺
の
綿

サ
ー
ジ
で
ビ
ロ
ー
ド
の
衿
を
つ
け
、
揃
い
の
大
黒
帽
を
被
っ
た
。
大
正
十
年
に
は
白
黒
の
格
子
縞
の
木
綿
の
夏
服
と
帽
子
が
制
定
さ
れ
た
。

だ
が
、
修
学
旅
行
先
で
は
「『
車
掌
見
た
様
な
』
と
言
っ
た
と
か
で
、
旅
宿
に
着
い
て
生
徒
一
行
は
大
い
に
憤
慨
し
て
い
た
」
と
い
う（

（3
（

。
そ

の
た
め
、
大
正
十
二
年
に
は
紺
サ
ー
ジ
の
セ
ー
ラ
ー
服
と
な
り
、
衿
と
袖
に
臙
脂
の
線
を
入
れ
、
臙
脂
の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た（

（3
（

。

　

柳
井
高
女
で
は
大
正
十
年
に
冬
は
紺
地
で
夏
は
縞
柄
の
ヘ
チ
マ
衿
で
大
黒
帽
を
被
る
制
服
を
設
け
た
が
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
人
気
が
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
着
た
生
徒
は
、「
他
校
の
は
本
校
の
を
改
良
し
て
格
好
が
良
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
服
を
着
て
九
州
へ
行
く

の
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
袴
の
着
用
許
可
を
学
校
長
へ
お
願
い
に
行
っ
た
の
で
す
。
気
嫌
が
悪
く
な
り
、
勝
手
な
こ
と
を

言
う
者
は
他
校
へ
転
校
せ
よ
と
叱
責
さ
れ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
修
学
旅
行
先
で
は
「
女
工
」
に
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な

か
っ
た（

（3
（

。

　

下
関
高
女
で
は
大
正
八
年
頃
か
ら
の
経
済
成
長
に
乗
っ
て
華
美
な
着
物
姿
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
裁
縫
と
家
事
担
当
の
教
員
は
、

そ
れ
を
抑
止
す
る
目
的
か
ら
洋
式
制
服
の
調
査
研
究
を
開
始
し
た
。
教
員
の
一
人
が
東
京
ま
で
出
張
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
女
子
学
習
院
の

生
徒
が
着
て
い
た
セ
ー
ラ
ー
服
に
注
目
し
た
。
地
元
の
冨
田
洋
服
店
に
試
作
品
を
依
頼
し
、
大
正
十
二
年
四
月
十
三
日
に
セ
ー
ラ
ー
服
の

制
定
を
発
表
し
た（

（4
（

。

　

紺
サ
ー
ジ
で
衿
と
胸
当
て
に
海
老
茶
の
線
を
二
本
入
れ
、
海
老
茶
の
ネ
ク
タ
イ
を
蝶
結
び
に
し
、
ス
カ
ー
ト
の
襞
は
二
十
八
本
、
黒
皮

靴
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
山
口
県
下
で
は
宇
部
の
洋
式
制
服
に
始
ま
り
、
当
初
は
そ
れ
に
倣
っ
た
バ
ス
ガ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
が
普
及
し
た

が
、
そ
の
後
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
切
り
替
え
て
い
く
。
女
子
学
習
院
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
人
気
が
高
か
っ
た
こ
と
は
愛
知
県
の
椙
山
高
女
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の
事
例
で
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
下
関
高
女
で
模
倣
し
て
い
た
。
女
子
学
習
院
と
同
型
の
下
関
高
女
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
、
山
口

県
内
の
セ
ー
ラ
ー
服
へ
の
切
り
替
え
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

大
正
九
年
に
山
口
高
女
に
赴
任
し
た
家
事
科
教
員
の
中
山
セ
ツ
と
、
音
楽
科
教
員
の
坪
田
久
恵
が
下
関
の
洋
服
店
で
洋
服
を
仕
立
て
て

着
た
。
大
正
十
一
年
一
月
に
服
装
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
、
二
月
に
父
兄
宛
て
に
服
装
改
善
の
趣
意
書
を
配
布
し
て
了
解
を
得
た
。
そ
し

て
大
正
十
二
年
四
月
か
ら
標
準
服
と
し
て
大
黒
帽
、
三
つ
釦
の
ブ
レ
ザ
ー
、
ベ
ル
ト
を
制
定
し
た
。
価
格
は
二
十
円
と
高
価
な
こ
と
と
、

バ
ス
ガ
ー
ル
の
よ
う
な
服
で
あ
っ
た
た
め
、
大
正
十
五
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

小
郡
高
女
で
は
、
生
徒
た
ち
が
洋
服
の
着
用
を
求
め
た
が
、
教
員
た
ち
に
和
服
支
持
者
が
多
く
て
洋
装
化
が
遅
れ
た
。
そ
の
た
め
「
他

校
の
生
徒
は
皆
洋
服
で
あ
る
の
に
自
分
ら
ば
か
り
は
和
服
で
あ
る
。
そ
れ
で
他
校
の
生
徒
と
出
会
う
と
、
き
ま
り
が
悪
く
、
あ
い
さ
つ
も

そ
こ
そ
こ
に
早
く
去
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
生
徒
も
い
た
。
大
正
十
四
年
十
月
の
職
員
会
議
で
は
、
生
徒
た
ち
の
希
望
や
不
満
の
声
に
配

慮
し
、
洋
式
制
服
を
定
め
る
こ
と
と
し
た（

（4
（

。

　

そ
の
理
由
は
、
①
洋
服
が
活
動
的
で
あ
る
こ
と
、
②
経
済
的
で
あ
る
こ
と
、
③
時
代
の
風
潮
に
か
な
う
こ
と
、
④
華
美
に
な
り
が
ち
な

女
子
の
服
装
を
質
素
で
し
か
も
端
正
な
も
の
に
統
一
で
き
る
こ
と
、
な
ど
服
装
改
善
運
動
の
趣
旨
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
制

服
は
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
バ
ス
ガ
ー
ル
タ
イ
プ
だ
が
、
そ
れ
を
着
た
生
徒
は
「
明
日
か
ら
着
て
行
く
と
い
う
晩
は
、
ろ
く
ろ
く
寝
ら
れ
な
い

ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
も
時
間
の
問
題
で
昭
和
二
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
し
て
い
る
。「
旧
来
の
型
が
や
ぼ
っ
た
く
、

県
下
の
女
学
校
が
こ
ぞ
っ
て
ざ
ん
新
な
セ
ー
ラ
ー
服
を
採
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
か
ら
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

防
府
高
女
で
は
、
大
正
十
四
年
の
夏
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
体
操
服
と
し
て
使
っ
た
と
こ
ろ
、
地
元
民
か
ら
「
そ
ん
な
洋
服
が
着
せ
た
け
れ

ば
ア
メ
リ
カ
へ
で
も
行
っ
て
し
ま
へ
」
と
投
書
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
批
判
に
も
か
か
わ
か
ら
ず
、
防
府
高
女
の
生
徒
は
大
正
十
五

年
四
月
か
ら
大
黒
帽
を
被
り
、
首
飾
り
と
ベ
ル
ト
の
あ
る
洋
式
制
服
を
着
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
独
特
な
制
服
は
生
徒
た
ち
が
縫
製
し
、
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上
級
生
か
ら
も
評
判
が
よ
か
っ
た
。
だ
が
、「
田
舎
く
さ
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と

変
更
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

　

山
口
県
豊
浦
郡
立
豊
浦
高
女
（
大
正
十
二
年
に
山
口
県
立
長
府
高
女
と
改
称
）
で
は
大
正
十
一
年
に
洋
式
制
服
が
決
定
さ
れ
る
と
、
長

府
や
山
口
方
面
の
呉
服
店
に
洋
服
の
見
本
を
作
ら
せ
て
、
同
年
末
の
職
員
会
議
で
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
長
府
の
木
屋
呉
服
店
の

も
の
が
採
用
さ
れ
、
大
正
十
二
年
四
月
の
一
年
生
か
ら
着
る
こ
と
と
な
っ
た
。
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
三
つ
釦
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
と
い
う
、

他
校
と
同
じ
よ
う
な
制
服
で
あ
っ
た
。
翌
年
か
ら
は
木
屋
呉
服
店
に
加
え
、
山
口
市
の
万
代
洋
服
店
、
村
田
洋
服
店
が
分
担
で
作
っ
た（

（4
（

。

　

こ
の
制
服
も
昭
和
二
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
生
徒
か
ら
修
学
旅
行
先
で
バ
ス
ガ
ー
ル
に
間
違
え
ら

れ
る
と
い
う
不
評
が
出
た
こ
と
に
よ
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
生
徒
は
「
バ
ン
ド
で
し
め
つ
け
ら
る
よ
り
、
着
心
地
が
良
く
、
ゆ
っ
た
り

し
た
気
分
に
な
れ
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
帽
子
も
麦
藁
か
ら
布
製
へ
と
変
わ
っ
た（

（4
（

。

　

そ
し
て
大
き
な
変
更
点
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
が
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
変
更
と
同
時
に
「
勤
労
意
欲
高
揚
の
一
環
」
と
い
う
訓
育
と
し
て

上
級
生
が
新
入
生
の
制
服
を
縫
製
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
布
地
は
学
校
の
購
買
部
が
大
阪
の
問
屋
か
ら
取
り
寄
せ
、
家
庭

科
担
当
の
教
員
が
大
・
中
・
小
の
型
紙
を
作
っ
て
裁
断
し
、
そ
れ
を
生
徒
た
ち
が
受
け
取
っ
た
。
四
年
生
が
夏
服
と
冬
服
の
上
着
、
三
年

生
が
ス
カ
ー
ト
、
二
年
生
が
下
着
類
を
分
担
し
た
。
上
級
生
に
は
被
服
の
実
習
と
な
り
、
新
入
生
に
は
安
価
で
制
服
が
入
手
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
た
上
級
生
と
下
級
生
と
の
親
愛
を
結
ぶ
機
縁
と
も
な
る
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。

　

山
口
県
で
は
大
正
十
二
年
に
郡
立
か
ら
県
立
高
女
と
な
っ
た
年
に
深
川
高
女
、
岩
国
高
女
、
久
賀
高
女
が
洋
装
化
を
行
っ
て
い
る
。
岩

国
高
女
は
セ
ー
ラ
ー
衿
だ
が
、
深
川
高
女
と
久
賀
高
女
は
大
黒
帽
を
被
る
バ
ス
ガ
ー
ル
型
で
あ
る
（
表
３
参
照
）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も

県
立
高
女
に
昇
格
し
た
か
ら
洋
式
制
服
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
は
、
山
口
県
の
洋
装
化
と
セ
ー
ラ
ー

服
の
普
及
の
流
れ
が
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
順
番
は
、
①
服
装
改
善
運
動
の
趣
旨
を
実
践
す
る
高
女
が
登
場
し
、
②
そ
れ
に
倣
っ
て
和
服
か
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表 ３　山口県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

徳基高女→厚狭
高女

公立→県立
大正11年 洋服、靴

大正14年 セーラー服
（夏服）白ポプリン、紺絹の
ネクタイ

山口高女 県立

大正11年 ブレザー（標準服） ベルト、大黒帽

大正15年 セーラー服（標準服）

昭和 ８年 セーラー服

（冬服）紺サージ、衿・袖に
白線 ２ 本、（夏服）白ポプリ
ン、水色衿・袖に白線 ２本、
（冬夏）臙脂のネクタイ

下関高女 市立→県立 大正12年 ４ 月 セーラー服

岩国高女 県立 大正12年 セーラー衿

防府高女 県立

大正14年 セーラー衿（夏服）

大正15年 ４ 月 バンド付ドレス

昭和 ６年 セーラー服
（冬服）紺サージ、衿・袖・
胸当てに白線 ２ 本、（夏服）
従来どおり空色木綿

柳井高女 郡立→県立

大正10年 ヘチマ衿
ベルト、大黒帽、（冬服）紺、
（夏服）格子柄

昭和 ５年 ５月・
９月

丸衿 ネクタイ

昭和 ７年 ６月 セーラー服

（冬服）紺サージ、衿・袖・
胸当て・胸ポケットに白線 ２
本、茄子紺ネクタイ、（夏
服）同茄子紺線 ２本、白ネク
タイ

深川高女 県立
大正12年 ４ 月 ブレザー

ベルト、大黒帽、（冬服）紺、
（夏服）白

～昭和 ３年 セーラー服
（冬服）紺、（夏服）白、臙脂
のネクタイ

徳山高女 県立

大正13年 市松模様の洋服

大正13年10月 セーラー服

大正14年 ４ 月 セーラー服

萩高女 県立

大正11年 ブレザー ベルト

昭和 ２年 セーラー服
（冬服）紺サージ、（夏服）白
ポプリン、衿・袖・ネクタイ
に赤線 ２本

長府高女 県立

大正12年 ４ 月 テーラーカラー バックル

昭和 ２年 セーラー服 衿に濃紅線 ３本

昭和10年 セーラー服 衿に白線 ３本
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済美実科高女→
宇部実科高女→
宇部高女

町村立→市
立→県立

大正 ９年 紺サージ 大黒帽

大正10年 ツーピース（夏服）

大正12年 セーラー服
黒のサージ、衿と袖に臙脂の
線、大黒帽

久賀高女 県立

大正12年 ステンカラー ベルト、大黒帽

昭和 ３年 セーラー服 帽子

昭和14年 セーラー服
衿・袖・胸当てに ３本線、帽
子

室積高女 県立 （昭和11年） セーラー服
（冬服）紺衿に白線 ３本、（夏
服）白衿に白線 ３本

田部実科高等女
子学校→田部高
女

町村立→県
立

～昭和 ４年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖に白線 ２ 本、
棒ネクタイ、（夏服）白、蝶
結びネクタイ、帽子

平生精華高女→
平生高女→熊毛
高女

私立→町立
→県立

大正11年 ステンカラー

大正14年 セーラー服 白衿

昭和13年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖に白線 ３ 本、
黒のネクタイ、（夏服）白

小郡高女 組合立
大正14年 洋服

昭和 ２年 セーラー服

三田尻高女 私立

昭和 ２年 セーラー服
（冬服）紺、（夏服）白、帽子、
袖口にMマーク

昭和 ８年 セーラー服
（冬服）紺衿に白線 ３ 本、袖
口に Mの白線、赤のネクタ
イ

下松高女 私立 史料確認ができない

中村高女 私立 大正12年 テーラー型
大黒帽、ベルト、前開き ３個
釦

野田女学校→野
田高女

私立
大正15年 セーラー服

昭和17年頃 ブレザー

香川実科高女→
香川高女

私立

～昭和 ２年 テーラーカラー ベルト

～昭和 ４年 セーラー服
（冬服）紺、（夏服）白、リボ
ン

～昭和14年 セーラー服 衿に線 ３本

下関梅光女学院 私立 史料確認ができない

桜ヶ丘高女 私立 （昭和15年） セーラー服

修善女学校 私立 史料確認ができない

宇部高女 市立 史料確認ができない

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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ら
洋
式
制
服
へ
と
変
更
し
、
③
バ
ス
ガ
ー
ル
型
と
セ
ー
ラ
ー
服
を
比
較
し
て
後
者
を
選
択
す
る
高
女
が
増
加
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
昭
和
天
皇
が
即
位
し
た
昭
和
三
年
に
洋
装
化
を
行
っ
た
高
女
は
山
口
県
に
は
存
在
し
な
い
（
表
３
参
照
）。

　

山
口
県
学
務
課
で
は
昭
和
五
年
九
月
か
ら
男
子
中
等
学
校
の
制
服
を
統
一
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。
被
服
協
会
が
従
来
よ
り
も
四
割

安
い
価
格
で
提
供
す
る
予
定
で
い
た
。
だ
が
、
こ
れ
に
は
地
元
の
洋
服
店
主
た
ち
が
「
民
業
圧
迫
」
だ
と
反
対
し
た
。
九
月
十
九
日
に
店

主
た
ち
は
山
口
市
内
の
洋
服
商
富
士
一
に
集
ま
り
、
県
当
局
に
制
服
統
一
の
予
定
を
中
止
す
る
こ
と
と
、
被
服
協
会
よ
り
も
五
分
安
い
洋

服
地
を
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
る（

（4
（

。

　

山
口
県
で
制
服
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
目
的
は
、「
統
一
規
格
品
の
大
量
生
産
で
安
価
に
供
給
、
学
費
節
減
と
服
装
及
び
生
活
の
簡
素

化
を
図
り
、
教
育
上
、
訓
育
上
の
効
果
を
も
期
待
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
昭
和
五
年
の
山
口
県
議
会
で
学
務
部
学
務
課
長
白
石

喜
太
郎
は
、「
お
も
に
学
費
低
減
の
便
宜
を
得
る
も
の
で
あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る（

（5
（

。
山
口
県
が
企
図
し
た
制
服
統
一
は
、
世
界
恐
慌
の

影
響
を
受
け
た
不
況
下
に
配
慮
し
、
少
し
で
も
制
服
代
を
安
価
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
方
針
に
よ
り
、
地
元
洋
服
店
の
不
満
を
抑
え
、
昭
和
六
年
四
月
か
ら
山
口
県
の
中
学
校
で
制
服
を
統
一
し
た
。
こ
の
三
か
月

後
の
七
月
十
七
日
に
は
、
第
一
回
山
口
県
下
女
子
中
等
学
校
生
徒
制
服
統
一
委
員
会
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
各
学
校
長
の
ほ
か
に
広
島
被

服
廠
の
立
花
中
佐
、
染
織
工
の
柳
井
、
技
師
の
塩
川
が
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る（

（5
（

。
こ
こ
で
広
島
被
服
廠
が
関
与
し
た
こ
と
が
、

広
島
県
の
制
服
統
一
化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
広
島
県
の
制
服
統
一
化
で
述
べ
る
。

　

委
員
会
で
の
議
論
の
結
果
、
セ
ー
ラ
ー
服
に
決
ま
っ
た
。
冬
服
の
生
地
は
「
大
阪
府
立
女
学
校
の
制
服
」
と
同
じ
紺
サ
ー
ジ
と
し
、
衿

と
袖
の
線
は
廃
止
し
、
ネ
ク
タ
イ
の
色
で
学
校
を
識
別
す
る
こ
と
と
し
た（

（5
（

。
昭
和
七
年
三
月
に
制
服
統
一
の
具
体
案
が
作
ら
れ
、
六
月
三

日
に
「
山
口
県
下
女
子
中
等
学
校
生
徒
制
服
統
一
の
件
」
が
発
令
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
私
立
各
女
子
中
等
学
校
長
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山
口
県
下
女
子
中
等
学
校
生
徒
服
制
統
一
ノ
為
、
左
ノ
通
之
ヲ
定
メ
準

拠
ス
ル
所
ヲ
瞭
カ
ニ
セ
リ
、
学
校
ニ
於
テ
ハ
右
ニ
依
リ
服
制
ノ
統
一
ヲ

計
リ
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
ス
ヘ
シ

　
　

昭
和
七
年
六
月
三
日　
　
　
　
　
　

山
口
県
知
事
岡
田
周
造

　

一
、
洋
服
地
質

　

１
、
冬
服
地
及
ス
カ
ー
ト
、
紺
サ
ー
ジ

　

２
、
冬
服
裏
地
、
五
枚
繻
子

　

３
、
夏
服
地
、
白
ポ
プ
リ
ン

　

二
、
洋
服
型
式

　

セ
ー
ラ
ー
型（

（5
（

　

こ
の
指
示
に
よ
っ
て
衿
や
袖
の
白
線
の
数
や
ネ
ク
タ
イ
の
締
め
方
な
ど
に

違
い
が
あ
る
も
の
の
、
生
地
や
セ
ー
ラ
ー
服
の
規
格
は
統
一
さ
れ
た
。
三
田

写真 ６　山口県立柳井高等女学校の冬服
（山口県立柳井高等学校所蔵）

昭和 ７年の県下統一後のデザインである。

尻
高
女
が
昭
和
二
年
に
制
定
し
た
セ
ー
ラ
ー
服
は
袖
口
の
Ｍ
字
マ
ー
ク
が
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
八
年
に
は
そ
れ
に
加
え
て
衿
に
白
線

三
本
と
赤
い
ネ
ク
タ
イ
に
改
正
し
た
。
他
校
と
の
違
い
を
明
確
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
東
京
の
文
化
裁
縫
女
学
校
で
学
ん
だ
在
校
生
の
母

親
が
考
案
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（5
（

。
山
口
県
で
は
県
下
統
一
の
指
示
を
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
デ
ザ
イ
ン
が
類
似
し
た
た
め
、

ネ
ク
タ
イ
と
衿
や
袖
口
の
線
に
よ
っ
て
差
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

山
口
県
の
統
一
指
示
が
セ
ー
ラ
ー
服
の
普
及
に
ど
の
く
ら
い
効
果
が
あ
っ
た
の
か
だ
が
、
昭
和
七
年
六
月
以
降
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正

し
た
の
は
柳
井
高
女
し
か
な
い
（
写
真
６
参
照
）。
大
正
十
二
年
に
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
制
服
で
あ
っ
た
私
立
の
中
村
高
女
が
そ
れ
ま
で
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に
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
更
し
て
い
た
か
は
史
料
が
な
く
て
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
加
え
て
も
対
象
校
は
二
校
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
山
口

県
で
は
統
一
指
示
を
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
側
が
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
の
で
は
な
い
。
す
で
に
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
っ
た
各
高
女

の
規
格
と
生
地
を
統
一
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

広
島
県
と
セ
ー
ラ
ー
服

　

広
島
県
で
最
初
に
創
設
さ
れ
た
県
立
高
女
で
あ
る
広
島
高
女
は
、
洋
式
制
服
を
制
定
す
る
の
も
早
か
っ
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

に
定
め
た
制
服
は
、
上
衣
は
セ
ー
ラ
ー
衿
で
あ
る
が
、
下
衣
は
裾
を
紐
で
縮
め
る
こ
と
の
で
き
る
ズ
ボ
ン
と
い
う
変
わ
っ
た
組
み
合
わ
せ

を
し
て
い
る
。
腰
に
は
ベ
ル
ト
を
締
め
、
大
黒
帽
を
被
っ
た
。
冬
服
は
紺
、
夏
服
は
白
で
あ
り
、
冬
服
の
衿
に
は
白
線
二
本
を
入
れ
、
冬

夏
と
も
に
蝶
リ
ボ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
大
正
二
年
か
ら
用
い
て
い
た
体
操
服
に
似
て
お
り
、
そ
れ
を
元
に
考
案
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る（

（5
（

。

　

こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
長
く
は
続
か
ず
、
大
正
十
年
四
月
に
入
学
し
た
生
徒
に
よ
れ
ば
、「
あ
の
こ
ろ
の
県
女
の
制
服
は
ね
、
ち
ょ
う
ど

『
バ
ス
ガ
イ
ド
み
た
い
ね
』
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
」
と
い
う（

（5
（

。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
は
チ
ェ
ッ
ク
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
ボ
ッ
ク

ス
型
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
い
る
。
評
判
が
悪
か
っ
た
の
か
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
に
改

正
さ
れ
た
。
冬
服
は
紺
の
衿
・
袖
・
胸
当
て
に
鼠
色
の
線
を
二
本
入
れ
、
夏
服
は
白
の
そ
れ
ら
に
茶
色
の
線
を
二
本
入
れ
、
胸
に
校
章
を

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た（

（5
（

。

　

広
島
市
立
広
島
高
女
は
大
正
十
年
に
創
設
さ
れ
る
と
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
洋
式
制
服
を
着
て
通
学
す
る
こ
と
と
し
た
。
白
折
衿
リ
ン

ネ
ル
の
長
袖
に
紺
サ
ー
ジ
の
ス
カ
ー
ト
を
穿
き
、
ネ
ク
タ
イ
は
青
、
腰
に
は
ベ
ル
ト
を
締
め
、
白
の
大
黒
帽
を
被
っ
た
。
こ
の
直
前
の
六
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月
二
十
七
日
に
は
、
全
生
徒
が
洋
式
制
服
を
着
て
市
内
を
行
進
し
、
饒
津
神
社
で
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。
初
め
て
見
る
女
子
生
徒
た
ち
の

制
服
姿
に
市
民
の
反
響
は
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
冬
服
は
紺
の
大
黒
帽
に
ブ
レ
ザ
ー
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
見
た
生
徒
の
親
戚
か
ら
は
バ

ス
の
車
掌
の
制
服
と
勘
違
い
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

こ
の
制
服
が
い
つ
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
わ
っ
た
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
昭
和
七
年
四
月
に
入
学
し
た
第
十
四
回
生
は
、「
夢
多
き
乙

女
の
セ
ー
ラ
ー
胸
深
く
刻
ま
れ
た
数
々
の
思
い
出
」
と
語
っ
て
お
り
、
十
月
二
十
六
日
の
第
六
回
女
子
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
の
記
念
写

真
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
る
。
冬
服
は
紺
、
夏
服
は
白
の
長
袖
で
衿
と
袖
に
白
線
二
本
が
入
り
、
白
線
入
り
の
胸

当
て
の
有
無
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い（

（5
（

。

　

大
正
十
二
年
四
月
、
世
羅
高
女
は
郡
立
か
ら
県
立
へ
と
昇
格
し
、
甲
山
高
女
と
校
名
を
変
更
し
た
。
こ
れ
を
機
に
着
物
に
袴
姿
か
ら
洋

式
制
服
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
広
島
県
で
こ
の
よ
う
な
事
例
は
甲
山
し
か
な
い
（
表
４
参
照
）。
こ
こ
で
も
高
女
昇
格
と
洋
式
制
服
の
関

係
性
が
低
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
黒
サ
ー
ジ
の
ブ
レ
ザ
ー
に
ベ
ル
ト
を
締
め
、
鍔
の
広
い
帽
子
を
被
っ
た（

（6
（

。
こ
れ
を
着
た
生
徒
は
「「
着

物
生
活
」
で
過
ご
し
た
今
ま
で
の
私
に
と
っ
て
、
洋
服
生
活
は
嬉
し
い
と
同
時
に
一
寸
そ
ぐ
わ
ぬ
も
の
で
も
あ
っ
た
」、「
大
人
び
て
い
て

ス
マ
ー
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
三
年
生
の
頃
に
な
る
と
、
紺
色
は
日
に
焼
け
て
赤
茶
け
た
よ
う
に
な
り
、
い
か

に
も
み
す
ぼ
し
く
や
っ
と
新
し
い
も
の
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う（

（6
（

。
昭
和
二
年
四
月
に
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
衿
が
丸
形
か
ら
背
広
衿

に
変
わ
る
が
、
同
四
年
四
月
に
は
元
の
丸
形
に
戻
し
て
い
る
。
そ
し
て
翌
五
年
四
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
。
冬
服
は
紺
で
衿
・

袖
・
胸
当
て
に
白
線
二
本
が
入
り
、
ネ
ク
タ
イ
は
白
で
あ
る（

（6
（

。

　

広
島
県
で
も
山
口
県
と
同
じ
よ
う
に
バ
ス
ガ
ー
ル
型
と
セ
ー
ラ
ー
服
を
比
較
し
て
後
者
を
選
択
す
る
高
女
が
増
加
し
て
い
く
様
子
が
見

て
取
れ
る
。
福
山
高
女
で
は
、
大
正
十
三
年
に
白
折
衿
の
ブ
レ
ザ
ー
に
ベ
ル
ト
を
つ
け
、
大
黒
帽
を
被
る
制
服
を
制
定
し
た
が
、
翌
十
四

年
の
修
学
旅
行
で
バ
ス
ガ
ー
ル
に
間
違
え
ら
れ
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る（

（6
（

。
こ
の
点
も
他
県
に
見
ら
れ
る
事
例
と
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表 ４　広島県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

広島高女 県立

大正 ９年 セーラー衿の洋服 ベルト、大黒帽

大正末期 広衿ボックス型 帽子

昭和 ２年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖・胸当てに
銀鼠色線 ２ 本、（夏服）白
衿・袖・胸当てに茶色線 ２本

昭和 ８年 セーラー服
（冬服）紺衿・胸当てに白線
２本

忠海高女 県立 大正13年 セーラー服
衿に白線 ２本、白の棒ネクタ
イ

福山高女 県立

大正13年 バンド付ボックス型

昭和 ２年 セーラー服

（冬服）紺サージ、衿・袖に
緑線 ２ 本、緑のネクタイ、
（夏服）白ポプリン、衿に水
色線、ギンガムで水色の
チェックのプリッツスカート

昭和 ８年 セーラー服

（冬服）紺サージ、衿・袖に
白線 ２本、白のネクタイ、プ
リッツスカート、（夏服）白
ポプリン、紺の衿・袖に白線

呉高女 県立

大正11年 ６ 月 ジャンパースカート

大正11年12月 冬服制定

大正15年 ３ 月 セーラー服

尾道高女 県立
大正14年 丸首型の洋服、帽子

昭和 ８年 セーラー服 衿・袖に白線 ２本

府中高女 県立
大正11年 洋服（セーラー服）

昭和 ３年 セーラー服

可部高女 県立 昭和 ２年 ２月 セーラー服

東城高女 町立→県立
大正13年 ９ 月 ブレザー ベルト、大黒帽

大正14年 ４ 月 セーラー服
衿・袖・胸当てに白線 ２本、
棒ネクタイ、大阪型

吉田高女 県立 昭和 ３年 セーラー服
衿・袖・胸当てに白線 ２本、
白ネクタイ、白衿

三次高女 県立
大正13年 ブレザー ベルト、大黒帽

昭和 ６年 セーラー服
袖に白線 ２本、白衿、白ネク
タイ蝶結び

上下高女 県立

～昭和 ３年 ヘチマ衿 ベルト

～昭和 ６年 ジャンパースカート

昭和 ８年 セーラー服
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松永高女 県立
大正15年

ブレザー、ジャンパースカー
ト

ベルト、大黒帽

昭和 ８年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本本

甲山高女 県立

大正12年 ５ 月 ブレザー ベルト、大黒帽

昭和 ２年 ４月 ブレザー ベルト

昭和 ４年 ４月 大正12年に戻る

昭和 ５年 ４月 セーラー服
（冬服）紺、衿・袖・胸当て
に白線 ２本、白ネクタイ

土生実科高女→
土生高女

町村立→県
立

大正14年 ステンカラーのワンピース 岡山第一高女と同型

昭和 ３年 セーラー服

昭和 ５年 セーラー服
衿・袖・胸当て白線 ２本、白
ネクタイ

三原高女 県立 昭和 ８年 セーラー服

賀茂高女 県立

大正12年 紺サージ ベルト

昭和 ２年
最初の制服にベルトが円型、
衿に白線にハート型ベルト、
ネクタイのあるもの

昭和 ８年～ ９年 セーラー服 白線

竹原高女 県立
大正13年 薄茶色の丸首、白衿カラー

昭和 ８年 セーラー服 県下統一

呉高女 市立 史料確認ができない

広島高女 市立

（大正10年） ７
月

白ブラウス （夏服）スカート

（大正10年） ブレザー （冬服）大黒帽

昭和 ２年～ ６年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線 ２本

向原高女
組合立→町
村立

昭和 ２年 セーラー服

瀬戸田実科高女
→瀬戸田高女

町立

～昭和 ４年 セーラー服 大阪型

昭和 ８年 セーラー服
衿・袖・胸当て白線 ２本、白
ネクタイ蝶結び

昭和13年 セーラー服
衿・袖・胸当て白線 ３本、白
棒ネクタイ

広島女学院高等
女学部

私立 大正13年 セーラー服

山中高女 私立

昭和 ２年 セーラー服

～昭和 ４年 セーラー服 衿・胸当てに １本線と ２本線

～昭和 ５年 セーラー服 衿・胸当てに白線 ３本

安田高女 私立

大正13年 洋服（白衿） ベルト

大正15年 洋服（白衿） ベルト

昭和 ２年 セーラー服

昭和 ８年 セーラー服 白線 ３本



205

昭
和
戦
前
期
の
高
等
女
学
校
と
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
（
刑
部
）

新庄高女 私立 大正13年
紫紺のセル和洋折衷型、ベル
ト（冬服）、麻の洋服にオ
リーブ色の帽子（夏）

進徳高女 私立

大正11年 テーラーカラー ベルト、大黒帽

昭和 ２年 セーラー服 丸衿線なし、棒ネクタイ

昭和 ７年 セーラー服

土肥高女 私立 史料確認ができない

日彰館高女 私立 昭和 ８年 セーラー服
衿・袖・胸当て白線 ２本、白
の棒ネクタイ、白衿

呉精華高女 私立 史料確認ができない

森本高女 史料確認ができない

河内高女 公立
大正14年 ５ 月 オーバー衿 （夏服）ギンガム地、ベルト

昭和 ４年10月 セーラー服 （冬服）

婦徳高女 廃校 史料確認ができない

門田高女 私立

～昭和 ２年 テーラー型

昭和 ８年 セーラー服 白ネクタイ

～昭和15年 セーラー服 白衿、白ネクタイ

安芸高女 廃校 史料確認ができない

増川高女 私立 昭和 ８年 セーラー服 県下統一

祇園高女 廃校 史料確認ができない

山陽高女 私立
～昭和 ５年 丸衿

昭和 ７年 セーラー服
衿・袖・胸当てに白線 ２本、
白ネクタイ

広島昭和高女 私立 （昭和14年） セーラー服
（冬服）紺、（夏服）白、衿・
袖に白線

広島第二高女 県立 史料確認ができない

海田高女 県立 昭和17年 セーラー服、ヘチマ衿
衿、袖、胸当てに白線 ２本、
白棒ネクタイ

西城実科高女→
西城高女

町立 昭和 ５年 ７月 セーラー服

三原高女 市立 史料確認ができない

向島高女 町立 史料確認ができない

広島第二高女 市立 史料確認ができない

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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一
致
す
る
。
そ
こ
で
昭
和
二
年
度
の
入
学
生
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
。
冬
服
は
上
下
と
も
紺
サ
ー
ジ
、
衿
と
袖
に
は
緑
線
二
本
、

緑
色
の
ネ
ク
タ
イ
、
夏
服
は
白
ポ
プ
リ
ン
の
上
衣
で
衿
に
水
色
線
、
下
衣
は
ギ
ン
ガ
ム
で
水
色
の
チ
ェ
ッ
ク
の
プ
リ
ッ
ツ
ス
カ
ー
ト
で
あ

る（
（6
（

。

　

吉
田
高
女
が
昭
和
三
年
に
制
定
し
た
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
衿
・
袖
・
胸
当
て
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
白
ネ
ク
タ
イ
に
白
衿
を
つ
け
る
。
し

か
し
、
同
年
に
和
服
か
ら
洋
服
に
し
た
の
は
吉
田
高
女
だ
け
で
あ
り
（
表
４
参
照
）、
そ
の
理
由
が
昭
和
天
皇
の
即
位
記
念
事
業
で
あ
る

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

先
に
述
べ
た
と
お
り
昭
和
七
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
統
一
し
た
山
口
県
で
は
、
冬
服
の
紺
サ
ー
ジ
を
広
島
県
の
陸
軍
被
服
廠
か
ら
取
り
寄

せ
て
い
た
。
広
島
に
支
部
を
持
つ
被
服
協
会
の
存
在
も
大
き
い
。
お
そ
ら
く
陸
軍
被
服
廠
と
被
服
協
会
が
広
島
県
学
事
課
に
山
口
県
で
の

統
一
化
を
伝
え
、
広
島
県
で
も
同
様
の
取
り
組
み
を
推
奨
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

実
際
、
広
島
県
の
男
女
中
等
学
校
の
制
服
統
一
は
被
服
協
会
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
被
服
協
会
は
「
全
国
各
県
下
の
中
等
学

校
生
徒
服
そ
の
他
諸
団
体
服
の
改
善
統
一
に
関
し
て
は
協
会
の
国
防
的
見
地
よ
り
す
る
宣
伝
と
相
俟
つ
て
着
々
統
一
さ
れ
」
て
い
る
と
い

う（
（6
（

。
そ
し
て
、
昭
和
八
年
二
月
十
三
日
に
広
島
高
女
の
裁
縫
室
で
開
か
れ
た
制
服
統
一
化
に
関
す
る
会
議
に
陸
軍
被
服
廠
の
荒
張
被
服
長

と
技
師
二
名
が
参
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
会
議
に
は
学
務
課
長
稲
内
清
二
、
地
方
視
学
官
藤
吉
喜
一
、
学
校
衛
生
技
師
濱
田
友
次
郎
を
は
じ
め
、
県
下
三
十
五
校
の
校
長

（
新
庄
、
三
原
、
河
内
、
日
彰
館
各
校
長
は
欠
席
）
が
出
席
し
た
。
そ
の
結
果
、
冬
服
は
「
服
地
、
従
来
の
申
合
せ
通
り
被
服
廠
の
研
究
、

斡
旋
に
よ
る
も
の
を
採
用
す
る
」、「
色
、
紺
色
と
す
、
鳶
茶
色
は
既
報
の
如
き
欠
点
あ
る
を
も
つ
て
否
決
」、「
型
、
セ
ー
ラ
ー
型
と
す
、

随
意
説
も
で
た
が
結
局
統
一
を
『
可
』
と
す
る
、
ネ
ク
タ
イ
、
な
ら
び
に
ジ
ャ
バ
ラ
（
二
本
）
は
白
と
す
る
ほ
か
襟
は
つ
づ
い
た
裁
方
と

し
裾
は
折
り
返
し
、
袖
は
折
カ
フ
ス
と
し
て
内
ポ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
る
こ
と
に
す
る
」、
夏
服
は
「
服
地
と
色
、
ス
カ
ー
ト
は
夏
冬
兼
用
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（
紺
色
）
と
し
全
会
一
致
で
上
衣
は
白
絹
ポ
プ
リ
ン
と
す
る
」、「
型
、
セ
ー
ラ
ー
型
、
細
部
は
大
体
冬
服
に
準
ず
る
も
襟
の
色
合
ひ
、
カ

フ
ス
お
よ
び
ジ
ャ
バ
ラ
の
色
は
裁
縫
教
員
研
究
会
に
考
究
し
て
も
ら
ふ
こ
と
に
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た（

（6
（

。
制
服
の
細
部
に
つ
い
て
希
望
が

あ
る
場
合
は
、
二
月
十
七
日
ま
で
に
広
島
高
女
の
校
長
へ
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
希
望
に
関
し
て
は
「
裁
縫
教
員
研
究

会
」
が
研
究
し
た
。

　

た
だ
し
、
靴
下
や
帽
子
は
現
行
通
り
と
し
、
登
校
の
靴
に
つ
い
て
も
保
留
と
な
っ
た
。
県
下
で
統
一
し
た
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
昭
和
八
年

の
夏
服
か
ら
実
施
し
、
こ
の
年
の
一
年
生
か
ら
着
る
こ
と
と
し
た
。
二
年
生
以
上
は
対
象
外
と
し
た
た
め
、
全
学
年
で
着
る
の
は
昭
和
十

一
年
度
を
予
定
し
て
い
た
。
統
一
さ
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
の
材
料
価
格
は
冬
服
で
七
円
五
十
銭
、
夏
服
は
八
十
銭
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
中

国
新
聞
』
が
伝
え
る
記
事
の
内
容
だ
が
、
こ
の
会
議
の
結
果
は
昭
和
八
年
四
月
十
一
日
に
広
島
県
告
示
第
五
七
三
号
と
し
て
出
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
従
来
の
研
究
史
で
は
ま
っ
た
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
新
出
史
料
で
あ
る
。

広
島
県
下
女
子
中
等
学
校
生
徒
被
服
統
一
ノ
為
其
ノ
規
格
ヲ
左
ノ
通
定
ム

　

昭
和
八
年
四
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
知
事　

湯
沢
三
千
男

　
　

冬
服

一
、
上
衣

（
一
）
地
質
、
紺
サ
ー
ヂ
、（
二
）
型
、
セ
ー
ラ
ー
、（
三
）
襟
、
襟
丈
ハ
背
丈
ノ
二
分
ノ
一
内
外
、（
四
）
カ
フ
ス
、
折
「
カ
フ
ス
」

（
但
シ
山
形
ニ
非
ラ
ザ
ル
モ
ノ
）、（
五
）
裾
、
表
ニ
折
返
ス
コ
ト
、（
六
）
ポ
ケ
ッ
ト
、
内
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
ト
ス
、（
七
）
附
属
品
、

襟
、
胸
当
、「
カ
フ
ス
」
ニ
白
色
「
ジ
ャ
バ
ラ
」
二
線
ヲ
附
ス
、「
ネ
ク
タ
イ
」
ハ
白
色
ト
シ
地
質
、
長
サ
、
幅
、
結
ビ
方
ハ
随
意
ト

ス二
、
ス
カ
ー
ト
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（
一
）
地
質
、
上
衣
ニ
同
ジ
、（
二
）
仕
立
方
、
襞
付
ト
シ
襞
ノ
数
及
取
リ
方
ハ
随
意
ト
ス

　

夏
服

一
、
上
衣

（
一
）
地
質
、
白
ポ
プ
リ
ン
（
但
シ
襟
、
胸
当
、「
カ
フ
ス
」
ハ
紺
「
サ
ー
ヂ
」
ト
ス
）、（
二
）
型
及
仕
立
上
、
セ
ー
ラ
ー
、（
三
）

襟
、
胸
当
及
「
カ
フ
ス
」
ノ
仕
立
方
、
着
脱
式
ト
ス
、（
四
）
附
属
品
、
冬
服
ニ
同
ジ
、

二
、
ス
カ
ー
ト

　

冬
服
ニ
同
ジ（

（6
（

　

広
島
県
で
は
昭
和
八
年
度
か
ら
冬
夏
と
も
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
は
白
ポ
プ
リ
ン

と
い
う
定
番
で
、
衿
・
袖
・
胸
当
て
に
は
白
線
二
本
を
入
れ
た
。
た
だ
し
、
夏
服
の
「
胸
当
」
と
ス
カ
ー
ト
の
「
裾
、
表
ニ
折
返
ス
コ

ト
」
は
傍
線
で
消
さ
れ
て
お
り
、
夏
服
に
は
胸
当
て
が
な
く
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
を
表
に
折
り
返
す
こ
と
は
指
示
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
え
る
。

女
子
生
徒
た
ち
が
好
む
襞
は
残
さ
れ
、
そ
の
数
は
学
校
で
決
め
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
ネ
ク
タ
イ
は
白
と
指
定
さ
れ
た
が
、
結
び
方
、
地
質
、

長
さ
、
幅
は
自
由
で
あ
っ
た
。
冬
服
の
衿
で
衿
の
丈
を
背
丈
の
半
分
以
下
と
規
定
し
て
い
る
の
も
見
逃
せ
な
い
。
裏
を
返
せ
ば
、
背
丈
の

半
分
以
上
も
衿
を
長
く
し
て
作
る
生
徒
が
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

広
島
県
が
制
服
の
統
一
を
図
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
河
内
高
女
の
記
念
誌
の
「
生
徒
の
服
装
」
の
項
目
で
「
当
時
は
世
界
恐
慌
と
重

な
る
昭
和
恐
慌
の
深
刻
期
で
国
民
の
生
活
困
苦
は
甚
し
く
質
素
倹
約
を
旨
と
し
て
い
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
こ
こ
か
ら
は
広
島
県
で
も

満
州
事
変
と
い
う
一
時
的
な
事
変
の
影
響
で
は
な
く
、
世
界
恐
慌
お
よ
び
昭
和
恐
慌
と
い
う
経
済
問
題
が
、
制
服
の
費
用
を
軽
減
し
、
無

駄
な
布
地
の
使
用
を
避
け
る
た
め
、
制
服
と
生
地
の
統
一
化
を
図
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
統
一
化
を
受
け
て
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
し
た
学
校
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
昭
和
八
年
四
月
の
県
下
統
一
に
よ
っ
て
セ
ー
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ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
の
は
、
尾
道
高
女
、
上
下
高
女
、
松
永
高
女
、
賀
茂
高
女
、
竹
原
高
女
、
日
彰
館
高
女
、
門
田
高
女
、
増
川
高
女

と
意
外
と
多
い
。
こ
の
う
ち
尾
道
高
女
で
は
、
大
正
十
四
年
に
丸
首
の
上
衣
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
、
帽
子
と
い
う
制
服
を
定
め
た
。

こ
の
服
で
初
夏
に
通
学
す
る
の
は
暑
か
っ
た
よ
う
で
、
生
徒
は
「
夏
休
み
前
の
下
校
は
地
獄
の
責
め
苦
」
と
述
べ
て
い
る
。
昭
和
八
年
四

月
に
冬
服
は
紺
、
夏
服
は
白
の
長
袖
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
さ
れ
た
。
衿
と
袖
は
紺
地
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
ネ
ク
タ
イ
は
白
で
あ
っ
た（

（6
（

。

　

広
島
県
は
廃
校
か
ら
数
十
年
経
過
し
て
い
る
旧
高
校
も
複
数
あ
る
た
め
、
昭
和
八
年
以
前
に
ど
の
よ
う
な
制
服
を
着
て
い
た
か
が
は
っ

き
り
し
な
い
学
校
が
あ
る
。
そ
れ
を
差
し
引
い
た
三
十
二
校
の
う
ち
二
十
一
校
が
昭
和
八
年
以
前
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
い
る
（
表
４
参

照
）。
着
用
率
は
六
五
・
六
％
で
あ
り
、
決
し
て
低
い
わ
け
で
は
な
い
。
広
島
高
女
で
は
、
昭
和
八
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
が
決
ま

る
と
、
冬
夏
と
も
に
紺
衿
袖
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
大
き
な
デ
ザ
イ
ン
変

更
は
見
ら
れ
な
い
。
学
校
で
は
「
五
年
生
に
対
す
る
夏
服
・
冬
服
裁
縫
感
謝
茶
話
会
」
を
開
催
し
、
少
し
で
も
物
資
節
約
を
体
験
さ
せ
よ

う
と
し
た（

（7
（

。

　

河
内
高
女
の
制
服
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
四
月
二
十
五
日
に
広
島
県
学
務
部
長
宛
て
に
提
出
し
た
「
生
徒
服
装
ニ
関
ス
ル
件
」
と
い

う
報
告
書
が
詳
し
い
。
大
正
十
四
年
五
月
か
ら
洋
式
制
服
の
着
用
を
開
始
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
ギ
ン
ガ
ム
製
の
オ
ー
バ
襟
型
に
バ
ン
ド

を
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
四
年
十
月
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
更
さ
れ
た
。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
は
白
パ
ン
ピ
ー
ス
で

あ
り
、
冬
の
ネ
ク
タ
イ
は
臙
脂
色
の
メ
リ
ン
ス
、
夏
の
ネ
ク
タ
イ
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
富
士
絹
で
あ
っ
た
。
服
の
生
地
は
広
島
市
徽
章

堂
か
ら
仕
入
れ
、
上
級
生
が
下
級
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
縫
製
し
た
。
冬
服
は
四
円
五
十
銭
、
夏
服
は
二
円
九
十
七
銭
、
ス
カ
ー
ト
は
三
円

八
十
五
銭
で
あ
っ
た（

（7
（

。
昭
和
八
年
四
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
県
下
統
一
さ
れ
る
と
一
部
変
わ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
以
前
に
セ
ー
ラ
ー
服
の

型
は
定
ま
っ
て
い
た
。

　

福
山
高
女
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
他
校
の
違
い
が
目
立
つ
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
八
年
の
改
正
で
は
他
校
に
類
似
し
た
デ
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ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
。
冬
服
は
上
下
と
も
紺
サ
ー
ジ
で
衿
と
袖
が
白
線
二
本
、
白
の
ネ
ク
タ
イ
、
夏
服
は
白
ポ
プ
リ
ン
の
上
衣
と
紺

サ
ー
ジ
の
ス
カ
ー
ト
、
紺
の
衿
と
袖
に
白
線
二
本
が
入
る
も
の
で
あ
る
。
冬
服
の
緑
線
や
ネ
ク
タ
イ
、
夏
服
の
水
色
線
や
チ
ェ
ッ
ク
柄
と

い
う
特
徴
が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
生
地
と
と
も
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
を
図
る
広
島
県
の
指
示
を
受
け
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
冬
服
の
衿
に
は
背
面
左
右
に
星
章
の
あ
る
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
他
校
と
の
区
別
を
明
確
に
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る（

（7
（

。

五　

群
馬
県
で
は
統
一
指
示
が
存
在
し
な
い

　

群
馬
県
の
高
女
で
最
初
に
洋
装
化
し
た
の
は
沼
田
高
女
の
よ
う
だ
。「
大
正
一
二
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
と
定
め
ら
れ
た
時
、
そ
の
見
本
は

町
内
の
写
真
屋
の
娘
さ
ん
の
も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う（

（7
（

。
だ
が
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
四
月
入
学
の
生
徒
が
「
和
服
が
洋
服
に
か
わ

り
、
夏
は
グ
レ
ー
の
ギ
ン
ガ
ム
地
の
、
冬
は
紺
サ
ー
ジ
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
制
服
と
し
て
制
定
」
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
大
正
十
二

年
（
一
九
二
三
）
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
標
準
服
、
昭
和
二
年
に
制
服
と
な
っ
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う（

（7
（

。
こ
れ
と
同
じ
な
の
は
桐
生
高
女
で
あ

る
。
大
正
十
二
年
四
月
に
洋
服
着
用
を
許
可
し
、
昭
和
三
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
た
。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
で
衿
と
袖
に
黒
線
二
本
、

夏
服
は
水
色
ギ
ン
ガ
ム
で
衿
と
袖
に
白
線
二
本
を
つ
け
た
。
こ
の
改
正
は
昭
和
天
皇
即
位
の
記
念
事
業
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
こ

の
記
念
事
業
に
よ
っ
て
洋
装
化
を
行
っ
た
高
女
は
群
馬
県
に
は
存
在
し
な
い
（
表
５
参
照
）。

　

大
正
末
期
の
群
馬
県
の
高
女
で
は
、
洋
服
の
着
用
を
許
可
し
た
り
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
標
準
服
す
る
な
ど
、
す
ぐ
に
制
服
に
は
し
な
か
っ

た
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
れ
は
和
服
か
ら
洋
服
へ
と
漸
進
的
に
変
え
て
い
く
措
置
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
橋
高
女
で
も
、
大
正
十
四
年

九
月
頃
か
ら
ワ
ン
ピ
ー
ス
か
ツ
ー
ピ
ー
ス
の
洋
服
着
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
が
、「
今
度
新
調
す
る
場
合
に
は
な
る
べ
く
セ
ー
ラ
ー
服
」
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表 ５　群馬県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

高崎高女 県立 昭和 ４年 ４月 セーラー服

桐生高女 県立
大正12年 ４ 月 洋服着用許可

（冬服）紺サージ、衿・袖に黒線 ２ 本、
（夏服）水色ギンガム、衿・袖に白線

昭和 ３年 セーラー服
（冬服）紺サージ、衿・袖に黒線 ２ 本、
（夏服）水色ギンガム、衿・袖に白線

前橋高女 県立
大正14年 ４ 月 洋服着用許可

大正14年 ９ 月 ワンピース、セーラー服

富岡高女 県立
大正13年

ブレザー、ジャンパースカー
ト

昭和 ７年 セーラー服
（冬服）紺サージ、衿・袖に白線 ２ 本、
（夏服）白ポプリン、衿に茶色線 ２本

伊勢崎高女 県立
～昭和 ４年 ワンピース （冬服）紺サージ、（夏服）水色の木綿

昭和 ６年 セーラー服 （冬服）スカートに白線 １本

館林高女 県立

大正15年
ブレザー、ジャンパースカー
ト

スカートに白線 １本

昭和 ８年 セーラー服
（冬服）衿・袖・胸当てに白線 ２ 本、
ネクタイ蝶結び、（夏服）白の半袖、
ネクタイ、スカートに白線 １本

昭和14年 セーラー服
（冬服）衿・袖・胸当てに白線 ２ 本、
棒タイ、（夏服）白の半袖、衿に白線
２本、ネクタイ、スカートに白線 １本

藤岡高女 県立 昭和 ７年 セーラー服

吾妻高女 県立
昭和 ６年 丸衿 スカートに白線

～昭和 ９年 セーラー服
衿、袖、胸当てに白線 ３本、スカート
に白線 ２本

安中高女 県立 昭和 ４年 ６月 セーラー服
（冬服）衿・袖・胸当て、スカートに
白線 ２本、

太田高女 県立

大正14年 ４ 月 ジャンパースカート

昭和 ７年 セーラー服
（冬服）紺の衿・袖・胸当てに白線 ３
本、ネクタイ １・ ２年臙脂、 ３・ ４年
空色

沼田高女 県立 大正12年 セーラー服

渋川高女 県立

昭和 ２年 セーラー服

昭和 ８年 セーラー服 衿・袖に白線 ３本

昭和10年
黒のスカートと上下別色を許
可

共愛女学校 私立 昭和 ８年 セーラー服

境町実科高女→
境高女

公立 ～昭和 ２年 セーラー服

高崎高女 市立 昭和18年 ４ 月 文部省標準服

前橋高女 市立 昭和18年 ４ 月 文部省標準服

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。
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と
推
奨
し
て
い
る
。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
は
ギ
ン
ガ
ム
の
セ
ー
ラ
ー
服
で
、
黒
繻
子
の
ネ
ク
タ
イ
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
上
に
は
袴
時
代

か
ら
の
白
線
二
本
を
入
れ
た（

（7
（

。

　

富
岡
高
女
は
、
大
正
十
二
年
四
月
に
郡
制
廃
止
を
受
け
て
県
立
へ
と
昇
格
し
、
翌
十
三
年
六
月
十
九
日
の
職
員
会
議
で
洋
式
制
服
の
制

定
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
事
例
か
ら
も
郡
制
か
ら
県
制
へ
の
移
行
が
洋
式
制
服
導
入
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
同
じ

で
あ
る
な
ら
ば
、
大
正
十
一
年
度
の
職
員
会
議
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
現
に
本
論
で
証
明
す
る
と
お
り
、
群
馬
県
で

は
大
正
十
二
年
に
郡
制
が
廃
止
に
な
っ
て
同
年
に
洋
式
制
服
を
取
り
入
れ
た
高
女
は
一
校
も
な
い
。
富
岡
高
女
で
決
ま
っ
た
制
服
は
、

セ
ー
ラ
ー
服
で
は
な
く
ブ
レ
ザ
ー
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
茨
城
県
の
土
浦
高
女
か
ら
転
校
し
て
き
た
生
徒
が
着

て
い
た
一
着
十
八
円
く
ら
い
の
制
服
を
「
そ
っ
く
り
採
用
し
た
」
か
ら
で
あ
っ
た（

（7
（

。

　

土
浦
高
女
と
同
じ
制
服
も
、
昭
和
七
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
わ
り
、
四
年
生
は
一
年
生
の
夏
服
と
冬
服
を
縫
製
し
て
い
る
。
あ
る

生
徒
は
、「
人
の
も
の
を
初
め
て
縫
う
喜
び
で
い
そ
い
そ
と
ミ
シ
ン
に
向
っ
た
。
紺
の
地
に
白
く
細
い
蛇
腹
が
う
ま
く
着
か
ず
よ
ろ
よ
ろ

し
た
り
、
糊
で
汚
れ
た
り
し
な
が
ら
も
夢
中
で
縫
い
、
あ
と
で
自
分
が
縫
っ
た
服
を
着
て
い
る
下
級
生
を
複
雑
な
思
い
で
眺
め
た
も
の

だ
っ
た
。
夏
服
は
茶
の
蛇
腹
で
白
地
を
汚
さ
ぬ
よ
う
苦
心
し
た
も
の
だ
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る（

（7
（

。

　

こ
の
事
例
と
似
て
い
る
の
が
大
正
十
五
年
に
ブ
レ
ザ
ー
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
制
服
と
し
た
館
林
高
女
で
あ
る
。
一
着
十
五
円
五

十
銭
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
は
、
佐
野
高
女
が
大
正
十
三
年
に
定
め
た
制
服
で
あ
り
、「
佐
野
よ
り
借
用
し
て
、
生
徒
に
着
用
さ
せ
一

般
に
知
ら
せ
た
」
の
で
あ
っ
た（

（7
（

。
佐
野
高
女
と
そ
っ
く
り
の
制
服
は
、
昭
和
八
年
三
月
二
十
日
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
冬
服

は
十
一
円
八
十
銭
、
薄
手
十
一
円
、
夏
服
は
上
衣
が
一
円
五
十
銭
で
あ
っ
た（

（7
（

。

　

ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
は
二
階
堂
ト
ク
ヨ
が
体
操
服
と
し
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
井
口
阿
く
り
が
体
操
服
と
し
て
取
り
入

れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
の
方
が
人
気
と
な
っ
た
の
に
は
、
冬
服
に
ブ
レ
ザ
ー
と
組
み
合
わ
せ
る
よ
り
も
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
方
が
安
価
で
済
む
こ
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と
と
、
生
徒
た
ち
が
縫
製
し
や
す
い
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

安
中
高
女
は
袴
の
裾
上
に
白
線
二
本
を
入
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
四
年
六
月
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
て
か
ら
も
引
き
継
が
れ
た
。

白
線
二
本
は
「
清
き
碓
井
川
の
流
れ
」
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
年
四
月
に
入
学
し
た
生
徒
は
、「
入
学
式
か
ら
帰
宅
し

た
私
は
今
は
亡
き
母
と
二
人
で
此
の
白
線
を
か
な
り
の
長
い
時
間
か
ゝ
つ
て
縫
ひ
付
け
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
、
う
れ
し
い
作
業
で
あ

つ
た
事
を
今
も
は
つ
き
り
覚
え
て
居
り
ま
す
」
と
い
う
。
そ
れ
が
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
わ
る
と
、「
始
め
て
洋
服
屋
さ
ん
に
寸
法
を
測
つ
て

も
ら
ひ
制
服
を
作
り
ま
し
た
。
さ
あ
ー
、
今
度
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
の
通
学
で
す
。
と
て
も
う
れ
し
か
つ
た
の
と
一
緒
に
一
寸
照
れ
く

さ
か
つ
た
も
の
で
す
」「
通
学
は
勿
論
、
何
処
へ
行
く
に
も
何
を
す
る
に
も
、
制
服
と
一
緒
の
女
学
校
生
活
で
し
た
」「
昭
和
八
年
三
月
十

七
日
、
い
よ
〳
〵
制
服
と
お
別
れ
で
す
。
別
れ
が
た
く
し
ば
ら
く
の
間
は
ス
カ
ー
ト
の
白
線
だ
け
を
取
つ
て
時
々
は
着
て
居
り
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
る（

（8
（

。

　

セ
ー
ラ
ー
服
を
着
る
こ
と
が
お
仕
着
せ
で
は
な
く
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
た
話
で
あ
る
。
卒
業
後
に
ス
カ
ー

ト
の
線
を
取
っ
て
着
て
い
た
こ
と
は
、
安
中
高
女
の
生
徒
と
間
違
わ
れ
な
い
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
群
馬
県
内
で
は
ス
カ
ー
ト
の
裾
上
に

袴
時
代
か
ら
の
白
線
を
入
れ
る
学
校
が
点
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
群
馬
県
で
は
、
館
林
高
女
、
伊
勢
崎
高
女
が
白
線
一
本
、
安
中

高
女
、
吾
妻
高
女
が
ス
カ
ー
ト
裾
上
に
白
線
二
本
を
入
れ
て
い
た
（
表
５
参
照
）。

　

群
馬
県
下
の
セ
ー
ラ
ー
服
統
一
化
に
つ
い
て
看
過
で
き
な
い
記
述
を
残
し
て
い
る
の
が
、
昭
和
二
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
渋
川

高
女
で
あ
る
。
翌
三
年
に
は
一
着
十
六
円
五
十
銭
の
外
套
も
指
定
さ
れ
、
同
七
年
の
セ
ー
ラ
ー
服
、
外
套
、
靴
の
合
計
値
段
は
三
十
五
円

以
上
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
の
昭
和
六
年
四
月
七
日
に
校
長
室
で
制
服
型
改
良
委
員
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
も
会
議
を
重
ね
て
、
同
八
年
三

月
二
十
三
日
に
受
験
生
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
改
正
が
指
示
さ
れ
た
。
翌
二
十
四
日
に
は
二
年
生
以
上
で
新
型
を
新
調
し
た
い
者
は
学
校
側
に

申
し
出
る
よ
う
伝
え
て
い
る
。
改
正
点
は
衿
と
袖
に
白
線
三
本
を
入
れ
、
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
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十
年
三
月
二
十
四
日
に
は
生
徒
服
装
規
定
を
変
更
し
、
ス
カ
ー
ト
の
黒
色
着
用
を
許
可
し
て
、
上
下
で
色
が
異
な
る
こ
と
を
認
め
た
。
ス

カ
ー
ト
の
長
さ
は
膝
下
ま
で
、
ス
カ
ー
ト
釣
り
の
使
用
も
許
可
し
、
夏
の
ネ
ク
タ
イ
は
繻
子
か
サ
ー
ジ
の
黒
か
紺
、
冬
の
ネ
ク
タ
イ
は
繻

子
か
上
衣
の
と
も
ぎ
れ
と
定
め
た
。
ま
た
夏
服
の
胸
と
袖
に
白
線
三
本
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た（

（8
（

。

　

こ
の
流
れ
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
記
述
は
、
昭
和
八
年
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
改
正
に
つ
い
て
「
こ
の
頃
県
下
県
立
高
女
生
の
服
装
は
全
部

水
兵
型
に
統
一
さ
れ
た（

（8
（

」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
難
波
知
子
氏
は
、
こ
の
記
述
を
使
っ
た
先
行
研
究
の
報
告
を
鵜
呑
み
に
し
て
、

「
群
馬
で
の
制
服
統
一
も
広
島
と
同
年
の
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
で
あ
り
、
ま
た
統
一
さ
れ
た
形
式
も
セ
ー
ラ
ー
型
で
あ
っ
た（

（8
（

」
と
説

明
す
る
。
こ
の
記
述
は
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

群
馬
県
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
群
馬
県
報
』
を
見
る
と
、
高
女
の
生
徒
の
制
服
を
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
す
る
記
述
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
。
県
の
学
事
課
や
高
等
女
学
校
長
会
議
が
、
そ
の
よ
う
な
方
針
を
決
定
し
た
と
す
れ
ば
、
他
県
の
よ
う
に
県
報
で
告
知
す
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
制
服
統
一
化
に
関
与
し
て
き
た
被
服
協
会
側
の
記
録
か
ら
も
、
群
馬
県
の
高
女
で
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
記
述
は

確
認
で
き
な
い
。
群
馬
県
で
昭
和
八
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
た
と
い
う
情
報
は
、
群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校
の
記
念
誌
に
し

か
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
不
確
か
な
情
報
を
絶
対
化
す
る
ほ
ど
危
険
な
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
か
ら
見
て
、
群
馬
県
で

セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

昭
和
八
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
の
は
、
館
林
高
女
、
太
田
高
女
、
吾
妻
高
女
の
三
校
に
限
ら
れ
る
。
他
校
は
そ
れ
以
前
か
ら

セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
県
下
の
高
女
が
す
べ
て
セ
ー
ラ
ー
服
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
に
館
林
高
女
の

セ
ー
ラ
ー
服
は
、
ス
カ
ー
ト
の
裾
上
に
白
線
を
つ
け
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
が
、
地
質
を
植
物
繊
維
の
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー

（
以
下
は
ス
フ
と
略
称
）
ま
た
は
紺
サ
ー
ジ
と
し
、
衿
に
ス
フ
か
ポ
プ
リ
ン
で
、
キ
ャ
ラ
コ
の
白
布
カ
バ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
改
正
し
た（

（8
（

。

　

こ
の
改
正
は
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
資
源
を
節
約
す
る
措
置
で
あ
っ
た
。
白
布
カ
バ
ー
は
、
衿
だ
け
を
洗
濯
し
、
制
服
を
清
潔
に
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長
持
ち
さ
せ
る
目
的
で
つ
け
た
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
栃
木
高
女
の
記
念
誌
の
記
述
と
重
な
る
が
、
群
馬
県
で
は
他
校
で
つ
け
る
こ
と
の

な
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

六　

宮
城
県
と
セ
ー
ラ
ー
服

　

宮
城
県
の
高
女
で
最
初
に
洋
装
化
に
乗
り
出
し
た
の
は
、
県
下
初
の
高
女
で
あ
る
宮
城
高
女
で
あ
っ
た
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）

に
洋
服
の
試
作
品
を
数
種
類
作
り
、
翌
十
二
年
四
月
か
ら
洋
服
着
用
を
推
奨
し
た
。
同
年
七
月
二
日
に
調
査
を
す
る
と
全
六
百
五
十
名
の

う
ち
、
靴
を
履
く
者
が
三
百
五
十
名
、
洋
服
着
用
者
が
二
百
名
で
あ
っ
た
。
大
正
十
四
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
。
冬
服
は
紺

の
衿
や
袖
に
線
が
な
く
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
、
夏
服
は
白
地
に
水
色
衿
で
、
と
も
に
十
六
本
の
ヒ
ダ
ス
カ
ー
ト
で
あ
る（

（8
（

。

　

こ
の
流
れ
と
対
照
的
な
選
択
を
し
た
の
が
宮
城
第
三
高
女
で
あ
っ
た
。
大
正
十
二
年
八
月
三
十
一
日
に
新
任
教
員
泉
ク
マ
が
着
て
い
た

チ
ュ
ー
ニ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
が
目
を
引
き
、
そ
れ
に
倣
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
制
服
と
し
た
。
昭
和
四
年
に
は
上
衣
が
丸
衿
と
釦
式

と
な
り
、
翌
五
年
に
は
ブ
レ
ザ
ー
へ
と
変
わ
っ
た（

（8
（

。
古
川
高
女
も
同
じ
よ
う
な
選
択
を
し
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
二
月
三
日
に
ブ

レ
ザ
ー
の
制
服
を
定
め
た
。
学
校
側
は
全
国
八
十
校
の
高
女
の
制
服
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
セ
ー
ラ
ー
服
が
九
〇
％
で
あ
っ
た
。
生
徒
た

ち
も
「
セ
ー
ラ
ー
型
が
美
的
に
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
が
、「
文
部
省
で
各
方
面
か
ら
意
見
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
標
準
と
な
る
の
は

や
は
り
背
広
型
で
あ
っ
た
」
と
い
う（

（8
（

。
こ
の
記
述
を
額
面
ど
お
り
受
け
取
っ
て
よ
い
か
は
疑
問
だ
が
、
大
正
末
期
ま
で
全
国
的
に
大
黒
帽

に
ベ
ル
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
バ
ス
ガ
ー
ル
型
が
多
か
っ
た
。

　

宮
城
高
女
と
宮
城
第
三
高
女
と
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
と
ブ
レ
ザ
ー
と
に
分
か
れ
た
が
、
こ
の
影
響
は
ど
う
広
が
っ
た
の
か
。
時
系
列
に
検

証
す
る
と
、
大
正
十
五
年
に
宮
城
第
二
高
女
、
昭
和
三
年
に
仙
台
高
女
、
常
盤
木
学
園
高
女
、
同
四
年
に
石
巻
高
女
、
同
五
年
に
白
石
高
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女
、
登
米
高
女
、
尚
絅
女
学
院
、
同
七
年
に
角
田
高
女
が
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
て
い
る
（
表
６
参
照
）。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
セ
ー
ラ
ー
服
で
な
い
の
は
、
昭
和
四
年
に
ヘ
チ
マ
衿
を
制
服
と
し
た
涌
谷
高
女
と
、
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
制
服
に
し
た

若
柳
高
女
だ
け
で
あ
る
。
涌
谷
高
女
は
衿
の
形
が
ヘ
チ
マ
衿
だ
が
、
そ
の
点
を
除
け
ば
他
校
の
セ
ー
ラ
ー
服
と
見
た
目
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。
宮
城
県
で
は
昭
和
十
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
十
五
校
の
う
ち
九
校
が
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
っ
た
（
着
用

率
は
六
〇
％
）。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
規
格
を
統
一
す
る
こ
と
が
経
済
的
な
改
善
を
図
れ
る
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

被
服
協
会
が
山
口
県
と
広
島
県
の
制
服
統
一
化
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
述
べ
た
が
、
宮
城
県
の
制
服
統
一
化
か
ら
は
そ
の
こ
と
が
よ

り
は
っ
き
り
す
る
。
宮
城
県
の
制
服
統
一
は
、
宮
城
県
学
務
部
教
育
課
視
学
官
中
村
勝
衛
が
中
心
と
な
り
、
被
服
協
会
主
事
三
徳
徳
次
郎

が
相
談
に
乗
る
か
た
ち
で
推
進
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
昭
和
九
年
十
月
二
十
日
付
で
三
徳
が
中
村
に
宛
て
た
文
書
か
ら
わ
か
る
。

文
書
で
は
「
過
般
御
上
京
の
際
は
熊
々
当
協
会
に
御
立
寄
を
戴
き
服
制
改
正
ノ
件
に
つ
き
種
々
御
相
談
に
与
り
候
段
、
洵
ニ
光
栄
と
存
じ

同
時
に
本
会
の
国
防
と
国
民
被
服
経
済
改
善
に
基
く
趣
旨
に
御
共
鳴
の
御
様
子
に
承
り
、
内
外
変
局
の
折
柄
真
に
感
謝
措
く
能
さ
る
処
に

御
座
候（

（8
（

」
な
ど
と
書
い
て
い
る
。

　

昭
和
十
年
一
月
十
一
日
と
十
二
日
に
は
、
宮
城
県
第
一
高
女
を
会
場
と
し
て
裁
縫
講
習
会
が
開
か
れ
た
。
一
月
十
一
日
に
は
陸
軍
被
服

本
廠
陸
軍
技
師
小
川
安
朗
が
「
洋
服
地
の
選
び
方
と
鑑
別
法
」
を
話
し
、
十
二
日
に
は
陸
軍
被
服
協
会
嘱
託
お
よ
び
東
京
家
政
学
院
専
門

部
教
授
の
三
上
卓
が
「
セ
ー
ラ
ー
型
女
生
徒
被
服
の
裁
断
」「
洋
服
の
縫
ひ
方
」
の
講
演
を
行
っ
た
。
講
習
会
に
は
女
子
師
範
学
校
、
第

一
高
女
、
第
二
高
女
、
第
三
高
女
、
白
石
高
女
、
角
田
高
女
、
石
巻
高
女
、
涌
谷
高
女
、
古
川
高
女
、
若
柳
高
女
の
教
員
三
十
一
人
が
参

加
し
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
統
一
制
服
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
そ
の
理
解
を
得
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
昭
和
十
年

三
月
二
十
三
日
付
の
「
女
子
中
等
学
校
生
徒
制
服
地
見
積
之
件
」
に
関
し
て
書
か
れ
た
書
類
か
ら
は
、
宮
城
県
の
服
地
が
す
で
に
制
服
の
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表 ６　宮城県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

宮城高女→宮城
第一高女

県立

大正11年 洋服奨励

大正12年 ４ 月 紺サージ

大正14年 セーラー服

宮城第二高女 県立 大正15年 セーラー服 黒線、黒のネクタイ、スカートの襞16本

宮城県第三高女 県立

大正13年 ジャンパースカート

昭和 ４年 丸衿、釦

昭和 ５年 背広型

昭和10年 セーラー服

角田高女 県立
昭和 ７年 ６月 セーラー服

（冬服）紺サージ、黒線 ３本、（夏服）白ポプリ
ン、白衿、白線 ３本、白棒ネクタイ

昭和11年 セーラー服 （夏服）紺衿、白線 ３本、花結び

白石高女 県立 昭和 ５年 セーラー服
（冬服）衿・袖・胸当てに白線 ３本、（夏服）白
地

石巻高女 県立 昭和 ４年 セーラー服 （冬服）サージ、（夏服）ポプリン、棒ネクタイ

涌谷高女 県立
昭和 ４年 ヘチマ衿 リボン

昭和10年 セーラー服

古川高女 県立
昭和 ２年 背広型

昭和10年 セーラー服

登米高女 県立 昭和 ５年 セーラー服 （冬服）海老茶色、（夏服）白

若柳高女 町立
昭和 ４年 ステンカラー （冬服）濃紺、（夏服）クリーム色、黒ネクタイ

～昭和13年 セーラー服

吉田高女 私立
昭和 ５年 背広型 ２個釦

昭和15年 セーラー服
衿・袖に白線 ２本、冬は紺サージ、夏は白ポプ
リン、スカートの襞16本

仙台高女 私立 昭和 ３年 セーラー服

常盤木学園高女 私立
（昭和 ３ 年 ４
月）

セーラー服 衿・袖に白線 ３本

宮城女学校 私立 昭和 ６年 不明

尚絅女学院 私立

大正12年 洋服着用許可

昭和 ５年 セーラー服 衿に白線 ２本

昭和 ９年 セーラー服
（冬服）衿におなんど色線 ３ 本、おなんど色ネ
クタイ、（夏服）白色上着、衿紺色に白線 ３本

宮城高女 市立 昭和18年 文部省標準服

昭和高女 市立 昭和18年 文部省標準服

五橋高女 市立 昭和18年 文部省標準服

北五番町高女 市立 昭和18年 文部省標準服

白石高女 町立 昭和18年 文部省標準服

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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統
一
を
図
っ
て
い
た
愛
知
県
や
福
岡
県
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
書
類
に
は
「
東
京
陸
軍
偕
行
社
よ
り
右
制
服
地

（
陸
軍
被
服
協
会
指
定
規
格
）
に
関
し
、
大
阪
府
宛
に
愛
知
県
、
福
岡
県
、
其
他
各
県
女
子
中
等
学
校
に
於
て
御
指
定
御
採
用
の
も
の
、

弊
社
専
届
工
場
、
愛
知
県
津
島
町
横
井
毛
織
工
場
に
見
積
書
提
出
方
御
下
命
有
之
候
旨
、
同
工
場
よ
り
通
知
に
接
し
候
間
、
早
速
見
積
書

作
成
同
封
之
上
御
送
附
申
上
候
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
る（

（8
（

。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
京
陸
軍
偕
行
社
か
ら
大
阪
府
宛
て
に
、
愛
知
県
や
福
岡
県
な
ど
の
高
女
で
指
定
し
て
い
る
統
一
規
格
の
制
服
地
の

見
積
書
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
被
服
協
会
の
工
場
で
あ
る
愛
知
県
津
島
町
横
井
毛
織
工
場
か
ら
宮
城
県
学
務
課
宛
て
に
見
積
書

を
送
ら
せ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
被
服
協
会
が
山
口
県
と
広
島
県
だ
け
で
な
く
、
愛
知
県
と
福
岡
県
の
統
一
規
格
の
服
地
も
提
供
し
て

い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
県
下
統
一
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
規
格
は
、
昭
和
十
年
三
月
三
十
一
日
に
宮
城
県
令
第
二
十
六
号
で
示
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
帽
、
学
校
長
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル

二
、
正
服

（
イ
）
製
式
、
水
兵
型
、

　
　

品
質
、
夏
、
ポ
プ
リ
ン
、
冬
、
サ
ー
ジ
、

　
　

色
、
夏
、
白
、
冬
、
紺

　
　

徽
章
、
学
校
長
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル

（
ロ
）
袴
（
ス
カ
ー
ト
）

　
　

製
式
、
襞
付
、
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品
質
、
サ
ー
ジ

　
　

色
、
紺

三
、
靴

　

製
式
、
短
靴

　

品
質
、
革
又
ハ
護
謨

　

色
、
学
校
長
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
ル（

（9
（

　

冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
（
裏
地
は
黒
絹
繻
子
）、
夏
服
は
白
ポ
プ
リ
ン
（
裏
地
は
白
キ
ャ
ラ
コ
）
で
、
衿
と
袖
は
夏
服
で
も
紺
地
白
線
三
本

を
入
れ
、
リ
ボ
ン
型
の
ネ
ク
タ
イ
（
冬
は
黒
絹
繻
子
、
夏
は
白
絹
繻
子
）
を
つ
け
る
。
紺
サ
ー
ジ
の
襞
ス
カ
ー
ト
は
肩
か
ら
吊
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る（

（9
（

（
写
真
７
参
照
）。

　

こ
の
規
格
は
昭
和
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
宮
城
第
三
高
女
、
涌
谷
高
女
、
古
川
高
女
、
若
柳
高
女
、
吉
田
高
女
は
セ
ー

写真 ７　�宮城県制定のセーラー服と
スカート

（『宮城県公報』号外、昭和10年 ３ 月31日、
宮城県公文書館所蔵）。
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ラ
ー
服
へ
と
改
正
さ
れ
た
。
角
田
高
女
の
よ
う
に
夏
服
の
白
衿
に
白
線
三
本
を
紺
衿
に
白
線
三
本
に
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
一
方
で
、
私

立
吉
田
高
女
の
よ
う
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
え
た
の
が
五
年
遅
れ
の
昭
和
十
五
年
で
白
線
が
二
本
と
い
う
よ
う
に
、
必
ず
し
も
県
の
指
令
ど

お
り
に
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
私
立
尚
絅
女
学
院
が
昭
和
九
年
に
改
正
さ
れ
た
冬
服
の
衿
に
「
お
な
ん
ど
色
」
の
線
三

本
と
、
同
色
の
ネ
ク
タ
イ
を
使
っ
て
い
た
の
と
共
通
す
る
（
表
６
参
照
）。
さ
ら
に
仙
台
第
二
実
科
高
女
は
、
二
年
遅
れ
の
昭
和
十
二
年

に
ブ
レ
ザ
ー
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
る
が
、
衿
・
袖
・
胸
当
て
に
つ
け
る
三
本
線
は
黒
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
県
下
す
べ
て
の

高
女
で
線
の
色
数
と
ネ
ク
タ
イ
の
色
を
一
緒
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ど
こ
の
生
徒
か
判
別
が
で
き
な
く
な
る
の
を
避
け
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
る
。

　

宮
城
県
に
残
る
公
文
書
か
ら
は
、
昭
和
十
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
に
統
一
さ
れ
て
か
ら
の
制
服
の
調
製
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

昭
和
十
二
年
三
月
十
日
に
宮
城
県
下
の
洋
服
店
か
ら
県
知
事
宛
て
に
出
さ
れ
た
請
願
書
に
は
「
制
服
製
造
出
来
上
品
ニ
対
シ
テ
従
来
ハ
師

団
経
理
部
ニ
於
テ
検
査
致
シ
居
リ
タ
ル
」
と
書
か
れ
お
り
、
同
年
三
月
十
二
日
付
の
「
中
等
学
校
生
徒
制
服
ニ
関
ス
ル
件
通
牒
」
で
は

「
女
子
中
等
学
校
生
徒
制
服
地
ハ
県
規
格
ノ
モ
ノ
ヲ
組
合
ヨ
リ
配
給
ス
ル
コ
ト
、
但
シ
学
校
ニ
於
テ
必
要
ア
ル
場
合
ハ
コ
ノ
限
リ
ニ
ア
ラ

サ
ル
コ
ト
」
と
あ
る（

（9
（

。

　

宮
城
県
の
中
学
校
と
高
女
の
制
服
は
、
被
服
協
会
が
宮
城
県
中
等
学
校
制
服
制
帽
商
業
組
合
に
生
地
を
配
給
し
、
組
合
に
属
す
る
洋
服

店
が
縫
製
し
た
制
服
を
第
二
師
団
が
点
検
し
、
合
格
に
な
っ
た
も
の
が
販
売
さ
れ
た
。
生
徒
が
制
服
を
作
る
と
き
に
は
、
高
女
に
届
け
出

る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
直
接
洋
服
店
か
ら
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
う
し
た
措
置
は
経
済
的
な
経
費
節
減
を

図
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
後
に
起
き
る
日
中
戦
争
お
よ
び
太
平
洋
戦
争
下
の
被
服
合
理
化
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
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七　

栃
木
県
下
の
制
服
に
関
す
る
実
態

　

栃
木
県
の
高
女
で
最
初
に
洋
装
化
し
た
の
は
真
岡
高
女
で
あ
る
。
真
岡
高
女
で
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
六
月
九
日
、
テ
ー

ラ
ー
カ
ラ
ー
で
シ
ン
グ
ル
三
個
釦
の
ブ
レ
ザ
ー
に
バ
ン
ド
と
い
う
標
準
服
を
定
め
た
が
、
従
来
の
着
物
に
袴
で
も
構
わ
な
か
っ
た
。
昭
和

三
年
（
一
九
二
八
）
九
月
九
日
に
標
準
服
に
つ
け
て
い
た
バ
ン
ド
を
廃
止
し
、
胸
に
徽
章
を
つ
け
る
よ
う
に
変
更
し
た
。
ま
た
セ
ー
ラ
ー

服
の
制
服
が
制
定
さ
れ
た
。
ネ
ク
タ
イ
通
し
が
な
く
、
棒
ネ
ク
タ
イ
を
結
ぶ
も
の
で
あ
っ
た（

（9
（

。
栃
木
県
で
大
正
十
二
年
に
郡
制
が
廃
止
に

よ
っ
て
県
立
高
女
と
な
っ
た
高
女
で
洋
式
制
服
を
取
り
入
れ
た
の
は
真
岡
高
女
だ
け
だ
が
（
表
７
参
照
）、
そ
れ
が
理
由
か
ど
う
か
は
明

確
で
は
な
い
。
百
歩
譲
っ
て
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
の
理
屈
は
一
校
に
し
か
適
応
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

氏
家
高
女
は
、
大
正
十
三
年
九
月
十
六
日
に
ブ
レ
ザ
ー
に
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
制
服
を
定
め
た
が
、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
に
は
衿

写真 ８　�昭和 ７ 年制定の栃木県立宇都宮
第一高等女学校の冬服

（『卒業写真帖』昭和 ８年 ３月、筆者所蔵）

に
二
本
線
、
胸
に
徽
章
と
い
う
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
さ
れ

た
。
昭
和
十
年
に
は
ネ
ク
タ
イ
を
従
来
の
細
い
紐
型
か
ら
蝶

結
び
型
に
変
え
、
白
ポ
プ
リ
ン
の
白
衿
、
紺
色
の
上
衿
を
つ

け
、
ネ
ク
タ
イ
は
冬
用
と
同
じ
夏
服
が
設
け
ら
れ
た（

（9
（

。

　

大
正
十
四
年
に
は
宇
都
宮
第
一
高
女
、
大
田
原
高
女
、
鹿

沼
高
女
が
、
洋
式
制
服
を
制
定
し
て
い
る
。
宇
都
宮
第
一
高

女
で
は
、
大
正
十
四
年
二
月
に
ブ
レ
ザ
ー
の
標
準
服
を
設
け

た
が
、
昭
和
七
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
（
写
真
８

参
照
）。
改
正
の
契
機
は
、
校
長
が
関
西
方
面
に
出
張
し
た
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表 ７　栃木県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

宇都宮高女→宇
都宮第一高女 県立

大正14年 ２ 月 ブレザー（冬服・標準服）、
シャツ（夏服）

昭和 ７年 ４月 セーラー服
衿の線＝専攻部は白、本科は紺（東京で
流行している制服を生徒たちが要望、修
学旅行で校長が他校の制服を見て清楚と
感じたため）

宇都宮第二高女 県立

昭和 ３年 折衿型 （冬服）衿と袖に ３本線
セーラー服 （夏服）衿に白線 ３本

昭和 ６年 セーラー服 （夏服）衿・袖・胸当て・胸に白線 ２ 本、
ネクタイは紺の富士絹

昭和 ８年 セーラー服 （冬服）衿・袖・胸当てに白線 ２ 本、ネ
クタイは白の富士絹の蝶型

栃木高女 県立
大正13年 ジャンパースカート
昭和 ５年 折衿型
昭和10年 セーラー服 13年から白衿

佐野高女 県立
大正13年 ジャンパースカート
昭和 ９年 ハーフコート型 校章バンド

足利高女 県立

大正15年 ４ 月 セーラー服、ベルト 衿に黒線 ３本

昭和 ７年 ５月 セーラー服
白線 ３ 本、胸に校章、（夏服）衿紺に白
線 ３本、紺ネクタイ、専攻科は白ネクタ
イ、黒長靴下の着用が必須

昭和14年 ７ 月 セーラー服 衿に星 ２個を刺繍

大田原高女 県立

大正14年 ４ 月 洋服着用許可（夏服）

昭和 ５年 ブレザー、ジャンパース
カート ベルト

昭和 ７年 セーラー服 衿に ２本線

真岡高女 県立

大正12年 ６ 月 開襟テーラーカラー（標準
服） ３つ釦

昭和 ３年 セーラー服 校章バンド→胸に校章

昭和12年 セーラー服
白衿にネクタイ、袖口カフス、白ズック
製のランドセル、宇都宮第一高女から転
任の教師が前任校の制服へと変更

氏家高女 県立

大正13年 ９ 月 ブレザー、ベルト
昭和 ３年11月 セーラー服 冬服リボン

昭和10年 セーラー服 蝶結び、（夏服）白ポプリン（ネクタイ
冬と同じ）

鹿沼高女 県立

大正15年 テーラーカラー、ベルト （冬服） ３個釦、胸当てに白線 ２本、（夏
服）白、リボンタイ、ベルト、帽子

昭和 ６年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖・胸当てに白線 ３ 本、
（夏服）白、紺衿・袖・胸当てに白線 ３
本

昭和 ９年 セーラー服 衿元に桜に錨の徽章

日光高女 県立

昭和 ２年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖に線 ３ 本、徽章付きの
ネクタイ、（夏服）白、紺衿・袖に白線
３本

昭和10年 セーラー服 （冬服）紺衿・袖に白線 ３ 本、徽章付き
のネクタイ

昭和16年 セーラー服 （冬服）紺衿・袖・胸当て白線 ３ 本、徽
章付きのネクタイ

作新館高女 私立 昭和16年 文部省標準服
宇都宮高女 市立 昭和16年 文部省標準服
栃木高女 市立 昭和16年 文部省標準服
各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。
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際
、
修
学
旅
行
生
の
白
衿
制
服
を
目
に
し
、
清
潔
で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
生
徒
側
も
従
来
の
ブ
レ
ザ
ー
は
市
内

バ
ス
の
車
掌
と
同
型
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
魅
力
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
制
服
改
正
を
望
ん
だ
が
、「
白
え
り
は
格
好
が
わ
る
い
、
子
供
じ
み
て
い
る
」
と
反
対
の
声
を
繰
り
返
し
た
。
結
局
、
生
徒
の

反
対
意
見
は
聞
か
れ
ず
、
白
衿
の
セ
ー
ラ
ー
服
と
な
り
、
従
来
の
バ
ン
ド
の
徽
章
も
胸
章
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
生
徒
た
ち
は
白
衿
に
反
対

し
て
い
た
が
、
着
用
し
て
か
ら
は
そ
れ
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
変
化
し
た
。
ま
た
生
徒
の
な
か
に
は
、
ス
カ
ー
ト
を
短
く
穿
き
、
ヒ
ダ
の

数
を
二
十
四
本
へ
と
増
や
す
と
い
う
、
お
洒
落
を
考
案
す
る
者
も
あ
ら
わ
れ
た（

（9
（

。
学
校
側
は
定
期
的
に
服
装
検
査
を
実
施
し
、
ス
カ
ー
ト

の
長
い
者
や
ヒ
ダ
が
二
十
二
本
で
あ
る
か
を
調
べ
た（

（9
（

。

　

大
田
原
高
女
は
、
大
正
十
四
年
四
月
か
ら
洋
服
着
用
を
許
可
し
た
が
、
着
物
と
裾
上
に
白
線
二
本
の
入
っ
た
臙
脂
の
袴
に
校
章
入
り
の

バ
ン
ド
を
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
昭
和
五
年
の
新
入
生
が
着
る
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
風
の
制
服
は
四
年
生
が
縫
製
し
た
。
洋

式
制
服
に
も
和
服
と
同
じ
バ
ン
ド
を
つ
け
た
。
そ
れ
も
二
年
後
の
昭
和
七
年
四
月
五
日
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
衿
に
白

線
二
本
に
ネ
ク
タ
イ
、
衿
前
部
分
に
徽
章
を
つ
け
た（

（9
（

。

　

鹿
沼
高
女
は
、
大
正
十
四
年
七
月
十
八
日
に
袴
の
白
線
一
本
を
取
り
、
校
章
入
り
の
バ
ン
ド
に
変
え
た
。
バ
ン
ド
は
市
内
の
洋
服
店
に

お
茶
の
水
高
女
の
バ
ン
ド
に
倣
っ
て
作
ら
せ
た
。
バ
ン
ド
の
価
格
は
二
円
と
高
く
、
ま
た
バ
ン
ド
の
幅
が
広
く
バ
ッ
ク
ル
も
大
形
で
重

か
っ
た
た
め
、「
馬
の
腹
帯
」
な
ど
と
不
満
に
感
じ
る
生
徒
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
翌
年
か
ら
小
形
の
バ
ッ
ク
ル
に
変
え
た
が
、
そ
れ
も

昭
和
四
年
の
入
学
生
か
ら
「
時
代
の
風
潮
に
な
ら
ひ
、
バ
ン
ド
を
廃
し
て
徽
章
の
み
使
用
」
と
な
っ
た（

（9
（

。
こ
こ
か
ら
は
大
正
末
期
か
ら
高

女
で
洋
服
着
用
が
許
可
さ
れ
て
い
く
と
、
袴
の
裾
上
に
線
を
入
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
バ
ン
ド
の
着
用
も
「
時
代
の
風

潮
」
に
は
合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
洋
式
制
服
や
標
準
服
に
は
胸
に
校
章
を
入
れ
た
徽
章
が
相
応
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

昭
和
二
年
の
集
合
写
真
を
見
る
と
、
和
服
と
洋
服
と
が
混
在
し
て
い
る
が
、
洋
服
姿
か
ら
は
紺
サ
ー
ジ
の
ブ
レ
ザ
ー
で
、
白
線
二
本
入
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り
の
胸
当
て
が
あ
り
、
衿
元
に
細
い
黒
リ
ボ
ン
を
結
ん
で
い

た
の
が
う
か
が
え
る
。
ブ
レ
ザ
ー
の
下
に
は
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス

カ
ー
ト
を
つ
け
た
。
ブ
レ
ザ
ー
を
脱
ぐ
と
、
夏
服
に
も
体
操

着
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
ス
カ
ー
ト
の
ヒ
ダ
は
十
六
か
ら
二

十
本
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
年
四
月
十
五
日
か
ら
二
十
か
ら

二
十
四
本
ま
で
許
可
し
た
。
昭
和
六
年
か
ら
衿
・
袖
・
胸
当

て
に
白
線
三
本
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
、
同
九
年
か
ら
衿

元
に
桜
に
錨
の
徽
章
を
つ
け
た（

（9
（

。

　

そ
れ
ぞ
れ
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
三

写真 ９　栃木県日光高等女学校の冬服
（『第六回卒業記念帖』昭和10年度、栃木県立
日光明峰高等学校所蔵）

校
よ
り
も
早
く
セ
ー
ラ
ー
服
を
取
り
入
れ
た
の
が
足
利
高
女
で
あ
る
。
足
利
高
女
で
は
、
大
正
十
二
年
か
ら
胸
に
安
全
ピ
ン
で
下
げ
て
い

た
徽
章
を
バ
ン
ド
型
に
変
え
、
地
元
の
状
況
に
鑑
み
て
銘
仙
の
使
用
を
許
可
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
下
駄
か
ら
革
靴
に
変
わ
り
、
髪
型
も
お

さ
げ
が
許
可
さ
れ
、
束
髪
姿
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
大
正
十
五
年
四
月
七
日
に
紺
サ
ー
ジ
で
衿
に
黒
線
三
本
の
セ
ー
ラ
ー
服
が
制
定

さ
れ
た
。
校
章
の
バ
ン
ド
を
締
め
、
黒
靴
下
に
黒
皮
靴
を
用
い
た
。
昭
和
四
年
か
ら
は
衿
部
が
ヘ
チ
マ
衿
に
変
わ
っ
た（

（10
（

。

　

昭
和
七
年
五
月
十
八
日
に
足
利
高
女
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
改
正
さ
れ
た
。
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
で
衿
に
白
線
三
本
、
胸
に
徽
章
、
夏
服
は
白

で
紺
衿
に
白
線
三
本
、
ネ
ク
タ
イ
は
紺
色
（
専
攻
科
は
白
）、
ス
カ
ー
ト
の
ヒ
ダ
は
二
十
四
本
と
定
め
ら
れ
た（

（10
（

。
栃
木
県
で
は
白
線
二
本

か
三
本
が
多
い
が
、
そ
れ
も
県
の
強
制
力
で
は
な
く
自
発
的
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
日
光
高
女
の
昭
和
二
年
の
冬
服
は
紺
衿
と

袖
に
線
三
本
を
入
れ
、
徽
章
付
き
の
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
っ
た
が
、
同
十
年
に
は
紺
衿
と
袖
に
白
線
三
本
へ
と
変
っ
て
い

る
（
写
真
９
参
照
）。
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宇
都
宮
第
二
高
女
は
、
昭
和
三
年
の
開
校
と
と
も
に
制
服
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
天
皇
の
即
位
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
栃
木
県

で
昭
和
三
年
に
洋
式
制
服
を
取
り
入
れ
た
の
は
宇
都
宮
第
二
高
女
し
か
な
い
（
表
７
参
照
）。
女
子
師
範
学
校
の
姉
妹
校
と
い
う
理
由
か

ら
、
師
範
と
同
型
の
制
服
で
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
の
丸
衿
、
ヒ
ダ
が
十
六
本
の
吊
り
ス
カ
ー
ト
、
富
士
絹
の
臙
脂
の
ネ
ク
タ
イ
、
袖
口
に
紺

線
三
本
、
夏
服
は
薄
鼠
色
の
綿
ポ
プ
リ
ン
の
セ
ー
ラ
ー
服
、
衿
・
胸
当
て
・
胸
・
袖
口
に
白
線
三
本
で
あ
っ
た
。
昭
和
六
年
に
夏
服
に
三

本
線
は
く
ど
い
と
の
理
由
か
ら
二
本
に
減
り
、
同
八
年
に
は
冬
服
も
女
子
師
範
と
同
じ
で
は
可
愛
ら
し
さ
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
で
セ
ー

ラ
ー
服
へ
と
改
正
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
同
校
の
教
員
が
考
案
し
、
職
員
会
議
で
決
定
し
て
い
る
。
紺
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
衿
と
袖
に
白
線

二
本
、
ネ
ク
タ
イ
は
白
の
富
士
絹
で
蝶
形
で
あ
っ
た（

（10
（

。

　

昭
和
六
年
四
月
に
第
二
高
女
に
入
学
し
た
生
徒
は
、「
丸
衿
に
赤
い
ネ
ク
タ
イ
、
ス
カ
ー
ト
は
ひ
だ
の
と
て
も
可
愛
ら
し
い
感
じ
の
校

服
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
特
に
ネ
ク
タ
イ
が
印
象
に
残
り
、
当
時
の
第
二
高
女
と
し
て
の
や
さ
し
さ
を
保
っ
て
お
り
ま
し
た
」、「
校
服
と
い

う
も
の
が
至
極
誇
ら
し
く
、
何
処
に
出
掛
け
る
に
も
校
服
を
着
て
行
け
る
事
が
自
慢
」
で
あ
っ
た
と
回
想
す
る（

（10
（

。
彼
女
は
三
年
生
の
と
き

に
冬
服
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
改
正
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
以
前
の
冬
服
も
気
に
入
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

だ
が
一
年
後
輩
の
生
徒
に
よ
れ
ば
、「
あ
の
頃
は
市
内
の
各
女
学
校
は
全
部
セ
ー
ラ
ー
服
で
、
第
二
高
女
の
み
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

え
ん
じ
の
ネ
ク
タ
イ
は
下
級
生
に
は
可
愛
ら
し
く
、
上
級
生
に
は
目
だ
つ
色
で
、
自
か
ら
行
な
い
を
正
し
た
も
の
で
し
た
」
と
い
う
。
ま

た
女
子
師
範
と
「
服
が
似
て
い
る
の
で
一
層
気
が
め
い
っ
て
し
ま
い
、
制
服
を
変
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」、「
師
範
生
と
違
う

の
が
出
来
た
と
い
う
の
で
い
く
分
心
が
休
ま
っ
た
も
の
で
し
た
」
と
も
回
想
す
る（

（10
（

。

　

宇
都
宮
市
内
の
女
学
生
た
ち
が
セ
ー
ラ
ー
服
な
の
に
第
二
高
だ
け
が
そ
う
で
は
な
い
こ
と
に
加
え
、
臙
脂
の
ネ
ク
タ
イ
は
非
常
に
目

立
っ
た
と
い
う
。
そ
の
制
服
が
類
似
の
女
子
師
範
生
と
比
べ
ら
れ
て
引
け
目
に
感
じ
る
生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
で
に

夏
服
は
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
っ
た
が
、
冬
服
も
そ
れ
に
改
正
す
れ
ば
他
校
と
の
差
異
は
な
く
な
り
、
ま
た
女
子
師
範
と
比
べ
ら
れ
る
こ
と
も



226

『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

な
い
。
生
徒
た
ち
か
ら
冬
服
改
正
の
要
望
を
受
け
、
教
員
が
セ
ー
ラ
ー
服
の
図
案
を
考
案
し
、
職
員
会
議
の
協
議
を
経
て
制
服
を
改
正
し

た
流
れ
が
読
み
取
れ
る
。
ち
な
み
に
同
校
で
は
、
制
服
制
定
か
ら
四
年
生
が
新
入
生
の
制
服
を
縫
製
し
た
た
め
、「
あ
た
た
か
い
姉
妹
の

つ
な
が
り
を
持
つ
事
が
出
来
ま
し
た
」
と
感
じ
る
生
徒
も
い
た（

（10
（

。

　

栃
木
高
女
は
、
昭
和
五
年
か
ら
折
衿
型
の
洋
式
制
服
を
採
用
し
て
い
た
が
、
同
十
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
改
正
し
た
。
同
校
の
「
校
務

日
誌
」
昭
和
十
年
六
月
十
四
日
に
「
放
課
後
校
服
調
査
委
員
会
打
合
会
を
開
き
、
セ
ー
ラ
型
の
ネ
ク
タ
イ
の
結
方
に
つ
き
打
合
相
談
す
」、

六
月
十
七
日
に
「
朝
礼
の
際
ネ
ク
タ
イ
の
結
方
改
正
（
蝶
形
に
結
ぶ
）
及
校
章
佩
用
場
所
の
注
意
あ
り
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（10
（

。
従
来

の
シ
ョ
ー
ル
カ
ラ
ー
に
リ
ボ
ン
を
つ
け
る
形
か
ら
、
白
線
二
本
入
り
に
蝶
形
リ
ボ
ン
へ
と
変
更
し
た
た
め
、
そ
の
結
び
方
が
確
認
さ
れ
た
。

　

セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
す
る
理
由
は
、
昭
和
十
一
年
五
月
六
日
に
栃
木
実
業
女
学
校
が
栃
木
県
知
事
宛
て
に
提
出
し
た
左
の
服
制
改
正

の
認
可
申
請
か
ら
理
解
で
き
る
。

イ
、
従
来
ノ
制
服
ニ
比
シ
製
作
容
易
ニ
シ
テ
生
徒
ノ
洋
裁
実
習
ノ
上
ニ
極
メ
テ
適
当
セ
リ
、

ロ
、
所
要
ノ
用
布
比
較
的
多
量
ヲ
要
セ
ス
従
ッ
テ
仕
上
ゲ
価
格
低
廉
ナ
リ
、

ハ
、�

当
地
方
小
学
校
女
児
ハ
大
抵
セ
ー
ラ
ー
型
洋
服
ヲ
着
用
セ
ル
ヲ
以
テ
本
校
入
学
ノ
際
僅
カ
ニ
之
ニ
加
工
セ
バ
本
校
ノ
服
ト
シ
テ

着
用
シ
得
ル
ヲ
以
テ
新
入
生
徒
ノ
保
護
者
ヲ
シ
テ
著
シ
ク
学
資
ヲ
軽
減
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
ル
ノ
便
ア
リ
、

ニ
、
従
来
の
制
服
ニ
比
シ
優
美
ニ
シ
テ
中
等
学
校
女
生
徒
用
ト
シ
テ
最
適
当
ナ
リ
ト
認
ム（

（10
（

。

　

栃
木
実
業
女
学
校
は
昭
和
十
一
年
に
衿
・
袖
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
白
線
二
本
を
入
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
す
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
昭

和
二
年
に
制
定
し
た
折
衿
型
の
制
服
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
衿
型
よ
り
も
縫
製
が
簡
単
で
生
徒
た
ち
の
「
服
育
」
に
適
し
て
い
る
と
い
う
。

大
量
に
生
地
を
買
っ
て
生
徒
た
ち
に
縫
製
さ
せ
れ
ば
安
価
で
済
む
。
栃
木
県
の
小
学
校
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
て
通
学
す
る
女
子
生
徒
が

多
い
た
め
、
そ
れ
に
多
少
の
手
を
加
え
れ
ば
新
調
し
な
い
で
よ
い
。
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
や
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
な
ど
よ
り
も
優
美
で
あ
る
と
い
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う
。
こ
の
手
軽
に
縫
製
で
き
、
安
価
で
済
み
、
デ
ザ
イ
ン
的
に
美
し
い
と
い
う
三
長
所
が
、
全
国
に
セ
ー
ラ
ー
服
を
普
及
さ
せ
た
共
通
項

と
考
え
ら
れ
る
。

　

真
岡
高
女
で
は
、
昭
和
十
二
年
に
栃
木
県
立
宇
都
宮
第
一
高
女
か
ら
丸
山
象
吾
が
教
頭
に
赴
任
す
る
と
、
白
衿
カ
バ
ー
に
ネ
ク
タ
イ
通

し
が
あ
り
、
袖
口
に
カ
フ
ス
を
つ
け
る
も
の
へ
と
改
正
し
、
五
月
五
日
か
ら
実
施
し
た
。
ま
た
左
下
端
に
校
章
の
刺
繍
を
し
た
白
ズ
ッ
ク

製
の
ラ
ン
ド
セ
ル
も
制
定
さ
れ
た（

（10
（

。
こ
の
白
衿
は
宇
都
宮
第
一
高
女
で
当
初
評
判
が
悪
か
っ
た
も
の
の
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
学
校

を
示
す
白
衿
に
誇
り
を
持
つ
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
お
そ
ら
く
丸
岡
は
、
そ
の
効
果
を
真
岡
高
女
で
も
期
待
し
た
の
だ
ろ

う
が
、
真
岡
の
記
念
誌
か
ら
白
衿
に
対
す
る
賛
否
の
声
は
確
認
で
き
な
い
。

　

足
利
高
女
で
は
昭
和
十
四
年
七
月
に
被
服
教
師
の
提
案
で
セ
ー
ラ
ー
服
の
衿
に
白
星
を
二
個
刺
繍
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
の
意
図

は
、
生
徒
た
ち
に
足
利
高
女
と
し
て
の
誇
り
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
県
下
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
増
え
た
た
め
、
他
校
と
の
判
別
を
つ
き
や
す

く
す
る
た
め
で
あ
っ
た（

（10
（

。

　

昭
和
十
三
年
を
迎
え
る
と
、
羊
毛
が
輸
入
困
難
な
た
め
洋
服
地
に
ス
フ
が
入
り
、
洗
濯
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
。
清
潔
を
保
つ
た
め
、
四

月
一
日
か
ら
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る（

（11
（

。
難
波
知
子
氏
は
、
こ
の
栃
木
県
立
栃
木
女
子
高
等
学
校
の
記
念
誌
に
書
か
れ
た
こ
と

だ
け
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
栃
木
県
下
で
は
白
衿
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
制
服
が
統
一
さ
れ
た
と
明
記
し
て
い
る（

（11
（

。

　

し
か
し
、
栃
木
県
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
栃
木
県
報
』
を
見
て
も
、
県
下
の
高
女
に
白
衿
を
つ
け
る
よ
う
な
指
示
を
し
た
こ
と
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
県
の
学
事
課
や
高
等
女
学
校
長
会
議
で
決
ま
っ
た
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
制
服
統
一
化

に
重
要
な
動
き
を
見
せ
る
被
服
協
会
側
の
記
録
に
も
、
栃
木
県
の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

　

栃
木
県
の
高
女
で
白
衿
カ
バ
ー
を
統
一
し
て
用
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
学
校
で
所
蔵
す
る
鹿
沼
高
女
と
鹿
沼

実
科
高
女
の
卒
業
写
真
帖
を
比
較
検
討
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
昭
和
十
六
年
三
月
の
鹿
沼
高
女
の
生
徒
た
ち
は
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
て
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い
な
い
が
、
鹿
沼
実
科
高
女
で
は
全
員
が
そ
れ
を
つ
け
て
い
る（

（11
（

。
鹿
沼
実
科
高
女
は
鹿
沼
高
女
よ
り
も
早
い
昭
和
二
年
に
「
大
阪
型
」
の

セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
、
同
九
年
に
衿
と
袖
に
紺
線
二
本
を
入
れ
、
衿
元
に
桜
に
錨
の
徽
章
を
つ
け
た
。
そ
し
て
昭
和
十
一
年
か
ら
白
衿

カ
バ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た（

（11
（

。
こ
れ
は
両
校
と
も
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
た
め
、
衿
や
袖
の
線
の
色
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
一
目
で
違
い

を
明
確
に
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
写
真
10
・
11
参
照
）。

　

も
と
も
と
栃
木
県
で
は
白
衿
を
つ
け
る
高
女
が
点
在
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
二
年
以
降
に
白
衿
を
つ
け
る
高
女
が
増
え
た
の
に
は
、
他

校
と
の
違
い
に
加
え
て
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
各
学
校
で
対
応
し
た
こ
と
と
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
真
岡
高
女
の
記
念
誌
に
あ
る

昭
和
十
三
年
か
ら
「
制
服
に
は
純
綿
、
純
毛
の
生
地
は
禁
止
さ
れ
、
ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
の
混
紡
が
用
い
ら
れ
て
い
た
」
と
い
う
記

述
と
同
じ
で
あ
り（

（11
（

、
戦
時
下
に
お
い
て
衿
だ
け
洗
う
こ
と
で
洗
濯
代
を
節
約
し
、
制
服
の
汚
れ
を
防
ぐ
こ
と
で
長
持
ち
さ
せ
る
と
い
う
狙

写真10　栃木県立鹿沼高等女学校の冬服
（『卒業記念』昭和13年 ３ 月、栃木県立鹿沼高
等学校所蔵）

写真11　�栃木県立鹿沼実科高等女学校の
冬服

（『第二十七回卒業記念』昭和16年 ３ 月、栃木
県立鹿沼高等学校所蔵）
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い
で
あ
る
。

　

栃
木
県
で
は
大
正
末
か
ら
昭
和
十
年
ま
で
の
間
に
各
校
の
判
断
で
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
お
よ
び
改
正
し
た
。
そ
の
な
か
で
佐
野
高
女
だ

け
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
と
し
な
か
っ
た
。
栃
木
県
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
着
用
率
は
九
〇
％
で
あ
る
。
大
正
十
三
年
、
冬
服
は
白
ブ
ラ
ウ

ス
に
黒
ネ
ク
タ
イ
、
シ
ン
グ
ル
四
個
釦
の
ブ
レ
ザ
ー
に
ベ
ル
ト
、
夏
服
は
白
ブ
ラ
ウ
ス
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
、
冬
夏
と
も
に
黒
靴
下

と
し
た
。
そ
れ
を
昭
和
九
年
五
月
十
七
日
に
細
い
蝶
結
び
の
ネ
ク
タ
イ
に
、
上
衣
を
ボ
レ
ロ
型
へ
と
変
え
た
が
、
そ
の
下
に
着
る
ジ
ャ
ン

パ
ー
ス
カ
ー
ト
は
変
化
は
な
か
っ
た（

（11
（

。
こ
の
点
で
も
セ
ー
ラ
ー
服
に
つ
け
る
白
衿
に
統
一
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

栃
木
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
自
然
と
普
及
し
て
い
っ
た
が
、
統
一
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

八　

富
山
県
の
標
準
服

　

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
制
服
が
統
一
化
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
栃
木
県
よ
り
も
富
山
県
を
挙
げ
る
べ
き
で
あ
る
。
山
口

県
と
と
も
に
富
山
県
で
制
服
統
一
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、
従
来
の
研
究
史
で
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
富
山
県
下
で
最
初
に
洋
式
制
服
を

制
定
し
た
の
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
濃
紺
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
を
制
服
と
し
た
魚
津
高
女
で
あ
る
。
上
着
は
白
衿
の

テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
た
。
ミ
シ
ン
を
使
う
の
が
苦
手
な
新
入
生
は
上
級
生
の
手
助
け
を
受
け
て
、
全
生
徒
が
夏
服
と
冬
服

を
縫
製
し
た
。
全
身
黒
づ
く
め
だ
っ
た
た
め
、
修
学
旅
行
先
で
は
孤
児
院
の
生
徒
と
間
違
え
ら
れ
た
り
、
烏
だ
と
謗
ら
れ
た（

（11
（

。

　

富
山
県
で
は
、
大
正
十
二
年
に
滑
川
高
女
が
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
が
ギ
ン
ガ
ム
の
白
地
に
水
色
の
格
子
柄
の
洋
服
を
定
め
た
の
を

除
く
と
、
同
十
三
年
に
富
山
高
女
と
高
岡
高
女
は
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
、
同
十
四
年
に
石
動
高
女
が
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
な
ど
、
バ
ス
ガ
ー
ル
型

の
制
服
を
制
定
し
て
い
る
。
大
正
十
三
年
に
白
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
制
定
し
た
福
光
高
女
は
、
高
岡
高
女
の
そ
れ
に
倣
っ
た
と
い
う（

（11
（

。
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表 ８　富山県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

富山高女 県立 大正13年 白衿ステンカラーブ
レザー

高岡高女 県立
大正13年 白衿ステンカラー、

ベルト（夏服）
昭和10年代 セーラー服 衿・袖に白線 ２本

滑川高女 県立 大正12年 ４ 月

（夏服）ギンガム、
白地に水色の格子柄、
（冬服）テーラーカ
ラーの紺サージ

氷見高女 県立
～昭和 ５年 ステンカラー 白衿
昭和 ８年 セーラー服 衿・袖に白線 ２～ ３本

魚津高女 町立→県立

大正11年 テーラーカラー、
ジャンパースカート ベルト

昭和 ４年 セーラー服

（冬服）紺 ３ 本線、紺
ネクタイ、（夏服）白
ポプリン、白線、黒ネ
クタイ

昭和10年 セーラー服 紺ネクタイ→リボン型

砺波高女 県立

大正12年 セーラー服 白衿
大正13年 セーラー服 花結び
昭和11年 セーラー服 棒ネクタイ
昭和12年 セーラー服 袖に白線 ２本

石動実科高女→
石動高女 町立→県立

大正14年 テーラーカラー

昭和12年 セーラー服 衿・袖・胸当てに白線
２本、白ネクタイ

高岡高女 市立 史料確認ができない
富山高女 市立 史料確認ができない

福光高女 町立→県立
大正13年 ステンカラー ベルト
～昭和 ９年 テーラーカラー 白衿、ベルト
昭和13年 白衿ダブル

大谷高女 私立 史料確認ができない
富山実科女学校
→藤園高女 私立 （昭和11年 ４ 月） セーラー服 衿・袖に白線 ３本、白

ネクタイ
新湊高女 県立 （昭和15年 ４ 月） 史料確認ができない

戸出実科高女→
戸出高女 町立

大正15年 セーラー服 （夏服）白線 ３本、（冬
服）紺地に青線 ３本

昭和 ３年 セーラー服 （冬服）青線 ３本
各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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こ
の
う
ち
滑
川
高
女
は
郡
制
廃
止
に
よ
り
郡
立
か
ら
県
立
高
女
へ
と
変
っ
た
年
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
理
由
で
洋
服
を
定
め
た
の

か
は
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
富
山
県
下
で
は
昭
和
天
皇
の
即
位
式
が
あ
っ
た
昭
和
三
年
に
洋
装
化
へ
と
踏
み
切
っ
た
高
女
も
存
在
し
な
い

（
表
８
参
照
）。

　

セ
ー
ラ
ー
服
は
、
大
正
十
二
年
に
白
衿
を
つ
け
た
砺
波
高
女
の
も
の
が
最
初

で
あ
っ
た
。
翌
十
三
年
に
は
ネ
ク
タ
イ
を
花
結
び
に
し
、
昭
和
十
一
年
に
は
棒

ネ
ク
タ
イ
へ
と
変
っ
て
い
る
。
翌
十
二
年
に
は
袖
に
白
線
二
本
を
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
た（

（11
（

。
こ
れ
に
続
い
て
大
正
十
五
年
に
戸
出
実
科
高
女
が
セ
ー
ラ
ー
服
を

制
定
し
た
。
冬
服
は
紺
地
に
青
線
三
本
、
夏
服
は
白
線
三
本
を
入
れ
て
い
た（

（11
（

。

こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
の
か
、
昭
和
四
年
に
魚
津
高
女
が
改
正
し
た
セ
ー
ラ
ー

服
は
、
冬
服
は
紺
地
の
衿
に
紺
線
三
本
、
紺
の
ネ
ク
タ
イ
に
襞
の
ス
カ
ー
ト
、

夏
服
は
白
ポ
プ
リ
ン
地
の
衿
に
白
線
、
黒
の
ネ
ク
タ
イ
と
、
よ
く
似
て
い
る
。

昭
和
十
年
か
ら
ネ
ク
タ
イ
は
リ
ボ
ン
型
に
変
っ
て
い
る（

（12
（

。

　

氷
見
高
女
は
昭
和
八
年
に
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
制
服
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改

正
し
、
高
岡
高
女
も
昭
和
十
年
代
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
っ
て
い
る
。
昭
和

十
一
年
に
開
校
し
た
藤
園
高
女
は
衿
と
袖
に
白
線
三
本
を
入
れ
、
白
ネ
ク
タ
イ

と
い
う
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
に
し
た
。
石
動
高
女
も
大
正
十
四
年
制
定
の
テ
ー

ラ
ー
カ
ラ
ー
の
制
服
を
、
昭
和
十
二
年
に
は
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
る
。

セ
ー
ラ
ー
服
は
十
校
の
う
ち
七
校
で
あ
り
、
着
用
率
は
七
〇
％
で
あ
る
。
他
県

写真12　富山県制定の冬服（左）と夏服（右）
（『富山県報』第36号、昭和13年 ３ 月29日、富山県公文書館所蔵）
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よ
り
も
遅
れ
て
は
い
る
が
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
波
が
少
し
ず
つ
広
が
っ

て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
富
山
県
は

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
九
日
に
「
富
山
県
中
等
学
校
生
徒
服
制
」
を

定
め
た
か
ら
で
あ
る
（
写
真
12
、
13
参
照
）。
女
子
生
徒
の
冬
服
は

紺
サ
ー
ジ
の
ダ
ブ
ル
二
個
釦
の
ブ
レ
ザ
ー
で
あ
り
、
夏
服
は
白
ポ
プ

リ
ン
の
詰
襟
型
前
開
き
で
青
藍
色
の
蝶
型
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
も
の

で
あ
っ
た
。
夏
に
は
白
ピ
ケ
の
帽
子
、
冬
に
は
紺
羅
紗
ダ
ブ
ル
で
ベ

ル
ト
つ
き
の
外
套
が
設
け
ら
れ
て
い
た（

（12
（

。
ど
の
生
地
に
も
ス
フ
が
三

割
含
ま
れ
て
い
た
。
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
無
用
な
生
地
の
消

費
を
な
く
す
た
め
、
ス
フ
混
在
の
生
地
に
よ
る
統
一
規
格
を
設
け
た

の
で
あ
る
。

　

セ
ー
ラ
ー
服
は
衿
に
無
駄
な
生
地
を
消
費
す
る
と
判
断
し
た
の
だ

ろ
う
。
だ
が
、
ダ
ブ
ル
の
ブ
レ
ザ
ー
の
方
が
生
地
を
余
計
に
使
う
感
じ
が
す
る
。
富
山
県
の
場
合
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
標
準
服
と
し
な

か
っ
た
の
に
は
、
生
地
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
後
述
す
る
岡
山
県
と
も
重
な
る
が
、
県
下
初
の
富
山
高
女
が
セ
ー
ラ
ー

服
を
制
服
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
県
で
は
バ
ス
ガ
ー
ル
型
は
早
々
に
消
え
た
の
に
対
し
、
富
山

で
は
し
ぶ
と
く
残
り
続
け
た
。
セ
ー
ラ
ー
服
の
普
及
が
遅
れ
た
こ
と
と
、
そ
れ
を
標
準
服
に
し
な
か
っ
た
こ
と
は
相
関
関
係
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

写真13　富山県立砺波高等女学校の新旧制服
（「第15回卒業生」昭和16年 ３ 月15日、富山県立となみ野高等学校所
蔵）左が昭和13年 ３ 月までの砺波高女のセーラー服、右の ２ 人は同
13年 ４ 月からの富山県制定の冬服。
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九　

静
岡
県
と
セ
ー
ラ
ー
服

　

静
岡
県
で
は
三
島
高
女
と
榛
原
実
科
高
女
と
が
服
装
改
善
運
動
に
早
く
対
応
し
た
。
三
島
高
女
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
白
と

黒
の
格
子
柄
の
上
衣
と
、
海
老
茶
の
裾
上
に
白
線
二
本
を
入
れ
た
ス
カ
ー
ト
と
い
う
改
良
服
を
設
け
た
。
上
衣
に
は
バ
ッ
ク
ル
に
校
章
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
ベ
ル
ト
を
締
め
た
。
大
正
十
二
年
に
は
夏
服
に
セ
ー
ラ
ー
衿
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
白
地
に
青
の
縦
縞
と
い
う
生
地
が

使
わ
れ
た
。
冬
服
の
上
衣
は
白
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
と
セ
ー
ラ
ー
衿
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
る
三
つ
釦
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）

に
は
後
ろ
衿
の
左
右
に
星
章
が
つ
き
、
そ
れ
が
見
え
る
よ
う
に
白
衿
カ
バ
ー
を
か
け
た（

（12
（

。

　

こ
れ
は
静
岡
県
の
周
囲
の
高
女
の
動
き
を
見
な
が
ら
、
人
気
の
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
切
り
替
え
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
榛
原
実
科
高
女

の
事
例
か
ら
は
、
そ
の
進
化
過
程
が
よ
く
わ
か
る
。
同
校
の
記
録
で
は
大
正
十
年
三
月
二
日
の
職
員
会
で
制
服
が
議
論
さ
れ
、
七
月
一
日

に
作
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
制
服
に
つ
い
て
書
か
れ
た
校
友
会
雑
誌
『
校
友
』
の
創
刊
号
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

大
正
の
は
じ
め
か
ら
中
程
に
か
け
て
、
女
学
校
の
服
装
問
題
が
全
国
的
に
八
釜
し
く
な
っ
て
そ
の
形
式
が
多
大
の
興
味
を
も
っ
て
到

る
処
に
研
究
せ
ら
れ
、
全
国
の
女
学
校
長
会
議
に
於
て
も
、
毎
年
各
所
か
ら
新
し
い
考
案
の
実
物
見
本
が
提
供
せ
ら
れ
て
、
甲
論
、

乙
論
容
易
に
そ
の
可
否
が
決
せ
ず
、
今
日
に
し
て
思
へ
ば
不
思
議
に
騒
が
れ
た
も
の
だ
。
本
県
下
に
於
て
も
静
岡
の
県
立
高
女
が
和

洋
折
衷
式
の
も
の
を
用
い
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
の
た
め
し
が
行
わ
れ
た
も
の
の
一
足
飛
び
に
今
の
洋
服
式
に
改
め
る
ほ
ど

の
勇
気
も
な
く
、
と
か
く
鵺
式
の
も
の
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
当
時
本
校
に
於
て
は
趨
勢
の
向
ふ
処
を
察
し
て
断
然
今
日

の
様
な
型
を
採
用
し
て
終
わ
っ
た
の
で
、
地
方
有
力
者
諸
君
の
間
に
も
賛
否
の
声
が
往
々
喧
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
県
下
に
於
て

は
恐
ら
く
他
に
率
先
し
て
本
校
が
洋
服
式
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
で
、
そ
れ
も
当
時
の
情
勢
か
ら
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
と
思
わ
る
る（

（12
（

。

　

榛
原
実
科
高
女
が
大
正
十
年
に
設
け
た
洋
式
制
服
は
、
衿
と
袖
口
が
白
の
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
前
開
き
の
上
衣
に
ベ
ル
ト
を
つ
け
、
ス
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カ
ー
ト
に
は
裾
上
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
大
黒
帽
を
被
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
初
期
の
洋
式
制
服
に
見
ら
れ
る
典
型
的
な
型
だ
が
、
そ

れ
は
「
一
足
飛
び
に
今
の
洋
服
式
に
改
め
る
ほ
ど
の
勇
気
」
が
な
く
、「
和
洋
折
衷
式
の
も
の
を
用
い
た
」
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
に
は
地

方
か
ら
も
賛
否
の
声
が
出
た
よ
う
だ
が
、
大
正
十
年
以
前
か
ら
服
装
改
善
運
動
が
高
等
女
学
校
長
会
議
で
も
た
び
た
び
議
論
と
な
り
、
そ

れ
を
率
先
し
て
行
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
和
洋
折
衷
の
「
鵺
式
」
は
長
続
き
せ
ず
、
大
正
十
二
年
に
は
白
衿
と
ネ
ク
タ
イ
を
用
い
た
セ
ー
ラ
ー
服
に
近
い
型
へ
と
変
っ
て
い

る
。
そ
し
て
大
正
十
五
年
に
は
衿
、
袖
、
胸
当
て
、
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
白
線
二
本
を
入
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
さ
れ
た（

（12
（

。
組
合
立
の
榛
原

実
科
高
女
は
昭
和
二
年
に
県
立
の
榛
原
高
女
と
な
る
が
、
そ
の
昇
格
と
洋
式
制
服
の
導
入
は
関
係
が
な
い
。
こ
れ
は
、
そ
れ
よ
り
も
服
装

改
善
運
動
の
動
き
の
中
で
導
入
さ
れ
て
い
る
証
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
洋
式
制
服
の
導
入
理
由
を
高
女
昇
格
に
求
め
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
。
静
岡
県
下
で
は
大
正
十
一
年
に
郡
制
が
廃
止
さ
れ

た
が
、
こ
れ
に
よ
り
県
立
に
な
っ
た
学
校
で
同
年
に
洋
式
制
服
を
制
定
し
た
の
は
巴
高
女
だ
け
で
あ
る
（
表
９
参
照
）。
そ
れ
も
県
立
に

な
っ
た
こ
と
が
直
接
の
理
由
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。
巴
高
女
の
冬
服
は
白
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
で
ベ
ル
ト
を
つ
け
、
夏
服
は
同
型

の
木
綿
の
チ
ェ
ッ
ク
柄
で
外
出
時
に
は
麦
藁
帽
子
を
被
っ
た
。
修
学
旅
行
先
で
は
工
場
の
女
工
と
間
違
え
ら
れ
て
、
生
徒
た
ち
が
憤
慨
し

た
こ
と
も
あ
っ
た（

（12
（

。

　

こ
の
よ
う
な
誤
解
は
大
正
十
五
年
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
た
こ
と
に
よ
り
受
け
な
く
な
っ
た
。
冬
服
は
白
衿
に
ポ
プ
リ
ン
地
の
細

長
い
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
、
ス
カ
ー
ト
の
襞
数
も
増
え
た
。
夏
服
は
薄
い
青
系
の
生
地
に
白
衿
と
冬
と
同
じ
よ
う
な
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た
。

昭
和
七
年
に
は
白
衿
が
な
く
な
り
、
衿
・
袖
・
胸
当
て
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
青
線
二
本
を
入
れ
る
も
の
に
変
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
十
一
年
に

は
冬
服
は
紺
地
、
夏
服
は
白
地
で
衿
と
袖
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
ネ
ク
タ
イ
は
広
幅
の
も
の
と
な
っ
て
い
る（

（12
（

。

　

数
年
間
で
何
度
も
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
い
る
の
は
、
富
士
高
女
で
も
見
ら
れ
る
。
生
徒
た
ち
か
ら
洋
服
を
着
た
い
と
い
う
要
望
が
出
た
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表 ９　静岡県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

沼津高女 県立
大正11年 ９ 月 洋服着用
大正13年 ８ 月 セーラー服

三島高女 郡立→県立

大正10年 白黒格子柄の上着 海老茶に白線 ２本のスカート、ベル
ト

大正12年 セーラー服 （冬服）ステンカラー・ベルト、（夏
服）白地に縦縞

大正14年 セーラー服 （冬服）白衿・ベルト、（夏服）水色
のセーラー、紺のスカート

昭和 ９年 セーラー服 白衿カバー
昭和10年 セーラー服 星章

静岡高女 県立 大正15年 セーラー服

見付高女 県立

大正13年 １ 月 セーラー服 （冬服）紺の衿・袖・胸当て・胸ポ
ケットに白線 ３本

大正13年 ６ 月 セーラー服 （夏服）白
～昭和 ６年 セーラー服 白衿
～昭和11年 セーラー服 蝶リボン

清水高女 県立

昭和 ７年 セーラー服 （冬服）衿・袖・胸当て・胸に青線
２本、棒ネクタイ

昭和11年 セーラー服
（冬服）衿・袖に白線 ２本、（夏服）
白地、紺の衿と袖に白線 ２本、広幅
リボン

大宮高女 組合立→県
立

大正13年 セーラー衿のブレザー、
ベルト、 ３個釦

（冬服）紺地、（夏服）薄水色に白の
細縞

昭和 ７年 セーラー服
昭和 ９年 セーラー服 儀式に白ネクタイ蝶結び

昭和11年 セーラー服
（冬服）紺の衿・袖・胸当て・胸に
白線 １本、棒ネクタイ、衿後ろ井桁
線、（夏服）水色と白のギンガム地

昭和14年 セーラー服 衿と袖に白カバー

掛川高女 県立
大正14年 ステンカラー ベルト
昭和 ２年 セーラー服
昭和 ６年 セーラー服 紺衿・袖に白線 ２本

二俣高女 組合立→県
立

大正12年 ステンカラー 釦前開き、リボン

昭和 ６年 ステンカラー （冬服）紺、（夏服）白、衿・袖・胸
当て・ネクタイは水色地に白線 ２本

昭和 ９年 セーラー服
（冬服）衿・袖・胸当てに白線 ２ 本、
白ネクタイ蝶結び、（夏服）紺線、
紺ネクタイ

榛原実科高女→
榛原高女

組合立→県
立

大正10年 ９ 月 ツーピース（夏服）
大正11年 ツーピース（冬服）
大正12年 セーラー服に近い型 白衿、ネクタイ

大正15年 セーラー服 衿・袖・胸当て・胸に白線 ２本、紐
ネクタイ

藤枝高女 県立
大正13年 セーラー服
大正14年 セーラー服
大正15年 セーラー服
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富士高女 県立
昭和11年 セーラー服

（冬服）紺衿・袖・胸当て・胸ポ
ケットに白線 ２本、紺ネクタイ、白
衿、（夏服）白、水色衿・袖・胸当
て・胸ポケットに白線 ２本、水色ネ
クタイ、棒ネクタイ

昭和15年 セーラー服 白衿カバー

大仁実科高女→
大仁高女 県立

大正15年 ステンカラー、ベルト
昭和 ９年 セーラー服 白衿
昭和11年 セーラー服 衿、 ３本線

島田高女 県立 ～昭和 ８年 セーラー服
（冬服）紺の衿・袖・胸当て・胸に
白線 ２ 本、白衿、（夏服）白の衿・
袖・胸当て・胸に紺線 ２本、紺の棒
ネクタイ

下田高女 県立 史料確認ができない

浜松高女 市立
大正13年 ステンカラー 紐ネクタイ
昭和 ８年10月 セーラー服 紺衿に白線 ２線、白の三角タイ

森町高女 町立 ～昭和 ５年 ジャンパースカート

北浜高女 組合立 昭和 ８年 セーラー服
（冬服）紺の衿と袖に白線 ３ 本、胸
に白線 ２ 本、茶色の蝶結び、（夏
服）白地

伊東高女 組合立 ～昭和 ９年 セーラー服
（冬服）衿に白線 ２ 本、紺のネクタ
イ蝶結び、（夏服）白地、紺の衿と
袖に白線 ２本、紺のネクタイ蝶結び

西遠高女 私立
大正12年 ワンピース
昭和 ３年 ツーピース バンド
昭和 ７年 セーラー服 衿に黄金線、絹の黒ネクタイ

不二高女 私立 昭和 ２年 ４月 ジャンパースカート ベルトに「不二」、学年識別を胸章、
学生帽

静岡精華高女 私立
大正15年 セーラー服（標準服）
昭和 ２年10月 セーラー服

中泉高女 私立

～昭和 ４年 セーラー服 白衿、棒ネクタイ、大阪型

昭和 ８年 セーラー服 白衿、衿・袖・胸当て・胸に白線 ２
本、棒ネクタイ

昭和10年 セーラー服 ネクタイに白斜め線 ２本
誠心高女 私立 大正13年 セーラー服 紺衿に臙脂線 １本、棒ネクタイ

沼津精華高女 私立

昭和 ５年 テーラー型 （夏服）ジャンパースカート

昭和12年 セーラー服
（冬服）紺衿・袖に白線 ３ 本、（夏
服）白・紺衿・袖に白線 ３本、左胸
に徽章刺繍

富士見高女 私立
昭和 ３年 セーラー服

（冬服）衿・袖・胸当て・胸に白線
３ 本、ネクタイ、（夏服）白、衿・
袖に線 ３本、ネクタイ

～昭和 ８年 セーラー服 （夏服）蝶リボン

静岡英和女学校
→静陵高女 私立

大正11年 洋服
大正12年 セーラー服

熱海高女 市立 （昭和17年） 文部省標準服

沼津学園高女 私立 昭和17年 セーラー服 紺衿・袖・胸当てに白線 ２本、ネク
タイ

城内高女 私立 史料確認ができない
三島実科高女→
北豆高女 私立 昭和 ９年 セーラー服 紺衿・袖に白線 ２本

徳室学園女学校
→徳室高女 私立 史料確認ができない

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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た
め
、
大
正
十
三
年
に
裁
縫
科
教
員
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
。
冬
服
は
鬼
サ
ー
ジ
、
セ
ル
、
カ
シ
ミ
ヤ
の
セ
ー

ラ
ー
服
と
、
ギ
ャ
ザ
ー
ス
カ
ー
ト
、
黒
繻
子
の
衿
カ
バ
ー
に
細
長
い
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
た
。
夏
服
は
上
衣
が
白
木
綿
キ
ャ
ラ
コ
、
ポ
プ
リ

ン
、
ブ
ロ
ー
ド
で
、
衿
と
ス
カ
ー
ト
は
黒
と
紺
の
鬼
サ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
六
月
に
は
裁
縫
科
教
員
の
指
導
の
も
と
、
全
生
徒
が
夏
服
を
縫

製
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
新
入
生
の
セ
ー
ラ
ー
服
は
上
級
生
が
縫
製
し
、
冬
服
は
上
下
で
八
円
、
夏
服
は
上
衣
が
一
円
八
十
三
銭
で
あ
っ
た（

（12
（

。

　

大
正
十
五
年
に
は
衿
カ
バ
ー
か
ら
黒
繻
子
の
縁
取
り
、
ネ
ク
タ
イ
が
紺
繻
子
、
八
本
の
プ
リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
に
変
わ
り
、
昭
和
十
一
年

に
は
衿
・
袖
・
胸
当
て
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
夏
の
外
出
時
に
は
つ
ば
の
つ
い
た
帽
子
を
被
る
よ
う
に
な
っ
た（

（12
（

。
昭
和
十

五
年
に
は
衿
と
袖
口
に
白
の
カ
バ
ー
を
つ
け
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
の
入
学
生
は
「
白
い
カ
ラ
ー
の
セ
ー
ラ
ー
服
、
白
い
カ
フ
ス
。
ヒ
ダ

の
多
い
ス
カ
ー
ト
が
、
富
士
高
等
女
学
校
の
制
服
で
す
」
と
語
っ
て
い
る（

（12
（

。

　

デ
ザ
イ
ン
を
変
え
て
い
る
点
で
は
私
立
の
西
遠
高
女
も
同
じ
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
の
制
服
は
、
冬
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
は
水
浅
黄
色
の

ワ
ン
ピ
ー
ス
に
、「SH

G

」
と
赤
マ
ー
ク
の
入
っ
た
ベ
ル
ト
を
つ
け
、
フ
ェ
ル
ト
の
帽
子
を
被
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
年
に

は
そ
れ
ま
で
の
デ
ザ
イ
ン
を
踏
襲
し
つ
つ
、
ダ
ブ
ル
ボ
タ
ン
が
黒
の
ボ
ウ
と
な
り
、
ツ
ー
ピ
ー
ス
へ
と
変
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
七
年
に
衿

に
「
黄
金
色
」
の
線
を
入
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
さ
れ
た（

（13
（

。

　

大
宮
高
女
は
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
制
定
が
大
正
十
二
年
と
早
か
っ
た
が
、
当
初
の
そ
れ
は
衿
巾
が
細
く
て
釦
つ
き
の
前
開
き
で
、
ベ
ル
ト

を
つ
け
る
と
い
う
、
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
や
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
バ
ス
ガ
ー
ル
型
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
七
年
に
は
大
阪
型
の
よ
う
に

衿
と
袖
が
無
地
で
、
細
い
棒
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
が（

（13
（

、
そ
れ
も
生
徒
た
ち
か
ら
は
不
人
気
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
生
徒
は
「
制
服
は
セ
ー
ラ
ー
服
型
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
東
京
か
ら
転
校
し
て
き
た
人
の
襟
は
格
好
が
す
ご
く
い
い
の
に
、
私
達
の

は
襟
が
短
く
て
格
好
悪
い
ん
で
す
。
特
に
夏
服
は
、
他
校
は
白
な
の
に
、
大
宮
高
女
は
白
と
グ
レ
ー
の
霜
降
り
み
た
い
な
。
修
学
旅
行
や

静
岡
に
代
表
が
集
ま
る
な
ん
て
時
に
は
制
服
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
セ
ー
ラ
ー
へ
と
線
を
入
れ
て
も
ら
い
た
く
て
。
土
居
校
長
先
生
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の
お
嬢
さ
ん
が
同
級
だ
っ
た
の
で
皆
で
「
ね
え
、
お
父
さ
ん
に
言
っ
て
ー
、
こ
ん
な
制
服
に
し
な
い
で
、
線
を
入
れ
て
よ
そ
の
セ
ー
ラ
ー

服
み
た
い
に
し
て
」
な
ん
て
お
嬢
さ
ん
に
言
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
に
ね
」
と
回
想
し
て
い
る（

（13
（

。
そ
の
説
得
が
功
を
奏
し
た
の
か
。
生

徒
た
ち
か
ら
評
判
の
悪
か
っ
た
セ
ー
ラ
ー
服
の
デ
ザ
イ
ン
は
改
正
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
か
ら
式
日
に
は
白
絹
の
蝶
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
る
よ

う
に
な
り
、
同
十
一
年
の
セ
ー
ラ
ー
服
改
正
で
は
衿
・
袖
・
胸
当
て
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
白
線
一
本
を
入
れ
、
衿
の
後
ろ
は
十
文
字
に
交
わ

る
縁
取
り
と
な
っ
た（

（13
（

。

　

こ
の
よ
う
に
静
岡
県
で
は
少
し
ず
つ
進
化
を
遂
げ
な
が
ら
セ
ー
ラ
ー
服
の
デ
ザ
イ
ン
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
昭
和
天

皇
の
即
位
礼
の
記
念
事
業
と
し
て
洋
式
制
服
を
制
定
し
た
高
女
は
一
校
も
な
い
（
表
９
参
照
）。
ま
た
愛
知
県
と
同
様
に
多
く
の
高
女
で

セ
ー
ラ
ー
衿
に
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
静
岡
県
で
は
、
昭
和
十
四
年
三
月
三
十

一
日
に
統
一
規
定
を
設
け
、
四
月
一
日
か
ら
高
女
で
実
施
し
た
。
そ
の
規
定
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

品　

目

形　
　
　
　

状

色

品　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質

備　
　
　
　
　
　

考

帽

（
着
用
セ
ズ
）

夏
ハ
白
色
布
製
ノ
運
動
帽

又
ハ
之
ニ
類
似
ス
ル
モ
ノ

ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
得

校　

章

当
該
学
校
ノ
意
味
ヲ

ア
ラ
ハ
シ
タ
ル
モ
ノ

適　
　

宜

適　
　
　

宜

上　

衣

セ
ー
ラ
ー
型

紺
（
冬
）

白
（
夏
）

ス
テ
ー
プ
ル
フ
ァ
イ
バ
ー
サ
ー
ジ
（
冬
）

二

子

ポ

プ

リ

ン
（
夏
）

袴

襞
数
十
六
本
ア
ル
ス

カ
ー
ト

冬
上
衣
ニ

同
ジ

冬
上
衣
ニ
同
ジ

夏
服
兼
用
ト
ス

靴

ハ
イ
ヒ
ー
ル
ナ
ラ
ザ

ル
短
靴

黒

　
　

革

あ（
（13
（
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セ
ー
ラ
ー
服
で
冬
は
紺
の
ス
フ
の
サ
ー
ジ
、
夏
は
白
の
二
子
ポ
プ
リ
ン
、
ス
カ
ー
ト
の
襞
は
十
六
本
、
靴
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
は
な
い
黒

革
の
短
靴
、
帽
子
は
設
け
ず
、
夏
は
白
布
製
の
運
動
帽
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
被
っ
て
も
よ
い
と
定
め
た
。
ま
た
『
静
岡
民
友
新

聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
制
服
仕
様
書
」
か
ら
は
、
ス
カ
ー
ト
吊
り
と
バ
ン
ド
を
使
用
し
、
ネ
ク
タ
イ
は
紺
の
不
二
絹
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
記
事
と
写
真
か
ら
は
衿
と
袖
に
白
線
二
本
を
入
れ
、
両
部
分
に
浅
黄
色
の
カ
バ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
見
て
取
れ

る（
（13
（

。
こ
れ
は
両
部
分
だ
け
を
洗
濯
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
洗
濯
費
用
の
節
約
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
適
用
は
四
月
一
日
の
新
入
生
か
ら
で
あ
り
、
二
年
生
以
上
は
「
従
前
ノ
服
制
ニ
依
ル
」
と
し
た
。
ま
た
「
特
別
ノ
事
情

ア
ル
者
ニ
就
テ
ハ
学
校
長
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
前
項
ノ
規
定
ニ
依
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る（

（13
（

。
新
入
生
で
あ
っ
て
も
セ
ー
ラ
ー
服
の
お
下
が

り
を
譲
り
受
け
た
り
、
転
校
生
が
転
校
前
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
用
い
た
り
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
文
部
省
標
準
服
と
同
じ

よ
う
に
、
新
調
す
る
場
合
の
規
定
を
設
け
た
が
、
で
き
る
だ
け
代
用
で
き
る
も
の
は
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る（

（13
（

。

　

静
岡
県
で
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
規
定
を
設
け
た
こ
と
は
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る
影
響
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
。
そ
の
こ
と

は
国
が
推
奨
す
る
ス
フ
を
取
り
入
れ
て
い
る
点
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
ス
フ
の
受
容
が
急
増
し
た
こ
と
で
か
え
っ
て
価
格
が
高
騰

す
る
と
い
う
矛
盾
が
生
ま
れ
た
。
静
岡
県
教
務
課
と
工
務
課
と
が
協
議
し
、
六
月
に
は
純
綿
制
服
の
発
売
が
決
定
さ
れ
た（

（13
（

。
純
綿
紺
サ
ー

ジ
代
用
品
の
ス
カ
ー
ト
は
五
円
五
十
銭
、
純
白
ポ
プ
リ
ン
代
用
品
の
上
衣
に
浅
黄
色
の
衿
と
富
士
絹
紺
の
ネ
ク
タ
イ
で
四
円
六
十
銭
、
合

計
十
一
円
十
銭
で
あ
る
。
六
月
十
三
日
段
階
で
は
千
四
百
七
十
五
名
の
生
徒
が
申
し
込
ん
で
い
る（

（13
（

。

　

こ
れ
を
報
じ
る
『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
記
事
で
は
、「
女
生
徒
に
は
希
望
に
よ
り
生
地
で
分
け
て
自
製
も
さ
せ
る
方
針
で
あ
る（

（14
（

」
と
あ

る
が
、
学
校
で
生
徒
に
縫
製
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
誠
心
高
女
で
は
、
五
年
生
が
夏
服
、
四
年
生
が
冬
服
の
セ
ー

ラ
ー
服
を
縫
製
す
る
こ
と
で
、
上
級
生
と
下
級
生
と
の
心
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
「
洋
裁
の
教
材
」
と
し
て
作
ら
せ
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て
い
た
わ
け
だ
が
、「
こ
の
習
慣
は
昭
和
十
二
年
頃
ま
で
続
い
た（

（14
（

」
と
い
う
。
他
県
の
高
女
と
同
様
に
日
中
戦
争
に
よ
り
「
服
育
」
は
で

き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
四
年
の
規
定
に
よ
っ
て
静
岡
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
が
一
〇
〇
％
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
三
十
校
の
う
ち
二
十
五
校
が

セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
と
し
て
い
た
。
八
三
・
三
％
と
い
う
高
い
着
用
率
で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
に
踏
み
切
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

一
〇　

徹
底
で
き
な
か
っ
た
岡
山
県
の
標
準
服

　

岡
山
県
の
高
女
の
洋
装
化
は
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
に
岡
山
高
女
（
第
一
岡
山
高
女
と
改
称
）
が
洋
服
着
用
を
許
可
し
、
翌
十
一

年
に
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
定
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
（
写
真
14
参
照
）。
こ
の
型
は
大
正
十
四
年
六
月
に
玉
島
高
女
、
昭
和

二
年
ま
で
に
邑
久
高
女
、
同
四
年
に
総
社
高
女
が
取
り
入
れ
て
い
る
。
他
の
地
域
で
は
事
例
の
少
な
い
珍
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
岡
山

高
女
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

大
正
十
一
年
に
笠
岡
高
女
が
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
、
ベ
ル
ト
と
い
う
組
み
合
わ
せ
の
制
服
を
設
け
、
私
立
の
山

陽
高
女
は
洋
服
着
用
を
許
可
し
、
同
十
三
年
に
冬
服
は
紺
サ
ー
ジ
、
夏
服
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
制
服
と
し
た
。
井
原
高
女
は
、
大
正
十
一
年

六
月
に
夏
服
は
格
子
柄
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
、
翌
十
二
年
四
月
に
ヘ
チ
マ
衿
に
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
ベ
ル
ト
を
つ
け

て
大
黒
帽
を
被
る
と
い
う
バ
ス
ガ
ー
ル
の
よ
う
な
制
服
を
定
め
た
。

　

バ
ス
ガ
ー
ル
型
は
、
大
正
十
二
年
四
月
の
倉
敷
高
女
の
冬
服
、
同
十
三
年
六
月
の
勝
間
田
高
女
、
同
十
四
年
三
月
の
順
正
高
女
、
同
十

五
年
ま
で
に
制
定
し
た
瀬
戸
高
女
の
制
服
か
ら
見
て
取
れ
る
。
セ
ー
ラ
ー
服
は
、
大
正
十
三
年
六
月
に
林
野
高
女
、
同
十
四
年
二
月
に
津
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写真15　�岡山県和気高等女学校の冬服、
棒ネクタイの「大阪型」

（『卒業記念写真帖』昭和14年 ３ 月、岡山県立
和気閑谷高等学校所蔵）

写真14　岡山県第一岡山高等女学校の冬服
（『本科第三十七回卒業記念』昭和14年 ３ 月、
岡山県立操山高等学校所蔵）

山
高
女
が
制
服
に
し
て
い
る
（
表
10
参
照
）。

　

こ
の
流
れ
か
ら
も
、
関
東
大
震
災
よ
り
も
前
に
洋
装
化
は
は
じ

ま
り
、
当
初
は
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
大
黒
帽
に
ベ
ル
ト
を
取
り
入
れ
た

バ
ス
ガ
ー
ル
型
が
先
行
し
、
そ
れ
に
少
し
遅
れ
て
セ
ー
ラ
ー
服
が

出
て
き
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
大
正
十
一
年
に
開
校
し
た

和
気
高
女
で
は
、
同
十
三
年
ま
で
に
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
、
同
十
五

年
ま
で
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
る
（
写
真
15
参
照
）。

第
一
期
生
に
よ
れ
ば
「
和
気
女
学
校
の
目
印
に
と
、
は
か
ま
の
す

そ
に
二
本
の
紺
色
の
リ
ボ
ン
線
を
つ
け
た
ら
こ
れ
は
「
岡
山
県
立

一
女
と
同
じ
だ
」
と
文
句
が
で
て
あ
わ
て
、
あ
れ
や
、
こ
れ
や
と
、

生
徒
も
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
や
っ
と
で
き
た
の
が
紺
木
綿

の
セ
ー
ラ
ー
服
の
制
服
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
当
時

の
校
長
の
「
あ
の
制
服
は
ひ
ど
か
っ
た
の
う
」
と
い
う
感
想
を
引

き
な
が
ら
、
校
長
や
教
頭
は
「
明
治
の
質
素
倹
約
主
義
で
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
制
服
の
無
骨
な
の
も
、
そ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
の
で

し
よ
う（

（14
（

」
と
い
う
。

　

こ
れ
は
最
初
の
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
を
セ
ー
ラ
ー
服
と
勘
違
い
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
は
魅
力
が
な
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表10　岡山県の制服一覧
学校名 区分 制定年月 制服区分 内容

順正高女 県立
大正14年 ３ 月 ヘチマ衿 前開き ２個釦、ベルト、白衿あり
昭和 ３年 ３月 ヘチマ衿 棒ネクタイ、リボン

岡山高女→第一
岡山高女 県立

大正10年 洋服（夏服）

大正11年 ４ 月 ステンカラーのジャンパー
スカート

昭和 ２年 ６月 テーラーカラー（夏服） 棒ネクタイ
第二岡山高女 県立 （昭和11年） セーラー服 衿・袖に白線 ２本

笠岡高女 県立

大正11年 テーラーカラー ジャンパースカート、ベルト

昭和 ８年 ステンカラー
（冬服）白折衿、繻子のオリーブ
色リボン、（夏服）白ブラウス、
繻子のオリーブ色リボン

津山実科高女→
美作高女 公立

昭和 ３年 セーラー服
衿に茶色線 ２本、茶の棒ネクタイ、
スカート襞16本に白線（昭和 ３・
４年）

昭和 ８年 セーラー服 衿・袖・胸に白線 ２本、黒ネクタ
イ

津山高女 県立 大正14年 ２ 月 セーラー服 衿・袖に黒線 ２本、スカートに黒
線 １本、茶の蝶ネクタイ

西大寺高女 県立
昭和 ２年 セーラー服

（冬服）紺サージ衿・袖・胸に黒
線 ２ 本、スカートに黒線 １ 本、
（夏服）スモークグリーンに白線

昭和 ４～ ５年 セーラー服 （夏服）白ポプリン

観生高女 町村立
～昭和 ４年 ブレザー ３ 個釦、ベルト、ジャンパース

カート
～昭和 ９年 ステンカラー 棒ネクタイ
～昭和13年 セーラー服 蝶結び

倉敷高女 組合立→
県立

大正12年 ４ 月 紺サージ （冬服）ベルト、大黒帽、（夏服）
浅黄ギンガムツーピース

昭和 ３年 ４月 セーラー服 衿、胸当てに白線 ２ 本、白衿カ
バー

玉島高女 県立
大正14年 ６ 月 ステンカラーのジャンパー

スカート
～昭和12年 セーラー服 （夏服）紺衿・袖に白線 ２本

勝山高女 町村立
昭和 ３年 セーラー服 大阪型
昭和 ８年～10年 セーラー服 袖・胸に白線 ２本、白衿

井原高女 町立→県
立

大正11年 ６ 月 格子柄のワンピース（夏
服）

大正12年 ４ 月 ヘチマ衿
２個釦、ベルト、大黒帽、ジャン
パースカートに線 １本、胸当て有
り

昭和 ４年 セーラー服 衿と胸当てに白線 １本
～昭和 ９年 ステンカラー 棒ネクタイ、（夏服）上衣が白

矢掛高女 組合立

大正13年 テーラーカラー ベルト、大黒帽

～昭和 ６年 テーラーカラー （冬服）紺、（夏服）白、帽子、棒
ネクタイ

～昭和13年 セーラー服 （夏服）白地前開き ２ 個釦で紺
衿・袖・胸ポケットに白線 ３本

昭和13年 ６ 月 セーラー服

総社高女 県立 昭和 ４年 ステンカラーのジャンパー
スカート
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新見高女 組合立 ～昭和12年 セーラー服 白衿カバー、大阪型

味野高女（龍王
高女） 組合立 昭和11年 セーラー服

（冬服）紺サージ、衿・袖・胸に
白線 ２本、鼠色のネクタイ、フェ
ルト帽、（夏服）白、茶色不二絹
のネクタイ、麦藁帽

林野高女 町立→県
立 大正13年 ６ 月 セーラー服 白棒ネクタイ、大阪型

勝間田高女（林
野高女と合併） 町立 大正13年 ６ 月 ステンカラー ベルト、白衿

邑久高女 県立

～昭和 ２年 ステンカラーのジャンパー
スカート 大黒帽

～昭和 ４年 セーラー服
（冬服）紺衿・胸当て・胸ポケッ
トに線 ２ 本、（夏服）白、帽子、
棒ネクタイ、大阪型

～昭和15年 セーラー服 衿に白線 ２本

和気高女 組合立→
県立

～大正13年 テーラーカラー

～大正15年 セーラー服
（冬服）紺衿・胸当て・胸ポケッ
トに白線 ２ 本、（夏服）白衿・胸
当て・胸ポケットに線 ２本、白の
帽子

牛窓高女 町村立 ～昭和15年 セーラー服

瀬戸高女 組合立
～大正15年 ステンカラー ベルト、白衿

～昭和 ７年 セーラー服 白衿、紺サージ、黒の棒ネクタイ、
大阪型

生石高女 私立
年月不明 テーラーカラー

～昭和11年 セーラー服 衿・袖・胸に白線 ３本、リボンタ
イ、胸当て無し

落合高女 県立 昭和 ３年 セーラー服 衿、胸当てに白線 ２本

福渡高女 県立 昭和 ５年 セーラー服
（冬服）白衿、紺サージ、繻子の
紺ネクタイ、（夏服）薄い青鼠の
ギンガム、細紐リボン、大阪型

成羽高女 県立

昭和 ２年 ヘチマ衿 白衿、前開き ３個釦、ベルト
昭和13年 ６ 月 セーラー服 （夏服）白長袖

昭和14年 ４ 月 セーラー服 （冬服）棒ネクタイ、（儀式）白棒
ネクタイ、大阪型

清心高女 私立
～大正15年 セーラー服 （冬服）衿・袖に白線 ２本
昭和 ６年 丸衿のテーラーカラー ネクタイは白花結び
昭和15年 折衿型

山陽高女 私立

大正11年 洋服着用許可

大正13年 ４ 月 白折衿の紺サージ（冬服）、
ワンピース（夏服）

昭和 ９年 ６月 セーラー衿のワンピース
（冬服）衿・袖に白線 １ 本、オ
リーブグリーンネクタイ、（教諭
立岩孝代の考案）

就実高女 私立
大正14年 ヘチマ衿のワンピース
昭和 ３年 セーラー服 茶色のネクタイ、白衿

真備高女 私立
～昭和 ２年 セーラー服 白衿、前開き ５個釦、ベルト
～昭和12年 セーラー服 衿・袖に白線 ２本

日比高女→玉野
高女 町立 （昭和14年 ４ 月） セーラー服 衿に白線 ２本

各高等学校の記念誌および各高等学校の所蔵史料から作成。制定年月の（　）は開校を示す。
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か
っ
た
と
見
え
、
す
ぐ
に
衿
・
胸
当
て
・
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
白
線
二
本
を
入
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
え
て
い
る
。
も
う
一
点
興
味
深
い
の

は
、
和
気
高
女
の
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
が
、
第
一
岡
山
高
女
と
袴
の
裾
上
の
紺
線
二
本
と
が
同
じ
だ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
す
る
文
句
が
出

た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
だ
。
第
一
岡
山
高
女
は
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
え
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
県
下
初
の
高
女

の
デ
ザ
イ
ン
を
周
囲
の
高
女
に
追
従
す
る
か
た
ち
で
制
服
改
正
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
抵
抗
感
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

笠
岡
高
女
は
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
セ
ー
ラ
ー
服
で
は
な
く
、
白
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
に
繻
子
の
オ
リ
ー
ブ
色
リ
ボ
ン
と
い
う
制

服
に
変
更
し
た
。
昭
和
十
年
四
月
に
入
学
し
た
生
徒
は
「
幼
い
頃
の
夢
は
無
慚
に
も
破
ら
れ
、
普
通
の
衿
に
細
い
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
制
服

を
着
せ
ら
れ
ま
し
た
。（
中
略
）
私
達
の
型
を
好
む
人
は
殆
ん
ど
無
く
、
当
時
の
生
徒
は
温
順
な
の
で
ブ
ツ
ブ
ツ
言
い
乍
ら
も
着
用
致
し

て
居
り
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（14
（

。
こ
れ
は
子
供
の
頃
か
ら
笠
岡
高
女
の
制
服
姿
を
見
慣
れ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
着
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
た
の
に
突
然
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
反
動
だ
と
思
わ
れ
る
。
着
物
に
袴
を
着
よ
う
と
し
て
い
た
の
に
バ

ス
ガ
ー
ル
型
に
変
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
セ
ー
ラ
ー
服
で
あ
れ
ば
違
っ
た
感
想
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

倉
敷
高
女
で
は
大
正
十
二
年
四
月
に
紺
サ
ー
ジ
に
ベ
ル
ト
で
大
黒
帽
を
被
る
バ
ス
ガ
ー
ル
型
の
制
服
を
設
け
た
が
、
昭
和
四
年
に
そ
れ

を
着
た
五
年
生
は
修
学
旅
行
先
の
江
の
島
で
「
あ
な
た
達
は
ど
こ
の
バ
ス
ガ
ー
ル
で
す
か
と
聞
か
れ
て
一
寸
腹
を
立
て
ま
し
た
」
と
述
べ

て
い
る（

（14
（

。
昭
和
三
年
の
一
年
生
は
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
、
衿
と
袖
に
白
線
二
本
を
入
れ
た
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い
た
か
ら
、
そ
れ

を
着
て
い
れ
ば
嫌
な
思
い
を
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
笠
岡
高
女
と
は
異
な
る
選
択
を
行
っ
た
の
が
井
原
高
女
で
あ
る
。
井
原
高
女
は
校
長

の
交
代
に
よ
っ
て
制
服
が
バ
ス
ガ
ー
ル
型
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
更
し
て
い
る
。
大
正
十
二
年
四
月
の
制
服
は
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
カ
ゴ

大
学
を
卒
業
し
た
茂
原
茂
が
校
長
に
赴
任
す
る
と
、
彼
の
「
創
意
」
で
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
昭
和
四
年
四
月
に
校
長
が

楢
崎
操
一
に
交
代
す
る
と
、
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
変
っ
た
。
三
年
生
の
な
か
に
は
衿
だ
け
を
ヘ
チ
マ
衿
か
ら
セ
ー
ラ
ー
衿
に
替
え
た
生
徒
も

い
た（

（14
（

。



245

昭
和
戦
前
期
の
高
等
女
学
校
と
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
（
刑
部
）

　

昭
和
二
年
か
ら
三
年
に
な
る
と
、
成
羽
高
女
が
バ
ス
ガ
ー
ル
型
の
ヘ
チ
マ
衿
を
制
服
と
し
た
が
、
西
大
寺
高
女
、
津
山
実
科
高
女
（
昭

和
十
五
年
に
美
作
高
女
と
改
称
）、
勝
山
高
女
、
落
合
高
女
、
就
実
高
女
な
ど
、
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
服
と
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
く
る
。
そ

の
な
か
で
私
立
山
陽
高
女
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
昭
和
九
年
六
月
に
教
諭
立
石
孝
代
の
考
案
に
よ
り
、
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
か
ら
セ
ー

ラ
ー
衿
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
へ
と
改
正
し
て
い
る
。
衿
と
袖
に
白
線
一
本
を
入
れ
、
オ
リ
ー
ブ
グ
リ
ー
ン
の
ネ
ク
タ
イ
を
結
び
、
腰
に
は
ベ
ル

ト
を
締
め
る
。
一
見
す
る
と
セ
ー
ラ
ー
服
に
見
え
る
が
、
こ
れ
は
平
安
女
学
院
と
同
様
に
上
下
に
わ
か
れ
て
い
な
い
ワ
ン
ピ
ー
ス
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
山
陽
学
園
の
記
念
誌
で
は
「
セ
ー
ラ
ー
服
」
と
は
表
記
せ
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
「
セ
ー
ラ
ー
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
」
と
書
い
て
い
る（

（14
（

。

　

就
実
高
女
は
改
正
し
た
理
由
を
「
従
来
の
ヘ
チ
マ
衿
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
を
、
昭
和
三
年
に
当
時
全
国
的
に
女
学
生
の
憧
れ
の
的
と
な
っ
た

セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
た
」
と
記
し
て
い
る（

（14
（

。
も
し
も
昭
和
天
皇
の
即
位
式
の
記
念
事
業
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
明
記
す
る
は
ず
で

あ
る
。
ま
た
県
立
高
女
と
な
っ
た
年
に
洋
式
制
服
を
取
り
入
れ
た
の
は
昭
和
三
年
の
落
合
高
女
だ
け
だ
が
、
同
じ
く
昭
和
大
礼
や
高
女
昇

格
な
ど
の
理
由
は
書
い
て
い
な
い
。
こ
れ
以
降
は
、
昭
和
十
年
ま
で
の
間
に
セ
ー
ラ
ー
服
の
数
が
増
加
し
て
い
く
が
、
そ
の
な
か
で
も
岡

山
県
の
場
合
は
面
白
い
現
象
が
見
ら
れ
る
。

　

岡
山
県
の
セ
ー
ラ
ー
服
で
は
、
倉
敷
高
女
、
新
見
高
女
、
瀬
戸
高
女
、
福
渡
高
女
、
就
実
高
女
、
真
備
高
女
は
白
衿
を
つ
け
、
林
野
高

女
、
勝
山
高
女
、
福
渡
高
女
、
瀬
戸
高
女
、
邑
久
高
女
、
新
見
高
女
、
成
羽
高
女
が
「
大
阪
型
」
と
同
じ
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
白
衿
の

多
さ
は
愛
知
県
や
静
岡
県
と
同
じ
で
あ
る
。
真
備
高
女
は
昭
和
二
年
に
白
衿
前
開
き
三
つ
釦
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
制
定
し
た
が
、
生
徒
た
ち

は
「
な
ん
で
う
ち
の
学
校
だ
け
綿
サ
ー
ジ
の
制
服
じ
ゃ
ろ
う
な
、
他
の
学
校
は
皆
サ
ー
ジ
を
着
と
る
の
に
」
と
必
ず
し
も
満
足
し
て
い
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（14
（

。

　

し
か
し
、
こ
の
白
衿
姿
に
憧
れ
て
入
学
す
る
生
徒
も
い
た
。
昭
和
十
七
年
三
月
の
卒
業
生
は
、「
髪
を
三
組
み
に
し
た
白
衿
の
セ
ー

ラ
ー
服
姿
黒
靴
下
に
白
靴
の
お
姉
様
が
三
々
五
々
語
ら
っ
て
い
ら
し
ゃ
る
姿
を
見
た
と
き
、
幼
な
心
に
夢
の
よ
う
な
憧
れ
を
胸
深
く
き
ざ
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み
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
美
し
い
光
景
が
ど
う
し
て
も
忘
れ
ら
れ
ず
真
備
高
女
に
入
学
し
ま
し
た
」
と
回
想
し
て
い
る（

（14
（

。
宇
都
宮

第
一
高
女
の
生
徒
が
「
白
え
り
は
格
好
が
わ
る
い
、
子
供
じ
み
て
い
る
」
と
反
対
し
た
の
と
は
正
反
対
の
思
い
を
抱
い
て
い
る
。
地
域
と

育
つ
環
境
と
が
変
わ
る
と
、
同
じ
白
衿
に
対
す
る
思
い
に
も
違
い
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

邑
久
高
女
は
昭
和
二
年
ま
で
に
第
一
岡
山
高
女
の
よ
う
な
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
制
定
し
、
同
八
年
ま
で
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
、
瀬

戸
高
女
は
昭
和
七
年
ま
で
に
折
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
に
改
正
し
て
い
る
（
写
真
16
・
17
参
照
）。
ま
た
観
生
高
女
は
昭

和
四
年
ま
で
に
ブ
レ
ザ
ー
を
制
定
し
、
同
九
年
ま
で
に
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
へ
と
改
正
し
、
同
十
三
年
ま
で
に
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
し
て
い

る
（
表
10
参
照
）。

　

た
だ
し
、
観
生
高
女
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
は
衿
の
形
が
セ
ー
ラ
ー
で
な
い
点
を
除
け
ば
、
衿
や
袖
に
線
が
な
く
、
棒
ネ
ク
タ
イ
と
い
う

「
大
阪
型
」
で
あ
っ
た（

（15
（

。
生
地
の
地
質
を
統
一
し
、
無
駄
な
生
地
を
な
く
す
と
い
う
意
味
で
い
え
ば
、
セ
ー
ラ
ー
衿
よ
り
も
ス
テ
ン
カ

写真16　�岡山県邑久高等女学校の冬服、
棒ネクタイの「大阪型」

（『第十六回卒業記念写真』昭和12年 ３ 月、岡
山県立邑久高等学校所蔵）

写真17　岡山県瀬戸高等女学校の冬服
（『卒業記念』昭和 ７ 年 ３ 月、岡山県立瀬戸高
等学校所蔵）
ステンカラーとセーラー服とが混在している。
セーラー服は棒ネクタイの「大阪型」
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ラ
ー
を
選
ん
で
し
か
る
べ
き
だ
。
そ
の
よ
う
に
岡
山
県
の
当
局
も
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

　

岡
山
県
で
は
昭
和
十
四
年
十
月
に
標
準
服
を
制
定
し
た
。
難
波
知
子
氏
は
、
本
章
の
よ
う
な
具
体
的
な
実
証
研
究
は
せ
ず
、
岡
山
県
立

操
山
高
等
学
校
の
『
創
立
七
十
周
年
』
だ
け
を
手
が
か
り
に
「
昭
和
十
五
年
に
岡
山
県
で
標
準
服
が
制
定
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る（

（15
（

が
、

昭
和
十
四
年
の
誤
り
で
あ
る
。
筆
者
は
、
記
念
誌
の
記
述
だ
け
で
は
信
用
が
置
け
な
い
た
め
、
岡
山
操
山
高
等
学
校
で
所
蔵
す
る
史
料
を

写真18　岡山県制定の冬服とスカート
（『岡山県公報』昭和14年、岡山県立歴史記録資料館所蔵）。

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
六
日
付
の
学
校
新
聞
で
あ
る
『
花
橘
』
に
、

「
岡
山
県
下
女
子
中
等
学
校
生
徒
の
制
服
」
と
い
う
記
事
を
発
見
し
た
。
そ
の
記
事
に

は
絵
図
面
な
ど
内
容
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、「
十
月
一
日
附
の
県
公
報
に
、

熊
谷
知
事
の
名
を
以
て
大
要
左
の
如
く
発
表
さ
れ
た
」
と
あ
る（

（15
（

。

　

こ
の
内
容
は
記
念
誌
に
は
一
切
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
昭
和
十
四
年
十
月
一
日

の
『
岡
山
県
公
報
』
を
確
認
す
る
と
、「
公
私
立
中
等
学
校
青
年
学
校
小
学
校
幼
稚
園

職
員
並
ニ
公
私
立
中
等
学
校
青
年
学
校
生
徒
ノ
服
制
」
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
発
見
し

た
（
写
真
18
参
照
）。
今
ま
で
引
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
新
発
見
の
史
料
で
あ
る
。
女

子
生
徒
の
制
服
の
上
衣
は
セ
ー
ラ
ー
衿
で
は
な
く
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
で
、
ス
カ
ー
ト
は
前

後
各
二
個
、
左
右
各
一
個
の
「
筥
襞
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
る

資
源
の
節
約
を
目
的
と
し
て
、
生
地
を
多
く
使
う
セ
ー
ラ
ー
衿
と
襞
の
多
い
ス
カ
ー
ト

を
禁
止
し
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
だ
が
、
こ
の
史
料
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
こ
と
が

「
附
則
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
は
「
本
令
ハ
公
布
ノ
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス
、
但
シ
昭
和
十
八
年
三
月
三
十
一
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日
迄
ハ
従
前
ノ
服
装
ニ
依
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う（

（15
（

。
つ
ま
り
、
昭
和
十
四
年
十
月
一
日

か
ら
新
た
に
制
服
を
新
調
す
る
場
合
は
、
こ
の
絵
図
面
と
規
定
に
も
と
づ
い
て
作
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
年
度
の
新
入
生
が
卒
業
す
る
昭
和
十
八
年
三
月
ま
で
は
従
来

の
制
服
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
実
、
昭
和
十
四
年
十
月

四
日
の
『
合
同
新
聞
』
で
は
「
学
務
部
長
か
ら
服
制
実
施
に
就
て
注
意
」
と
し
て
「
徒

に
新
調
を
急
ぐ
な
」
と
報
じ
て
い
る
。「
統
一
さ
れ
る
岡
山
県
下
学
園
の
服
制
」
の
主

旨
は
、
服
装
の
「
虚
栄
を
戒
め
」、「
学
校
生
活
の
能
率
を
高
め
」、「
養
護
上
の
合
理
化

を
図
る
と
共
に
国
防
上
産
業
上
に
資
せ
し
め
ん
と
す
る
」
も
の
だ
と
い
う（

（15
（

。
こ
の
点
を

看
過
し
て
し
ま
う
と
、
昭
和
十
五
年
四
月
か
ら
岡
山
県
下
で
は
す
べ
て
こ
の
デ
ザ
イ
ン

に
統
一
さ
れ
た
と
思
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
『
岡
山
県
公
報
』
の
記
事
を
学
校
新
聞
に
載
せ
て
い
た
岡
山
県
第
一
岡
山
高
女
の
様

写真19　岡山県第一岡山高等女学校の集合写真
（岡山県立操山高等学校所蔵）

前列 ２ 人は第一岡山高女の冬服、後列左側は岡山県制定
の冬服、右側は昭和16年制定の文部省標準服を着ている。

子
を
見
て
み
よ
う
。
岡
山
県
立
操
山
高
等
学
校
の
『
創
立
百
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
岡
山
高
女
で
は
昭
和
十
五
年
四
月
か
ら
「
岡
山
県

で
制
定
さ
れ
た
制
服
が
導
入
さ
れ
、
大
正
十
一
年
に
本
校
が
定
め
た
制
服
が
廃
止
さ
れ
た
」
と
い
う（

（15
（

。
大
正
十
一
年
に
制
定
し
た
制
服
は
、

紺
サ
ー
ジ
で
黒
貝
六
個
釦
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
冬
服
と
、
六
月
に
同
型
で
白
と
お
納
戸
色
の
格
子
の
夏
服
で
あ
っ
た
。
夏
服
は
、
昭
和
二

年
六
月
に
棒
ネ
ク
タ
イ
の
セ
ー
ラ
ー
服
に
変
わ
っ
た
が
、
冬
服
に
変
わ
り
が
な
か
っ
た
。

　

第
一
岡
山
高
女
で
従
来
の
制
服
が
廃
止
と
な
れ
ば
全
生
徒
が
標
準
服
を
着
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
実
態
は
違
っ
て
い
る
。『
創

立
百
年
史
』
で
は
昭
和
十
五
年
四
月
か
ら
標
準
服
に
変
わ
っ
た
と
い
う
の
だ
が
、
岡
山
県
立
操
山
高
等
学
校
に
現
存
す
る
同
年
四
月
以
降

の
第
一
岡
山
高
女
の
集
合
写
真
を
見
る
と
、
新
旧
の
制
服
が
交
じ
っ
て
い
る
（
写
真
19
参
照
）。
岡
山
県
第
二
岡
山
高
女
の
昭
和
十
八
年
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度
の
学
級
写
真
で
は
、
同
十
四
年
入
学
の
五
年
生
に
数
名
着
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
が
、
同
十
六
年
入
学
の
三
年
で
は
数
名
が
文
部
省

標
準
服
に
袖
を
通
し
て
い
る
も
の
の
、
岡
山
県
統
一
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
は
写
っ
て
い
な
い（

（15
（

。
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
に
現
存
す
る

和
気
高
女
と
、
岡
山
県
立
矢
掛
高
等
学
校
に
現
存
す
る
矢
掛
高
女
の
卒
業
記
念
写
真
帖
を
見
て
も
、
岡
山
県
統
一
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
着

る
生
徒
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
も
し
も
セ
ー
ラ
ー
服
が
嫌
い
な
ら
、
昭
和
十
五
年
以
降
に
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
制
服
に
着
替
え
た
は
ず
で

あ
る
。

　

笠
岡
高
女
の
昭
和
十
八
年
の
卒
業
写
真
で
は
、
昭
和
八
年
に
改
正
し
た
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
の
制
服
を
着
て
お
り
、
同
十
九
年
の
卒
業
生
が

そ
れ
に
モ
ン
ペ
姿
、
同
二
十
年
の
卒
業
生
が
そ
れ
に
混
じ
っ
て
文
部
省
標
準
服
が
散
見
さ
れ
る（

（15
（

。
も
と
も
と
折
衿
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
で

あ
っ
た
た
め
、
岡
山
県
統
一
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
着
て
い
た
と
し
て
も
区
別
が
つ
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
岡
山
県
統
一
の
ス

テ
ン
カ
ラ
ー
は
一
年
と
い
う
短
命
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
昭
和
十
六
年
四
月
か
ら
は
そ
れ
に
代
わ
る
全
国
統
一
型
の
文
部
省

標
準
服
が
定
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

岡
山
県
で
は
県
下
初
の
第
一
岡
山
高
女
が
独
特
の
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
始
め
、
当
初
バ
ス
ガ
ー
ル
型
で
あ
っ
た
高
女
の
中
で
も
ス
テ
ン
カ

ラ
ー
を
制
定
す
る
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
型
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
衿
を
生
地
の
少
な
い
折
衿
に
し
た
だ
け
で
「
大
阪
型
」
と
同
じ
で

あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
を
標
準
服
と
し
た
が
、
県
下
で
は
そ
れ
ま
で
に
三
十
校
の
う
ち
二
十
四
校
の
高
女
が
独
自
に
セ
ー

ラ
ー
服
を
制
定
し
て
い
た
（
着
用
率
八
〇
％
）。
岡
山
県
で
の
セ
ー
ラ
ー
服
の
人
気
は
、
県
下
初
の
高
女
の
制
服
や
標
準
服
の
公
布
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
。
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こ
れ
ま
で
手
付
か
ず
で
あ
っ
た
高
女
の
制
服
の
統
一
化
の
有
無
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
愛
知
県
、
山
口
県
、
広
島
県
、
宮

城
県
、
静
岡
県
が
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
を
実
施
し
、
岡
山
県
と
富
山
県
と
が
そ
れ
と
は
異
な
る
デ
ザ
イ
ン
の
標
準
服
を
設
け
、
福
岡
県

が
生
地
の
統
一
を
図
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
で
福
岡
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
で
は
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
を
指
示
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
証
明
で
き
た
。

　

セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
を
実
施
し
た
県
で
は
、
そ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
る
よ
り
も
前
か
ら
セ
ー
ラ
ー
服
の
着
用
率
が
過
半
数
を
超
え
て

い
た
。
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
福
岡
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
で
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
富
山
県
で
ボ
ッ
ク
ス
型
の
ブ
レ
ザ
ー
を
標
準
服
と
し

た
の
は
、
他
県
に
比
べ
て
セ
ー
ラ
ー
服
の
着
用
率
が
低
い
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
。
岡
山
県
で
テ
ー
ラ
ー
カ
ラ
ー
の
標
準
服
を
設
け
た
の

は
、
県
下
初
の
高
女
で
あ
る
第
一
岡
山
高
女
が
セ
ー
ラ
ー
服
で
な
く
、
同
校
の
影
響
を
受
け
て
同
じ
よ
う
な
制
服
を
設
け
て
い
た
高
女
が

複
数
存
在
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

大
正
末
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
セ
ー
ラ
ー
服
が
学
校
側
と
生
徒
の
意
向
で
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
県
か
ら
の
指
示
に
よ
っ

て
強
制
さ
れ
て
普
及
し
た
の
で
は
な
い
。
県
に
よ
る
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
は
、
昭
和
初
期
の
恐
慌
に
よ
る
経
済
不
況
へ
の
対
策
で
あ
っ

た
。
同
じ
規
格
に
よ
る
素
材
を
使
用
す
れ
ば
、
高
女
や
洋
服
店
に
よ
っ
て
価
格
の
差
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
。
安
価
な
規
格
に
設
定
す

る
こ
と
で
、
家
庭
の
負
担
を
減
ら
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
福
岡
県
、
愛
知
県
、
山
口
県
、
広
島
県
、
宮
城
県
の
意
図
は
、
そ
こ
に
あ
っ

た
。
昭
和
十
二
年
七
月
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
翌
年
か
ら
国
家
総
動
員
法
が
施
行
さ
れ
る
と
、
国
防
上
か
ら
の
観
点
が
重
視
さ
れ
、
生

地
に
代
用
品
の
ス
フ
が
使
用
さ
れ
た
り
、
白
衿
カ
バ
ー
を
つ
け
て
洗
濯
費
の
軽
減
を
図
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。
富
山
県
、
静
岡
県
、

岡
山
県
の
意
図
は
、
戦
時
経
済
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
高
女
の
制
服
の
統
一
化
を
図
っ
た
県
で
も
、
そ
の
目
的
は
大
き
く
二
つ
の
段
階
に
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
す

べ
て
「
戦
時
体
制
へ
の
対
応
」
に
よ
る
と
い
う
難
波
知
子
氏
の
指
摘
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
難
波
氏
は
、
福

岡
県
、
群
馬
県
、
栃
木
県
で
も
制
服
を
統
一
さ
れ
た
と
断
言
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
根
拠
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
難
波
氏
の
研
究
者
と
し

て
の
致
命
傷
は
、
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
先
行
研
究
や
記
念
誌
の
記
述
を
鵜
呑
み
に
し
て
孫
引
き
し
、
自
身
で
は
一
切
実
証
し
な
い

こ
と
だ
。
そ
の
研
究
姿
勢
は
次
の
よ
う
に
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

日
本
の
女
学
生
の
通
学
服
が
洋
装
に
切
り
替
わ
っ
た
の
は
一
九
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
で
す
。
第
一
次
世
界
大
戦
や
生
活
改
善
運
動

を
背
景
と
し
て
、
洋
装
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
頃
、
関
東
大
震
災
を
経
験
し
、
洋
装
へ
の
流
れ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。
ま
た

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
）
に
「
郡
制
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
郡
立
高
等
女
学
校
が
県
立
高
等
女
学
校
に
昇
格
し
ま
し
た
。
こ

の
記
念
事
業
と
し
て
洋
服
に
変
え
る
ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
ね
。
そ
の
他
、
校
舎
の
新
築
記
念
や
昭
和
天
皇
の
即
位
記
念
な
ど
も
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す（

（15
（

。

　

ど
こ
に
そ
の
よ
う
な
証
拠
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
断
言
（
ま
た
は
本
論
に
反
論
）
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
国
の
高
女
で
郡

立
か
ら
県
立
に
昇
格
し
た
年
に
、
そ
の
記
念
事
業
と
し
て
何
校
が
洋
式
制
服
お
よ
び
標
準
服
な
ど
を
設
け
て
い
る
の
か
、
同
じ
よ
う
に
昭

和
天
皇
の
即
位
記
念
と
し
て
何
校
が
そ
れ
ら
を
設
け
て
い
る
の
か
統
計
デ
ー
タ
で
示
す
必
要
が
あ
る（

（15
（

。
た
だ
し
、
制
定
年
が
重
な
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
く
、
記
念
事
業
と
い
う
明
確
な
証
拠
が
な
け
れ
ば
数
に
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
実
証
作
業
は
一
切
し
て
い

な
い
。
難
波
氏
は
思
い
付
き
で
書
い
て
い
る
わ
け
だ
が
、
お
そ
ら
く
読
者
は
疑
う
こ
と
な
く
理
解
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

関
東
大
震
災
の
経
験
が
洋
装
へ
の
流
れ
に
拍
車
を
か
け
た
と
い
う
証
拠
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
取
り
上
げ
た
十
県
を
見
て
も
、

高
女
の
洋
装
化
と
関
東
大
震
災
を
結
び
つ
け
る
証
拠
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
高
女
の
洋
式
制
服
の
制
定
は
、
郡
制
が
廃
止
さ
れ

て
県
立
高
女
に
昇
格
し
た
と
か
、
昭
和
大
礼
の
記
念
事
業
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
証
明
し
た
。
仮
に
県
下
に
一
校
か
二
校
存
在
し
た
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と
し
て
も
、
そ
れ
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
き
っ
か
け
と
い
う
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
合
算
し
て
全
体
の
過
半
数
は
必

要
で
は
な
い
か
。

　

高
女
の
洋
装
化
は
、
大
正
八
年
か
ら
起
き
る
生
活
改
善
運
動
が
全
国
各
地
に
伝
播
し
、
そ
の
運
動
の
流
れ
の
な
か
で
徐
々
に
各
県
で
実

践
す
る
学
校
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
本
論
の
十
県
で
も
関
東
大
震
災
よ
り
も
前
か
ら
バ
ス
ガ
ー
ル
型
の
制
服
が
登
場
し
て
い
る

の
に
見
て
取
れ
る
。
そ
れ
が
セ
ー
ラ
ー
服
へ
と
改
正
さ
れ
る
。
デ
ザ
イ
ン
的
に
美
し
い
セ
ー
ラ
ー
服
は
生
徒
た
ち
か
ら
人
気
が
あ
っ
た
。

修
学
旅
行
先
で
バ
ス
ガ
ー
ル
や
女
工
に
間
違
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
学
校
側
で
は
作
り
易
い
セ
ー
ラ
ー
服
の
方
が
「
服
育
」
に
適
し
て

い
た
。
こ
う
し
た
要
素
が
重
な
る
こ
と
で
、
各
県
下
で
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る（

（16
（

。
本
論
で
統
計
的
に
考
察
し
た
十
県
の
検
討
結
果
に

よ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が
実
情
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

注（
１
）　

豊
原
繁
子
「
女
子
学
生
・
生
徒
の
制
服
に
つ
い
て
」
第
二
報
（『
東
京
家
政
学
院
大
学
紀
要
』
六
、
一
九
六
七
年
十
二
月
）
が
広
島
県
、
蓮
池
義
治

「
近
代
教
育
史
よ
り
み
た
女
学
生
の
服
装
の
変
遷
」
四
（『
神
戸
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
九
、
一
九
八
六
年
三
月
）
が
群
馬
県
、
栃
木
県
、

静
岡
県
、
高
木
明
日
香
「
女
子
中
等
教
育
機
関
の
洋
装
制
服
の
普
及
過
程
と
そ
の
意
味
―
一
九
一
〇
年
代
後
半
～
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
―
」

（『
教
育
学
雑
誌
』
三
九
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
が
広
島
県
、
群
馬
県
、
難
波
知
子
『
学
校
制
服
の
文
化
史
―
日
本
近
代
に
お
け
る
女
子
生
徒
制
服

の
変
遷
―
』（
創
元
社
、
二
〇
一
二
年
）
が
上
記
に
加
え
て
宮
城
県
、
愛
知
県
、
岡
山
県
、
福
岡
県
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
２
）　

同
右
『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
三
一
四
～
三
一
五
頁
。

（
３
）　
「
お
茶
の
水
女
子
大
学
難
波
知
子
先
生
に
聞
く
」（
内
田
静
枝
編
『
セ
ー
ラ
ー
服
と
女
学
生
』
河
出
書
房
、
二
〇
一
八
年
三
月
、
一
五
四
頁
）。

（
４
）　
『
創
立
五
十
年
史
』
福
岡
県
立
朝
倉
高
等
学
校
、
一
九
五
九
年
、
二
八
五
頁
。

（
５
）　
『
創
立
九
十
周
年
記
念
誌
』
福
岡
県
立
筑
紫
中
央
高
等
学
校
、
二
〇
〇
八
年
、
四
五
頁
。
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（
６
）　
『
宗
像
高
校
六
十
年
史
』
福
岡
県
立
宗
像
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
六
二
頁
。

（
７
）　

同
右
、
七
八
頁
。

（
８
）　
『
福
岡
日
日
新
聞
』
昭
和
五
年
九
月
四
日
朝
刊
（
福
岡
県
立
図
書
館
所
蔵
）。
な
お
、
昭
和
五
年
九
月
十
三
日
の
『
教
育
週
報
』
で
も
「
男
女
中
等

学
校
の
制
服
を
統
一
す
る　

学
用
品
経
済
化
の
第
一
歩
に
福
岡
県
で
着
手
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（『
教
育
週
報
』
六
、
大
空
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
９
）　

同
右
、
昭
和
六
年
二
月
五
日
朝
刊
、
二
月
六
日
朝
刊
。

（
10
）　

同
右
、
昭
和
六
年
二
月
十
一
日
、
朝
刊
。

（
11
）　

同
右
、
昭
和
六
年
四
月
三
日
、
朝
刊
。

（
12
）　
「
時
報
」（『
被
服
』
五
―
一
、
一
九
三
四
年
一
月
）。

（
13
）　

大
阪
府
学
務
部
長
鈴
木
登
は
、
大
阪
府
中
等
学
校
の
制
服
統
一
化
に
つ
い
て
「
抑
々
制
服
統
一
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
経
費
の
節
減
、
規
格

の
統
一
、
服
装
及
生
活
の
単
純
化
の
他
挙
げ
来
れ
ば
、
経
済
上
、
衛
生
上
及
教
育
上
か
ら
未
だ
い
く
つ
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
出
発
点
の
第
一

は
、
主
と
し
て
父
兄
の
負
担
を
軽
減
し
た
い
と
い
ふ
点
に
あ
る
」（『
被
服
』
一
―
三
、
一
九
三
〇
年
七
月
）
と
明
言
し
て
い
る
。
男
子
中
学
校
の

制
服
統
一
化
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
。

（
14
）　

前
掲
注
（
１
）『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
三
一
四
～
三
一
五
頁
。

（
15
）　
『
創
立
四
十
年
史
』
福
岡
県
立
西
福
岡
高
等
学
校
、
一
九
六
五
年
、
三
一
頁
。

（
16
）　
『
福
岡
日
日
新
聞
』
昭
和
五
年
十
一
月
四
日
朝
刊
、
五
日
朝
刊
、
同
六
年
二
月
六
日
朝
刊
。

（
17
）　
『
愛
知
県
第
一
高
等
女
学
校
史
』
愛
知
県
第
一
高
等
女
学
校
史
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、
一
一
一
～
一
一
四
頁
。

（
18
）　
『
椙
山
女
学
園
七
十
五
年
史
』
椙
山
女
学
園
、
一
九
八
〇
年
、
一
四
三
頁
。

（
19
）　

同
右
、
七
七
頁
。

（
20
）　

同
右
、
一
四
四
～
一
四
六
頁
。

（
21
）　
『
国
府
高
校
創
立
六
〇
年
誌
』
愛
知
県
立
国
府
高
等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
一
三
八
頁
。
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（
22
）　
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
、
一
九
七
四
年
、
一
一
頁
。

（
23
）　
『
愛
知
県
立
半
田
高
等
学
校
誌
』
愛
知
県
立
半
田
高
等
学
校
創
立
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
八
〇
年
、
一
九
八
～
一
九
九
頁
。

（
24
）　
『
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
』
愛
知
県
立
新
城
高
等
学
校
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
八
二
年
、
四
六
頁
。

（
25
）　
『
写
真
六
十
年
史
』
愛
知
県
立
岡
崎
北
高
等
学
校
、
一
九
六
七
年
、
五
四
頁
。

（
26
）　
『
足
立
学
園
七
十
年
史
』
足
立
学
園
、
一
九
九
六
年
、
一
六
二
頁
。

（
27
）　
『
六
十
年
史
』
愛
知
県
立
安
城
高
等
学
校
、
一
九
八
〇
年
、
二
六
頁
。

（
28
）　
『
愛
知
県
立
明
和
高
等
学
校
史
』「
明
和
会
」
明
和
高
等
学
校
設
立
五
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
九
八
年
、
二
二
三
頁
。

（
29
）　
『
世
紀
を
こ
え
て
―
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
ア
ル
バ
ム
―
』
豊
橋
東
高
等
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
六

頁
。

（
30
）　
「
時
報
」（『
被
服
』
三
―
一
、
一
九
三
二
年
一
月
）。

（
31
）　
「
女
子
中
等
学
校
生
徒
服
装
ニ
関
ス
ル
件
」（『
愛
知
県
公
報
』
昭
和
七
年
一
月
二
十
六
日
、
彙
報
）
愛
知
県
公
文
書
館
所
蔵
。

（
32
）　
『
愛
知
県
議
会
史
』
六
、
愛
知
県
議
会
、
一
九
六
七
年
、
八
六
二
～
八
六
三
頁
、
九
一
七
～
九
一
八
頁
。

（
33
）　
『
国
府
高
校
創
立
六
〇
年
誌
』
国
府
高
等
学
校
創
立
六
〇
周
年
実
行
委
員
会
、
一
九
七
八
年
、
一
三
～
一
五
頁
。

（
34
）　
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
、
一
九
七
四
年
、
五
六
頁
、『
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
―
七
十
年
の
あ
ゆ
み
―
』
愛
知
県
立
尾
北

高
等
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
、
一
九
九
一
年
、
六
四
頁
。

（
35
）　
『
犬
山
高
校
の
九
〇
年
』
愛
知
県
立
犬
山
高
等
学
校
内
創
立
九
〇
周
年
記
念
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
八
頁
、『
五
十
年
史
』
愛
知
県
立
豊

田
東
高
等
学
校
、
一
九
七
三
年
、
八
四
頁
。

（
36
）　

拙
著
『
金
城
学
院
セ
ー
ラ
ー
服
の
歴
史
―
金
城
学
院
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
―
』
学
校
法
人
金
城
学
院
、
二
〇
一
九
年
、
二
～
三
頁
。

（
37
）　
『
か
た
ば
み
―
山
口
県
立
宇
部
高
等
学
校
創
立
五
〇
周
年
沿
革
小
史
―
』
山
口
県
宇
部
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
二
五
頁
。

（
38
）　

同
右
、
二
六
頁
。
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（
39
）　
『
創
立
七
十
五
周
年
記
念
柳
井
高
等
学
校
史
』
山
口
県
立
柳
井
高
等
学
校
、
一
九
八
六
年
、
四
三
二
頁
。

（
40
）　
『
山
口
県
立
下
関
南
高
等
学
校
沿
革
史
「
六
十
年
の
歩
み
」』
山
口
県
立
下
関
南
高
等
学
校
、
一
九
六
六
年
、
一
一
〇
頁
～
一
一
二
頁
。

（
41
）　
『
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
百
年
史
』
山
口
県
立
山
口
中
央
高
等
学
校
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
〇
頁
～
一
五
二
頁
。

（
42
）　
『
山
口
県
立
山
口
農
業
高
等
学
校
百
年
史
』
山
口
県
立
山
口
農
業
高
等
学
校
百
年
史
同
窓
会
、
一
九
八
七
年
、
四
七
六
頁
～
四
七
七
頁
。

（
43
）　

同
右
、
四
七
六
頁
～
四
七
七
頁
。

（
44
）　
『
山
口
県
立
防
府
高
等
学
校
百
年
史
』
山
口
県
立
防
府
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
五
一
九
頁
～
五
二
〇
頁
。

（
45
）　
『
長
府
高
等
学
校
六
十
年
史
』
山
口
県
立
長
府
高
等
学
校
、
一
九
七
二
年
、
九
九
頁
～
一
〇
〇
頁
。

（
46
）　

同
右
、
一
〇
一
～
一
〇
二
頁
。

（
47
）　

同
右
、
一
〇
二
頁
。

（
48
）　
『
馬
関
毎
日
新
聞
』
一
九
三
〇
年
九
月
二
十
一
日
、
朝
刊
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
）。

（
49
）　
『
山
口
県
教
育
史
』
財
団
法
人
山
口
県
教
育
会
、
一
九
八
六
年
、
四
五
八
頁
。

（
50
）　
『
山
口
県
会
史
』
山
口
県
議
会
、
一
九
五
八
年
、
一
〇
四
七
頁
。

（
51
）　

前
掲
『
馬
関
毎
日
新
聞
』
一
九
三
一
年
七
月
十
八
日
、
夕
刊
。

（
52
）　

同
右
。

（
53
）　
『
山
口
県
報
』
昭
和
七
年
訓
令
第
一
五
号
（
山
口
県
立
山
口
図
書
館
所
蔵
）。

（
54
）　
『
三
田
尻
女
子
高
等
学
校
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
―
『
至
誠
一
貫
』
写
真
で
た
ど
る
三
田
尻
女
子
高
等
学
校
の
歩
み
―
』
三
田
尻
女
子
高
等
学
校
、

二
〇
〇
二
年
、
四
四
頁
。

（
55
）　
『
皆
実
有
朋
百
周
年
記
念
誌
』
広
島
県
立
広
島
皆
実
高
等
学
校
、
二
〇
〇
一
年
、
四
三
～
四
四
頁
。

（
56
）　

同
右
、
四
五
頁
。

（
57
）　

同
右
、
四
五
九
頁
。
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（
58
）　
『
広
島
市
高
等
女
学
校
広
島
市
舟
入
高
等
学
校
同
窓
会
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
』
広
島
市
高
等
女
学
校
広
島
市
舟
入
高
等
学
校
同
窓
会
、
一
九
八
一

年
、
二
一
頁
、
二
五
～
二
七
頁
。

（
59
）　

同
右
、
三
八
頁
、
五
七
頁
。

（
60
）　
『
世
羅
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
広
島
県
立
世
羅
高
等
学
校
、
一
九
九
六
年
、
二
九
二
～
二
九
三
頁
。

（
61
）　

同
右
、
二
九
六
頁
。

（
62
）　

同
右
、
二
四
二
頁
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
。

（
63
）　
『
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』
広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
五
一
～
五
二
頁
。

（
64
）　

同
右
、
五
二
頁
、
五
〇
〇
頁
。

（
65
）　
「
時
報
」（『
被
服
』
四
―
二
、
一
九
三
三
年
四
月
）。

（
66
）　
『
中
国
新
聞
』
昭
和
八
年
二
月
十
四
日
、
朝
刊
。

（
67
）　
『
広
島
県
報
』
昭
和
八
年
第
六
〇
七
号
（
広
島
県
立
文
書
館
所
蔵
）。

（
68
）　
『
河
内
高
校
七
十
年
誌
』
広
島
県
立
河
内
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
二
〇
二
頁
。

（
69
）　
『
創
立
百
周
年
記
念
誌
広
島
県
立
尾
道
東
高
等
学
校
』
広
島
県
立
尾
道
東
高
等
学
校
浦
曙
会
、
二
〇
〇
九
年
、
二
三
～
二
四
頁
。

（
70
）　

前
掲
注
（
55
）『
皆
実
有
朋
百
周
年
記
念
誌
』
七
四
頁
。

（
71
）　

前
掲
注
（
68
）『
河
内
高
校
七
十
年
誌
』
三
四
～
三
六
頁
。

（
72
）　

前
掲
注
（
63
）『
創
立
七
十
周
年
記
念
誌
』
広
島
県
立
福
山
葦
陽
高
等
学
校
、
五
〇
〇
頁
。

（
73
）　
『
沼
女
五
十
年
』
群
馬
県
立
沼
田
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
二
年
、
四
五
頁
。

（
74
）　

同
右
、
八
二
五
～
八
二
六
頁
。

（
75
）　
『
前
橋
女
子
高
校
六
十
年
史
』
上
、
群
馬
県
立
前
橋
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
三
年
、
三
一
四
頁
。

（
76
）　
『
富
岡
東
高
校
の
歩
み
―
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
―
』
群
馬
県
立
富
岡
東
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
一
四
頁
。
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（
77
）　

同
右
、
二
四
頁
。

（
78
）　
『
館
林
女
子
高
校
六
十
年
史
』
群
馬
県
立
館
林
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
一
九
一
～
一
九
二
頁
。

（
79
）　

同
右
、
二
七
九
～
二
八
〇
頁
。

（
80
）　
『
安
中
高
校
の
六
十
年
』
群
馬
県
立
安
中
高
等
学
校
、
一
九
八
〇
年
、
七
七
頁
。

（
81
）　
『
渋
女
六
〇
年
誌
』
群
馬
県
立
渋
川
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
一
年
、
一
四
三
～
一
四
四
頁
。

（
82
）　

同
右
、
一
四
四
頁
。

（
83
）　

前
掲
注
（
１
）『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
三
一
四
頁
。

（
84
）　

前
掲
注
（
78
）『
館
林
女
子
高
校
六
十
年
史
』
二
八
一
頁
。

（
85
）　
『
六
十
年
史
』
宮
城
県
第
一
女
子
高
等
学
校
、
一
九
六
一
年
、
一
九
六
～
一
九
八
頁
、
二
五
一
～
二
五
二
頁
。

（
86
）　
『
五
十
年
の
あ
ゆ
み
』
宮
城
県
第
三
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
四
年
、
一
〇
頁
。

（
87
）　
『
宮
城
県
古
川
女
子
高
等
学
校
五
〇
年
史
』
宮
城
県
古
川
女
子
高
等
学
校
創
立
五
〇
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
、
一
九
七
〇
年
、
一
二
頁
。

（
88
）　
「
学
事　

中
等
学
校
制
服
制
帽
生
徒
関
係
」
昭
和
十
二
年
（
宮
城
県
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
89
）　

同
右
。

（
90
）　

昭
和
十
年
宮
城
県
令
第
二
六
号
（『
宮
城
県
公
報
』
号
外
、
昭
和
十
年
三
月
三
十
一
日
、
宮
城
県
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
91
）　

昭
和
十
年
教
第
七
四
五
号
（
同
右
）。

（
92
）　

前
掲
注
（
88
）「
学
事　

中
等
学
校
制
服
制
帽
生
徒
関
係
」
昭
和
十
二
年
。

（
93
）　
『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
真
岡
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
一
年
、
九
五
頁
、
一
〇
八
頁
。

（
94
）　
『
創
立
五
〇
周
年
記
念
誌
』
栃
木
県
立
氏
家
高
等
学
校
、
一
九
七
四
年
、
二
八
頁
。

（
95
）　
『
九
〇
年
史
』
栃
木
県
立
宇
都
宮
女
子
高
等
学
校
、
一
九
六
六
年
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。

（
96
）　
『
一
〇
〇
年
史
』
同
右
、
一
九
七
六
年
、
二
七
九
頁
。
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（
97
）　
『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
大
田
原
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
一
年
、
一
六
～
一
九
、
八
七
、
一
九
四
頁
。

（
98
）　
『
鹿
沼
高
等
学
校
四
〇
年
誌
』
一
九
六
六
年
、
二
〇
、
二
七
頁
。

（
99
）　
『
第
四
回
卒
業
記
念
』
昭
和
七
年
三
月
、
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
女
学
校
、『
卒
業
記
念
帖
』
昭
和
十
年
三
月
、
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
女
学
校
、
同
右
、

二
〇
頁
。

（
100
）　
『
創
立
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
足
利
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
九
年
、
四
四
～
四
五
頁
。

（
101
）　

同
右
、
五
五
頁
。

（
102
）　
『
三
三
年
史
』
栃
木
県
立
宇
都
宮
中
央
女
子
高
等
学
校
、
一
九
六
一
年
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
。

（
103
）　

同
右
、
二
五
三
頁
。

（
104
）　

同
右
、
二
五
六
頁
。

（
105
）　

同
右
、
二
五
三
頁
。

（
106
）　
『
創
立
六
五
年
記
念
誌
』
栃
木
県
立
栃
木
女
子
高
等
学
校
、
一
九
六
六
年
、
一
二
八
頁
。

（
107
）　
『
創
立
八
〇
周
年
記
念
誌
』
栃
木
県
立
栃
木
女
子
高
等
学
校
、
一
九
八
一
年
、
一
〇
四
頁
。

（
108
）　

前
掲
注
（
93
）『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
真
岡
女
子
高
等
学
校
、
一
五
六
頁
。

（
109
）　

前
掲
注
（
100
）『
創
立
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
足
利
女
子
高
等
学
校
、
六
六
頁
。

（
110
）　

前
掲
注
（
107
）『
創
立
八
〇
周
年
記
念
誌
』
栃
木
県
立
栃
木
女
子
高
等
学
校
、
六
〇
頁
。

（
111
）　

前
掲
注
（
１
）『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
三
一
五
頁
。

（
112
）　
『
卒
業
記
念
』
昭
和
十
六
年
三
月
、
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
女
学
校
、『
第
二
十
七
回
卒
業
記
念
』
昭
和
十
六
年
三
月
、
栃
木
県
鹿
沼
実
科
高
等
女
学

校
（
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
学
校
所
蔵
）。

（
113
）　
『
六
〇
年
史
』
栃
木
県
立
鹿
沼
高
等
学
校
、
一
九
八
五
年
、
九
七
頁
。

（
114
）　

前
掲
注
（
93
）『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
真
岡
女
子
高
等
学
校
、
一
七
五
頁
。
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（
115
）　
『
七
十
年
誌
』
栃
木
県
立
佐
野
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
七
年
、
口
絵
。

（
116
）　
『
魚
高
八
十
年
史
』
富
山
県
立
魚
津
高
等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
一
八
六
頁
。

（
117
）　
『
福
光
高
等
女
学
校　

福
光
高
等
学
校
の
あ
ゆ
み
』
富
山
県
立
福
光
高
等
学
校
、
一
九
七
八
年
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
118
）　

富
山
県
立
と
な
み
野
高
等
学
校
所
蔵
史
料
。

（
119
）　
『
戸
出
女
子
高
校
史
』
富
山
県
立
戸
出
女
子
高
等
学
校
、
一
九
七
六
年
、
二
四
頁
。

（
120
）　

前
掲
注
（
116
）『
魚
高
八
十
年
史
』
二
一
一
頁
。

（
121
）　
『
富
山
県
報
』
昭
和
十
三
年
、
富
山
県
訓
令
甲
第
八
号
（
富
山
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
122
）　
『
三
島
高
女
・
北
高
百
年
史
（
本
編
）』
百
年
史
刊
行
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
七
～
一
八
八
頁
、『
静
岡
県
立
三
島
北
高
等
学
校
百
年
史
図

録
』
静
岡
県
立
三
島
北
高
等
学
校
、
二
〇
〇
一
年
、
三
八
～
三
九
頁
、
四
七
頁
、
六
〇
～
六
一
頁
。

（
123
）　
『
榛
原
高
校
百
年
史
』
静
岡
県
立
榛
原
高
等
学
校
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
二
五
～
四
二
六
頁
。

（
124
）　

同
右
、
四
三
八
頁
、
四
四
一
頁
、
四
六
〇
頁
。

（
125
）　
『
創
立
七
〇
周
年
記
念
誌
―
清
流
―
』
静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校
、
一
九
八
一
年
、
一
五
二
～
一
五
三
頁
。

（
126
）　

同
右
、
一
五
三
頁
。

（
127
）　
『
静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
―
嶺
朋
―
』
静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
八
四
年
、
一
九
一
頁
。

（
128
）　

同
右
、
一
九
一
～
一
九
二
頁
、『
静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
』
静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
頁
。

（
129
）　

前
掲
注
（
127
）『
静
岡
県
立
吉
原
高
等
学
校
創
立
七
五
周
年
記
念
誌
』
九
〇
頁
、
一
九
二
頁
。

（
130
）　
『
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
』
静
岡
県
西
遠
女
子
学
園
、
一
九
八
六
年
、
一
一
～
一
二
頁
。

（
131
）　
『
桜
丘
譜
―
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
誌
―
』
静
岡
県
立
富
士
宮
東
高
等
学
校
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
一
頁
。

（
132
）　

同
右
、
一
四
五
頁
。

（
133
）　

同
右
、
一
五
一
頁
。
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『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
七
輯
　
令
和
三
年
三
月

（
134
）　
「
静
岡
県
告
示
」
昭
和
十
四
年
第
二
九
三
号
（『
静
岡
県
公
報
』
昭
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
、
第
三
四
四
六
号
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

（
135
）　
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
四
年
四
月
六
日
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
所
蔵
）。

（
136
）　

前
掲
注
（
134
）「
静
岡
県
告
示
」
昭
和
十
四
年
第
二
九
三
号
。

（
137
）　

文
部
省
標
準
服
と
セ
ー
ラ
ー
服
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
制
服
―
セ
ー
ラ
ー
服
と
文

部
省
標
準
服
―
」（『
総
合
文
化
研
究
』
二
四
―
一
～
三
、
二
〇
一
九
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
138
）　
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
四
年
四
月
二
十
九
日
。

（
139
）　

同
右
、
昭
和
十
四
年
六
月
十
三
日
。

（
140
）　

同
右
。

（
141
）　
『
六
十
年
の
歩
み
』
誠
心
学
園
、
一
九
八
四
年
、
二
八
頁
。

（
142
）　
『
創
立
三
百
年
記
念
誌
』
岡
山
県
立
和
気
閑
谷
高
等
学
校
、
一
九
七
三
年
、
二
六
八
頁
。

（
143
）　
『
笠
岡
高
校
七
〇
年
史
』
岡
山
県
立
笠
岡
高
等
学
校
、
一
九
七
二
年
、
六
〇
頁
。

（
144
）　
『
青
陵
』
岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
等
学
校
、
一
九
六
八
年
、
一
〇
二
～
一
〇
三
頁
。

（
145
）　
『
八
〇
周
年
誌
』
岡
山
県
立
井
原
高
等
学
校
、
一
九
八
三
年
、
一
〇
四
～
一
〇
五
頁
、
一
〇
八
頁
、
一
一
〇
頁
。

（
146
）　
『
山
陽
学
園
九
十
年
史
』
山
陽
学
園
、
一
九
七
九
年
、
八
六
～
八
七
頁
。

（
147
）　
『
就
実
学
園
八
十
年
史
』
就
実
学
園
、
一
九
八
五
年
、
五
一
頁
。

（
148
）　
『
真
備
六
十
年
の
あ
ゆ
み
』
真
備
学
園
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
八
六
年
、
一
三
三
頁
。

（
149
）　

同
右
、
三
四
四
頁
。

（
150
）　
『
創
立
七
〇
年
史
』
岡
山
県
立
鴨
方
高
等
学
校
、
一
九
七
七
年
、
三
六
～
三
九
頁
。

（
151
）　

前
掲
注
（
１
）『
学
校
制
服
の
文
化
史
』
三
一
四
頁
。

（
152
）　
『
花
橘
』
第
二
二
八
号
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
六
日
（
岡
山
県
立
操
山
高
等
学
校
所
蔵
）。
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昭
和
戦
前
期
の
高
等
女
学
校
と
セ
ー
ラ
ー
服
の
統
一
化
（
刑
部
）

（
153
）　
『
岡
山
県
公
報
』
昭
和
十
四
年
、
岡
山
県
訓
令
第
六
三
号
（
岡
山
県
立
歴
史
記
録
資
料
館
所
蔵
）。

（
154
）　
『
合
同
新
聞
』
昭
和
十
四
年
十
月
四
日
、
朝
刊
（
岡
山
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
155
）　
『
創
立
百
年
史
』
岡
山
県
立
操
山
高
等
学
校
、
一
九
九
九
年
、
五
八
頁
。

（
156
）　

岡
山
県
立
岡
山
朝
日
高
等
学
校
所
蔵
の
写
真
史
料
。
後
神
泉
「
岡
山
県
第
二
岡
山
高
等
女
学
校
・
岡
山
県
立
岡
山
第
二
女
子
高
等
学
校
の
制
服
」

（『
岡
山
朝
日
高
等
学
校
校
史
資
料
』
一
六
、
二
〇
一
九
年
七
月
）
は
、
岡
山
県
第
二
岡
山
高
等
女
学
校
と
岡
山
県
立
岡
山
第
二
女
子
高
等
学
校
の

制
服
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
昭
和
十
四
年
十
月
に
岡
山
県
で
標
準
服
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

（
157
）　

前
掲
注
（
143
）『
笠
岡
高
校
七
〇
年
史
』
七
四
～
七
五
頁
、
七
九
～
八
〇
頁
。

（
158
）　

前
掲
注
（
３
）「
お
茶
の
水
女
子
大
学
難
波
知
子
先
生
に
聞
く
」。

（
159
）　

難
波
氏
の
出
身
校
で
あ
る
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
の
百
年
史
の
「
総
社
高
校
の
制
服
の
変
遷
」
で
は
、「
昭
和
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
て
全
国
的

に
制
服
の
制
定
を
行
う
学
校
が
多
数
見
ら
れ
た
。
本
校
の
制
服
も
こ
の
年
に
袴
か
ら
洋
装
に
切
り
替
わ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
岡
山
県
立
総

社
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
誌
』
岡
山
県
立
総
社
高
等
学
校
、
二
〇
一
七
年
、
五
七
頁
）。
創
立
百
周
年
の
制
服
デ
ザ
イ
ン
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

は
難
波
氏
が
協
力
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
記
述
に
も
氏
の
助
言
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
昭
和
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
て
全
国
的
に
制
服
の

制
定
を
行
う
学
校
が
多
数
見
ら
れ
た
」
と
い
う
の
は
事
実
で
は
な
い
し
、
こ
の
記
述
で
は
即
位
式
が
行
わ
れ
た
昭
和
三
年
で
は
な
く
翌
四
年
と
見

て
い
る
。
ち
な
み
に
岡
山
県
内
で
昭
和
四
年
に
和
服
か
ら
洋
式
制
服
に
変
更
し
た
の
は
総
社
高
女
し
か
な
い
。
こ
の
点
で
見
て
も
実
証
性
に
欠
け

て
い
る
の
で
あ
る
。

（
160
）　

拙
稿
「
大
正
時
代
に
お
け
る
高
等
女
学
校
の
洋
装
化
―
セ
ー
ラ
ー
服
と
ジ
ャ
ン
パ
ー
ス
カ
ー
ト
の
創
出
過
程
―
」（『
中
央
史
学
』
四
〇
、
二
〇
一

七
年
三
月
）、
同
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
高
等
女
学
校
の
制
服
洋
装
化
」（『
総
合
文
化
研
究
』
二
三
―
三
、
二
〇
一
八
年
三
月
）、
同
「
セ
ー
ラ
ー
服
の

百
年
―
愛
さ
れ
続
け
た
理
由
―
」（『
東
京
人
』
四
三
五
、
二
〇
二
一
年
二
月
）
参
照
。


